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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『竜りゆうの魂たましいは虚言を吐かぬものなり。

　騎き士したる者、常に竜の誠心を信ずべし。』


────『騎士心得』より









　　　序章







　靴くつを忘れてきたことに気づいたのは、町の中に入ってからだった。

　少女は港に通じる大通りの真ん中で立ち止まり、泥まみれの素足を見下ろした。濡ぬれて重くなった肩までの金髪から、透明な雫しずくが落ちている。身に着けているのは裾すその長い寝間着と、鍔つばのない小さな帽子だけだった。

　夜半まで降り続いていた雨はいつのまにかやんでいた。柔らかく濡れた地面には無数の轍わだちが走っている。その上をさらに荷車の車輪が通り過ぎ、古い轍を消していった。夜明けに近いこの時間でも馬車の往来は絶えない。通行の邪じや魔まになっているせいで、時々殺気だった声が彼女の頭上から降ってくる。

　通りの先には小さな港があるはずだ。

　ここはアバディーン王国の北端に位置するセゲドの町だ。レガリオン帝国と海ユ洋ニ連オ合ンの決戦場と化したこの国で、海ユ洋ニ連オ合ン軍が確保している最後の拠点だった。

　もうすぐ、ここもレガリオン軍の手に落ちる運命にある。二日前、海ユ洋ニ連オ合ン軍はアバディーン王国からの撤てつ退たいを決めた。レガリオンの地上軍はこの国の主要な街道を完全に制圧し、この港町にあと半日の距離まで迫っている。軍船も民間船も一いつ斉せいに港から離れようとしており、町はかつてない喧けん噪そうと混乱に満ちていた。

　あと数時間でレガリオン軍の飛行兵器・機甲竜ヒユドラの群れが空くう襲しゆうを仕掛けてくるだろう。戦力の大半を失った海ユ洋ニ連オ合ン軍の竜騎士ドラグーンたちにそれを食い止める力は残っていない。

　三ヶ月に及んだ戦争は終わろうとしていた。

　少女は周囲で起こっている出来事に注意を払わなかった。足を止めたまま、靴くつのことだけをぼんやりと考えていた。

（どこに置いたかしら）

　多分、前線基地にある彼女専用の天幕のどこかだ。うっかり裸足はだしで出かけてしまうことはよくあるが、長い距離を足で移動したことはない。

（靴をお忘れですよ）

　耳慣れた硬い声が頭の中で蘇よみがえる。今まではそういったことを注意してくれる少年が近くにいた。

　少女はぎゅっと手を握りしめた。右手の甲はなめらかで傷一つない。そこにあったはずの金色の模様は消えてしまっていた。

　昨日起こった出来事を、彼女はすべて忘れてしまいたかった。

　もうこれ以上、なにも考えなくても済むように。

　すぐそばで甲かん高だかい悲鳴が聞こえた気がした。ぎょっとして目を開けると、白と黒のまだら模様の猫が通りに立ち止まって彼女を見つめている。ただの猫の鳴き声だ。

　目が合ったとたん、猫はさっと走り去っていった。

「…………あ」

　通りは潮風の染しみついた土ど塀べいに挟はさまれている。その崩れた一角の手前で、猫はくるりと振り返って彼女の様子を窺うかがった。

（どうして、見ているの）

　今まで動物というものに興味を持ったことはなかった。動物だけではなく、木々や草花にも、人間たちにも、竜りゆうたちにも、この世界にあるものはほとんどどうでもいいものだった。

　幼い頃ころから教えられてきたいくつかのことだけが彼女の世界を形づくっていた。

　そのことにすっかり満足していた──つい昨日までは。

（わたしに、興味があるのかしら）

　ついてこいと言われている気がして、彼女は導かれるように歩いていく。猫は塀を越えてその奥へと消えていった。

　土くれの山をまたぐと広い庭があった。もともとは大きな屋敷だったようだが、今は焼け落ちて黒ずんだレンガや棟むね木ぎの山が月明かりに照らされているだけだ。一度はレガリオン軍に占領されたこの町は、海ユ洋ニ連オ合ン軍が奪だつ還かんする際に戦場となっている。きっとその時にどちらかの軍に破壊されたのだろう。

　まだらの猫は横倒しになった煙突のそばで、さっきと同じポーズで彼女の方を窺うかがっている。距離を縮めようとすると、猫は再び走り出す。今度は門の方角だった。

　後を追おうとした彼女は目を瞠みはった。

　外れかけた鉄の門もん扉ぴの前に、同じぐらいの年格好の少年が立っていた。だらしなく伸びた赤い髪が眉まゆと目にかかっている。その下には濃い紫むらさき色いろの瞳ひとみが光っていた。土ぼこりで白っぽく汚れているものの、身に着けているのは正式な礼服らしかった。

　猫は少年の手前で足を止め、甘えた声で体をこすりつけ始めた。

「やっぱり、ここにいたんだ」

　彼は屈かがみこんで顎あごを撫なで始める。猫は大人おとなしくしていたが、近づいてくる彼女に気づいてまた走り出そうとした。

「あ、こら」

　少年はぎゅっと猫の体を抱だきしめると、彼女の方を振り返った。

「あんまり怖がらせるなよな」

　怖がらせる、という言葉に戸惑った。

「そんなことはしていません……わたしを見ていたから、ついてきたのです」

「それ、警戒してるだけじゃん。猫は近づくと逃げるんだよ」

　少女の体から力が抜けていった。言われてみるとこの猫はひたすら距離を取ろうとしていただけだ。彼女を呼んでいたわけではなかったのだ。

「あなたがこの猫を飼っているのですか？」

「ここで何回かエサをやっただけだよ……多分、この家の猫」

　そう言って建物の残ざん骸がいを指さした。胸のあたりがずしりと重くなった気がした。この猫は自分の家も、一緒に暮らしていた人間も失ったのだろう。この少年も同じだ。きっとこの国には他ほかにも同じような者たちが星の数ほどいる。

　そういう者たちがいることすら、今までまったく気に留めていなかった。

　いたたまれない気持ちになって、彼女は背を向けた。足を引きずるように、元来た方向へ立ち去ろうとした時、

「……待ちなよ」

　少年の声に振り返った。彼は猫を置いて少女に近づいてくる。

「ケガしてる」

　彼女は自分の足を見下ろした。泥だけではなく血で汚れている。どこかで尖とがった破片を踏んでしまったらしい。言われて初めて鈍い痛みを自覚した。

「靴くつは？」

「忘れました」

　彼女は正直に答える。

「この町の人じゃないよな。どこに住んでたの？」

　少年は誤解している。彼女も自分と同じ戦災孤児だと思っているのだ。どう答えていいか迷った。もし正体を明かしたら、猫のように逃げてしまうかもしれない。

「……ま、それはいいか」

　あっさり諦あきらめると、少年は急にもぞもぞと自分の靴くつを脱いだ。どちらも泥まみれでかかとは壊れかけている。奇妙なことに一方は正装にふさわしい飾り穴のついた革靴で、もう一方はどこにでもありそうな帆ほ布ぬのの靴だった。それを両方とも差し出してくる。彼女は首をかしげた。

「なんですか？」

「あげる」

「どうしてですか」

「ケガしてるだろ」

「それがどうしたのですか」

　意味が分からなかった。自分の足の傷とこの少年にはなんの関係もない。

「ヘンなこと言うなあ。いいから履はきなよ」

　彼女の両手に靴を押しつけてくる。引っこめるつもりはないらしい。仕方なく受け取ってから、ようやく善意を示されていることに気づいた。一足きりの靴を自分にくれたのだ。

　猫のもとに戻っていく少年をまじまじと見つめた。人間は一つしかないものでも誰だれかに差し出すことがある──彼女もそういう人間を一人知っていた。

「あなたの名前は？」

　彼女は尋たずねる。ポケットから干し肉のかけらを取り出して、少年は猫に差し出す。猫は嬉うれしそうに鳴きながらそれに飛びついてくる。

「ジャン」

　少年は猫から目を離さずに答えた。

「どこに住んでいたのですか？」

「城だよ。ずっと向こうの」

　彼は南西の方角を指さした。妙な答えだと彼女は思った。城に住んでいる人間などそう多くはない。それに南西の方角にあるのは、この国の首都だったサン・クレルぐらいだ。サン・クレルの城と言えば、この国の王城だ。国王とその家族が住んでいた──。

　彼女は息を吞のんだ。赤い髪と濃い紫むらさき色いろの目は、アバディーンの王族に代々受け継がれる特徴だと聞いたことがある。

（ひょっとして、この少年は）

　この国の王族はこの戦争が始まった日に全員死んだはずだ。王城は機甲竜ヒユドラに跡形もなく焼かれたと聞いている。首都から離れたこの土地に、一人でいるなどまず考えられない。

　ただ、王族の死体を目にした者は誰だれもいない。

「おい、こんなところでなにやっとるか！」

　しわがれた大声で思考は破られた。門の向こうから頭のはげ上がった大男が現れた。船乗りらしく裾すその短いズボンと半はん袖そでのシャツを身に着けているが、今にもボタンがはちきれそうなほど生地はぱんぱんだった。

「わしの船から出るなと言ったろうが！　もうちょっとで出航しちまうところだったぞ！」

　壊れた門もん扉ぴの隙すき間まをどうにか通り抜けて、巨体のわりにきびきびした足取りで近づいてきた。少女の手足に緊張がみなぎる。老人と言ってもいい年齢で、尖とがった三さん白ぱく眼がんとたるみきった頰ほおは、どう見てもまともな人間に見えない。

「こいつを捜してたんだよ。置いてったら、かわいそうだし」

　ジャンと名乗った少年は驚おどろいた様子もなく、抱だき上げた猫を大男に見せた。二人は知り合いらしい。この男の船に乗ってこの国を出るという話のようだ。

「待ちなさい」

　彼女は鋭い声で言った。

「この人間をどこへ連れていくつもりなのですか」

　開戦以来、この国には怪しげな「商人」が大勢入りこんでいると聞いている。港町にいる戦災孤児たちをさらっていき、奴ど隷れいとしてどこかに売っているという噂うわさがある。

「なんだ、この娘は」

　老人は目を細めてジャンに尋たずねる。

「ぼくと一緒だよ、多分」

「なに？」

　老人は血相を変えて身を乗り出してくる。靴くつを抱かかえたまま、反射的に後ずさりをして身構えた。

「まあ、このツラじゃ怪しまれるのも無理はないが……」

　真顔で言いながら、彼は自分の頭をつるりと撫なでた。

「いいか、わしは怪しい者じゃない。海ユ洋ニ連オ合ン軍に雇われた商人だ。信用できないなら港にいる軍人に訊きいてみればいい。フリデクのリンケの名は誰でも知っとる」

　毛むくじゃらの太い腕をにゅっと差し出してくる。肘ひじの少し上に見覚えのある青い腕章が巻かれている。軍属である証あかしだった。この危険な状況で軍事物資の輸送に協力してきた、勇気のある商人に違いない。

「いまいましいがこの戦争は海ユ洋ニ連オ合ンの負けだ。くそったれの軍隊も竜騎士ドラグーンもここから逃げ出しちまう。そうなったら残されたお前らを帝国軍がどんな目に遭あわせるか分かったもんじゃない……もしお前に守ってくれる親兄弟がいないなら、わしらと一緒に行こう」

「うん、それがいいよ。仲間も大勢いるし」

　ジャンが口を挟はさんでくる。自分のことを誰だれも知らない土地で静かに暮らす──想像すると悪くなさそうだった。それができるならの話だが。

「もちろん食うのに困らせるようなことはせん。戦争なんぞと関係のない、人間らしい暮らしをわしが必ず……」

　熱っぽく語っていたリンケの言葉がぷつりととぎれた。彼女のこめかみのあたりを凝ぎよう視ししている。指で触れると帽子が少しずれていて、耳の上にある小さな角つのがむきだしになっていた。

「……お前は猫を連れて先に戻れ。今度こそ大人おとなしくしとるんだぞ。時間がねえんだ」

　彼女の角から目を離さずに、老人はジャンに言った。彼は不審そうに二人を見比べる。

「うん……分かった」

　まだら模様の猫を抱だき上げ、彼女にちらりと目め配くばせをしてから、赤毛の少年は門の外へ出て行った。裸足はだしの足音が遠ざかるのを待って、老人はおもむろに口を開いた。

「お前、竜りゆうだろう。違うか？」

　静かに帽子を取って二本の角を見せる。確かに彼女は竜だった。昨日まで海ユ洋ニ連オ合ン軍に加わり、機甲竜ヒユドラと戦い続けていた。この国を守れずに撤てつ退たいする軍の一員だった。

「お前みたいな子供の竜まで使っとったのか、海ユ洋ニ連オ合ン軍のクズどもは」

　リンケは吐き捨てるように言った。

「それで、こんなところでなにをやっとるんだ？　騎き士しは一緒じゃないのか」

　うつむいてぐっと歯を食いしばる。今、そのことは考えたくない。彼女の顔色が変わったことに、リンケはすぐに気づいたようだった。

「なにがあったのか知らんが、とにかく戦争は終わりだ。で、これからどうする気だ？」

「え……？」

「一緒に来たければ来るといい」

　彼女は老人の顔を見上げた。

「わしにとっては一人子供が増えるだけだ」

　その言葉を鵜う吞のみにするほど、彼女は無む邪じや気きではなかった。自分が軍を離れれば脱走兵になってしまう。戦災孤児を引き取ることと、脱走兵をかくまうことはまるで意味が違う。海ユ洋ニ連オ合ン軍に知られれば、この老人が危険な立場に置かれることは確実だ。

　それに自分が姿を消せば、竜族による大規模な捜索が行われるだろう。多くの者たちの手を煩わずらわせる。

「……竜でも人でもわしには関係ない……たとえどんな血筋のどんな奴やつでもな」

　さりげない言葉だったが、彼女の背筋がこわばった。自分のことを言っているのではないと気づくまで時間がかかった。リンケの頭にあるのはあのジャンのことなのだろう。この国の王族らしき少年。彼の正体にうすうす感づいているのかもしれない。

「わたし、行きません」

　彼女は静かに言った。

「そうか……」

　と、リンケは残念そうに言った。

「まあ、お前には翼つばさがあるからな。気が変わったらいつでも飛んでくるといい。わしらの行き先はフリデク島だ」

　老人は来た時よりも速い足取りで、きびきびと去っていった。時間がないと言ったのは本当のようだった。

　少女はぼろぼろの靴くつを抱だいたまま、他ほかに誰だれもいなくなった廃はい墟きよに立ち尽くしていた。

　フリデク島。リンケ。ジャン。

　それらの名を胸に刻みつける。もう彼らと会うこともないはずだ。

　しかし、行こうと言ってくれたことをずっと憶おぼえておくつもりだった。




　東の空がかすかに明るくなり始めている。

　もうすぐ夜明けだった。







　　　第一章　帝国の影







　　　　１




　学院島の朝は早い。

　島の中心をなす竜騎士ドラグーンと騎き竜りゆうの養成機関──騎士学院グランデコルの鐘かねが鳴り響ひびくと、人々は活動を始める。家々の窓は開き放たれ、通りのガス灯の火が落とされ、黒い石いし畳だたみには水がまかれる。

　制服を着た生徒たちがまだ乾かない石畳を踏んで、曲がりくねった坂道を上っていく。その行く手には大きなアーチがあり、古代の僧院を思わせる石造りの建築物が並んでいる。そこが騎士学院グランデコルの学まなび舎やだった。

　この島は大地の半分以上が沈んだ大破局エンドロールよりさらに昔、「旧文明」の時代に人間によって造り上げられたものが元になっている。そのために科学技術の立ち後れた海ユ洋ニ連オ合ンでは珍しい施設がいくつもある。

　その一つが降り注いだ雨を島外に排出する水路だ。この島で滅めつ多たに水害が起こらないのはそれのおかげだった。大半は地下を走る暗あん渠きよになっているが、ほんの一部だけ地上に露ろ出しゆつしている。それが校舎の裏手にある石造りの水路だった。ここ数日は晴天続きで、ただの涸かれた溝みぞでしかない。

　水路の底に騎士学院グランデコルの制服を着た一組の少年少女が立っていた。

　少年の方はがっしりとした体つきで、褐かつ色しよくの肌はだに金髪がよく映えている。背中には三つに折りたたまれた棒状の武具をくくりつけている。少女は明らかに彼よりも年下で、くりくりの大きな瞳ひとみが愛らしい顔立ち。瑠る璃り色いろの髪をゆるく結んでいる。見た目はいかにも好対照の二人だった。

　彼らはラシード・カリクマーンとアネモネ。一年の黒山羊カプリコン──通称「黒組」に属する騎き士し候補と雌めすの竜りゆうだった。

　二人は溝の行き止まりにある、鉄てつ格ごう子しでふさがれた暗渠を覗のぞきこんでいる。生温かい湿った風が奥から吹いてくる。この穴をどこまでも進んでいくと、島の外へ出られるはずだ。この島には縦じゆう横おう無む尽じんに地下通路が走っており、その一部がこうして雨水路として利用されているのだった。

「この中に、いるのかな」

　アネモネは緊張の面持ちでつぶやく。目を凝こらしてもなにも見えない。暗くら闇やみがどこまでも続いているだけだった。

「…………ん」

　隣に立っているラシードがうなずく。あまり時間をかけるわけにはいかない。ここでの用事を終わらせて、二人とも騎士学院グランデコルへ行かなければならないのだ。

「行くよ、ラシードくん」

　彼女は目を閉じて息を吸いこむと、水路に向かって声を震ふるわせた。




「にゃ─────！」




　とたんに穴の奥からいくつもの軽い足音が近づいてくる。ふわふわした塊かたまりが鉄格子をすり抜けて、小柄なアネモネの体に飛びついてきた。

「きゃっ」

　アネモネは思わず尻しりもちをつく。柔らかな毛皮の感触がくすぐったい。

　全身にまとわりついてくるものは──嬉うれしそうに鳴き声を上げる野の良ら猫たちだった。膝ひざの上によじのぼり、手の甲を舐なめ、くるぶしに体をこすりつけてきた。猫たちを押さえつけようとした時、ラシードが制服の襟えりをつかんで立ち上がらせてくれた。

「あ、ありがとう。ラシードくん」

　猫たちが一いつ斉せいにさっと離れた。どの猫も尻尾しつぽを這はうように下げ、両目を見開いてラシードの動きを追っている。警戒のしるしだった。

「…………ふ」

　肩を落としたラシードが短いため息をつく。表情の変化は乏しくても、なにを思っているのかアネモネには分かる。落ちこんでいるのだ。

　野の良ら猫のすみかになっているこの水路に来るのが、アネモネたちの朝の日課になっている。二人とも動物が大好きだが、どういうわけか動物たちはラシードにあまりなついてくれない。触ろうとすると怯おびえられてしまうのだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、そのうち慣れてくれるよ」

「…………ん」

　ラシードは猫たちから後ずさりをして距離を置く。あまり刺激しないようにしているのだろう。体格のせいで威い圧あつ感かんはあるが、優やさしくて穏おだやかな性格だった。

（どうしてラシードくんを怖がるんだろう）

　自分はすぐ仲良くなったのに。アネモネにはちっとも分からなかった。

　ラシードは彼女と契約を結んだ騎き士し候補だった。

　竜帝国シヤンバラから騎士学院グランデコルへ送りこまれた竜りゆうの少女たちは、人間の騎士候補の中から契約する相手を選ぶことになっている。無事契約を結び、卒業した者たちは竜騎士ドラグーンの称号を得て、海ユ洋ニ連オ合ン各地へと散っていく。

　竜は己おのれの持つ特別な力を人間に貸し、人間は竜とこの世界を守る──それが古いにしえより続く竜と人間との関係だった。




　竜帝国シヤンバラに住む竜の少女の多くがそうであるように、アネモネも異性というものにほとんど接したことがなかった。雄おすの竜は雌めすよりも長命だが、生まれてくる数が圧倒的に少ない。アネモネの故郷は山やま間あいの小さな集落で、雄の竜は年老いた彼女の父だけだった。

　父は母の他ほかにも多くの妻子を持っていた。山間部の竜の社会ではごく普通のことだ。一族の中では大したいさかいもなく、一つの家族として平へい穏おんな日々を送っていた。

　幼い頃ころのアネモネは病気がちで、本ばかり読んで過ごしていた。影の薄い大人おとなしい性格の子供でしかなかった。

　将来、なりたいものも特になかった。竜の社会では多くの雌が婚こん姻いんの機会を持たないままに一生を終える。進んで教育を受ける者もそう多くはない。集落を出るどころかほとんど空を飛ぶこともなく、長い年月を人間と同じ姿で過ごす。

　自分もそうなるんだ、とアネモネは漠ばく然ぜんと思っていた。

　状況が変わったのは山二つ越えた先にある、引退した騎士学院グランデコルの老教師のもとへ通うことになってからだ。アネモネが子供らしからぬ難しい本を読んでいることに、一族の誰だれかが気づいたらしい。思いの外ほか、娘の一人が賢かしこかったことに大喜びした父は、彼女に教育を受けさせることを決めたのだった。

　特に断る理由もなかったので、アネモネは言われるままに勉強をすることになった。彼女の知性は本物で、やがて教師も舌を巻くほどの知識を身につけていった。十四歳になったばかりの頃ころ、父はついに騎士学院グランデコルの試験を受けてこいと命じた。

　騎き竜りゆうになるなど考えてもみなかったアネモネは一度は断った。自分にそのような重大な役割が果たせるとは思えなかったのだ。しかし、大勢の母たち姉妹たちは一族の名誉になると大喜びした。昼となく夜となく説得され、とにかく試験だけは受けることにした。

　結果は堂々の合格だった。

　すると周囲は当然のように入学の準備を進め始めた。行く気がしないと言い出せないまま、一族総出の温かい見送りを背に、仕方なく生まれて初めて故郷を飛び立った。

　学院島に降り立ったアネモネは、人間の男子生徒が群れをなして歩き回っていることに呆ぼう然ぜんとした。ごつごつした体つきで背が高く、誰だれもが太い声で乱暴に喋しやべっている気がする。

　彼らと仲良くなり、パートナーを選ぶなど想像するだけで気が遠くなりそうだった。そもそも自分に選ばれることを望む騎士候補がいるとは思えない。来てしまったことを早くも後こう悔かいし始めていた。




　アネモネがラシードと会ったのは、騎士学院グランデコルに入学した日の朝だった。

　彼女は教室の隅の席に座ったままうつむいていた。他ほかの生徒たちは互いに自己紹介をして、今日の授業のことなどを話している。どこかの話の輪にも加わる勇気はなかった。同級生たちは全員年上で、同族の女子生徒にも気後れしてしまっていた。

（話しかけられたらどうしよう）

　ろくに返事もできずに笑われるに違いない。早く授業が始まってくれればいいのに──。

　視界が暗くなったのはその時だった。長机の隣の席に誰かが座ったせいで、窓からの光が遮さえぎられたのだった。つい顔を上げたアネモネはぎょっとした。

　褐かつ色しよくの肌はだを持つ背の高い少年が、隣の席で腕組みをして目を閉じている。顔立ちは柔にゆう和わと言ってもいいぐらいだが、岩のようにがっしりとした肉体の持ち主だった。

　しばらくの間、アネモネは凍りついたようにただ彼を見上げていた。

「…………ん？」

　視線を感じたのか、彼の細い目がうっすらと開いた。隣にアネモネがいることに初めて気づいたようだった。きちんと彼女に体を向けて、右手を胸に当てて会え釈しやくする。

「…………ラシード・カリクマーン」

　どうやらそれが彼の名前らしかった。人間は竜と違ってどの一族に属しているかを示す「姓」というものを持っている。カリクマーンが一族の名なのだろう。

「ア、アネモネです……初めまして……」

　消え入りそうな声で答える。相手は無言のままだった。なにかおかしなことを言ってしまったのだろうか。上目づかいに表情を窺うかがうと、ラシードは記憶を探るような遠い目をしていた。

「…………アネモネは」

　ぼそりと彼はつぶやいた。

「春の花だ」

　アネモネは驚おどろいた。確かに彼女の一族では花の名前を与えられる決まりだ。しかし、「アネモネ」は大破局エンドロールで絶滅してしまった種で、知識のある老いた竜りゆうですら知らない者が多い。

「よく、ご存じですね」

　いや別に、と言いたげに彼は首を振る。謙けん遜そんだとアネモネは直感した。実際、後になってからラシードが生物学について幅広い知識を持っていることを知った。幼い頃ころから独学で学んでいたのだという。

「アネモネ…………」

　彼は響ひびきを確かめるように繰り返した。耳に馴な染じむ優やさしい声だった。まるで何年も前からそう呼ばれてきたかのようだった。

「は、はい」

「…………いい名だ」

　その瞬しゆん間かん、アネモネの中でなにかがことりと音を立てた。成績以外のことを誉ほめられるのは生まれて初めてだ。彼女は赤くなった顔を隠すように目を伏せる。

　ラシード・カリクマーン。心の中でそう呼んでみた。とてもいい名前だった。ずっと昔から呼びたかった名前のような気がする。

（この人はどんな竜と契約を結ぶのかな）

　ひょっとすると、ふさわしい相手がいるのかもしれない。自分よりもずっと。

　それでも──。

　自分と契約を結んでくれたら、どんなにいいだろう。




「…………アネモネ」

　初めて会った日と同じように呼びかけられて、アネモネははっと我に返った。

　彼女はラシードと一緒に水路の底にいた。猫たちが期待するように彼女をじっと見上げている。慌あわてて鞄かばんを開いて、平焼きの堅いパンの包みと、牛乳の入った小ぶりの缶を猫たちに見せた。とたんに態度を変えた猫たちが、甘えた鳴き声と一緒に走り寄ってくる。

「あれ……？」

　鞄を探っていたアネモネは首をかしげた。

「牛乳を入れるお皿、忘れてきたみたい」

　口の細い缶のままでは飲ませることはできない。全部一緒に入れたつもりだったのに。猫たちは待ちかねたように彼女の靴くつをひっかいている。

「わたし、ちょっと取ってくる」

「…………あの」

　なにか言いかけるラシードを残して、彼女はスカートをひるがえして急な石段を上り始めた。アネモネの住む下宿はここから離れているが、走っていけばそう時間はかからない。

　突然、両足がふわりと地面から浮いた。

「えっ？」

　いつのまにか追いついていたラシードが、アネモネの体をつかんで高く持ち上げている。小さな子供に遠くの景色を見せているような体勢だった。

「やっ……ちょ、ちょっと、ラシードくん。どうしたの」

　空中で体をよじらせる。ラシードの大きな両手は彼女の脇わきの下でしっかり固定されている。たちまち頰ほおが熱く火ほ照てってきた。誰だれかに見られたらと思うとひどく恥ずかしかった。

「と、とにかく下ろして」

　消え入りそうな声で言うと、ラシードはあっさりアネモネを水路の底に下ろした。再び猫たちが足あし下もとに集まってくる。彼女の心臓はまだどきどきしていたが、ラシードはいつもどおりの様子だった。今のはなんだったのかしら、と思っていると、

「…………ん」

　ラシードは黒い金属で作られた、底の丸い鍋なべのようなものを差し出してくる。あちこち凹へこんでいるせいか、元はなんだったのかよく分からない。ひょっとすると容いれ物ではなく頭にかぶる防具かもしれない。

　一いつ瞬しゆん、首をかしげたアネモネだったが、すぐに彼の言いたいことを察した。これを器うつわ代わりにして牛乳を入れようと言いたいらしい。

「あ、うん……そうだね。これなら大だい丈じよう夫ぶかも」

　安あん堵どしたような拍子抜けしたような、もやもやと複雑な気持ちだった。抱だき上げたのはただ彼女を止めたかっただけらしい。それ以外の意味なんてあるはずがないし、あってはならないことだ。竜りゆうと人は「異性」としての接触を固く禁じられている。

　ラシードは牛乳の缶を開けて中身を黒い半球に注ぎこむ。遠巻きにその様子を眺ながめていた猫たちは、ラシードが離れたとたんに一いつ斉せいに群がってきた。輪になって首を突っこんでいる様を、二人は並んで見守った。

　腕組みをするラシードの右手の甲と、アネモネの左の手のひらには銀色の同じ模様が浮かんでいる。それは「印ムドラ」と呼ばれ、二人が契約を交わした証あかしだった。今のラシードは竜であるアネモネに備わっている特別な力──竜ル気ンの一部を使うことができる。

　初めてラシードと会ったあの日、アネモネが密ひそかに望んだことは、驚おどろくほどあっさりと現実になった。二人はすぐに打ち解けて、いつも一緒に行動するようになった。一ヶ月ほど迷った末に、契約を結びたいと人づてにおそるおそる申し入れた時も、当たり前のように承しよう諾だくの返事がかえってきた。

　アネモネは大喜びしたが、周囲の者たちはどうしてもっと早く契約しなかったのか不思議がっていたらしい。普段から仲のいいカジカ・サカイには「俺おれらの組で二番目になにやってんだか分かんねーコンビ」だと笑われた。

　アネモネが迷っていたのは、契約というものが人と竜りゆうを強く縛しばるものだからだ。自分だけならともかく、パートナーとなる人間の運命をも大きく変えてしまう。竜は本能的に信頼する人間に契約を望むものだ。逆に言えばそれほど大事な相手だからこそためらわずにはいられなかった。

　むしろそういうことをまったく考えずにパートナーを選ぶ竜がいるとしたら、その方がよほど得え体たいが知れない──。

　ふと、誰だれかの視線を背中に感じた。

　振り返ったアネモネは息を吞のむ。水路にかかった橋の上に、騎士学院グランデコルの制服を着た女子生徒が立っていた。どこか彫像めいた顔立ちの美しい少女で、頭に載せた帽子の下から長い金髪が華きや奢しやな体にかかっている。表情に乏しいはしばみ色の瞳ひとみが、アネモネたちをじっと見下ろしていた。

　慌あわてて目を伏せてお辞じ儀ぎをする。緊張で鼓こ動どうが速くなっていた。彼女も一年の「黒組」に在ざい籍せきしているが、アネモネにはひどく遠い存在だった。

　彼女はただの竜ではなかった。

　竜帝アレクシスの第三皇女・ティアナレルド。幼い頃ころから騎士学院グランデコルで英才教育を受けてきた最速の騎き竜りゆう。

「お、おはようございます……」

　口ごもりながらアネモネは挨あい拶さつする。アネモネたち竜にとって、皇族の権けん威いは絶対的だった。彼らへの畏い怖ふは本能に近いものだった。しかし、挨拶を終えてもティアナの足は動かない。おそるおそる様子を窺うかがうと、彼女の視線の先にあるのはアネモネたちではなかった。一心不乱に牛乳を舐なめている野の良ら猫の群れだった。

「あの……猫、お好きなんですか……？」

「いいえ、全然」

　彼女はきっぱりと否定したが、立ち去ろうとはしなかった。もふもふと重なり合う猫たちをじっと見つめている。

「近くでごらんになりますか……？」

　アネモネは勇気を振り絞って尋たずねる。一いつ瞬しゆん、彼女の目がぱっと輝いた気がした──が、すぐに視線を逸そらして首を横に振った。

「……猫は、近づくと逃げますから」

　少しため息まじりの声だった。ティアナはそそくさと橋を渡っていき、アネモネたちはその背中を見送った。

「……なんだったのかな」

　と、アネモネは言った。

「…………さあ」

　ラシードも首をかしげていた。

　普段、ティアナはほとんど誰だれとも口を利きこうとしない。竜りゆうの少女たちもはっきりと彼女を避けている。原因は皇女という地位だけではなかった。

　彼女は三年前のアバディーン戦せん役えきに騎き竜りゆうとして参戦していた。劣勢の海ユ洋ニ連オ合ン軍にあって、レガリオン軍の飛行兵器・機甲竜ヒユドラを何機も撃げき墜ついし、華はな々ばなしい戦果を挙げたと聞いている。

　しかし終戦以来、彼女には不気味な噂うわさがつきまとっている。

　ともに戦地へ赴おもむいたパートナーを殺したのではないか、と疑われているのだ。ティアナ自身の耳にも入っているらしいが、噂を否定したことは一度もないという。

　アネモネはそのような噂話を鵜う吞のみにする気になれなかった。どんな状況であれ、契約を結んだ相手を殺すなどありえないと思う。

　ただ、ティアナが普通の竜とどこか違うのも確かだ。

　単に気むずかしいというだけではない。パートナーを殺しはしなくとも、普通の竜なら決してしないことを平然としてしまいそうな、どこか得え体たいの知れない雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。




　　　　２




　同じ頃ころ──。

　クリス・キッドマンは騎士学院グランデコルへ続く細い坂道を上っていた。周囲には同じ制服を着た生徒たちが大勢いる。肌はだや髪や目の色は一人一人違っていて、文字通り世界中からこの島へ集まっていることを示している。

　しかし、その中でもクリスのつややかな黒髪と黒い瞳ひとみはよく目立つ。この島でただ一人のレガリオン帝国からの亡命者だった。

「チッ」

　不意にクリスは誰かの舌打ちを聞いた。前を歩いていた大柄な騎士候補が、振り返ってクリスを睨にらみつけている。坊ぼう主ず頭に近いほど緑色の髪を刈かりこんでいる。髪の色や体つきからいって、バルバートル人に違いない。

　うつむいて視線を逸そらしたクリスの耳に、押し殺した低い声がはっきりと聞こえた。

「……レガリオンの石炭野郎」

　レガリオン人の髪と瞳の色を罵ば倒とうする時の決まり文句だ。クリスは表情を変えないように努力した。アバディーン戦せん役えきでバルバートル王国軍は多くの戦死者を出している。きっとこの少年にも帰ってこなかった親しん戚せきや知人がいるのだろう。

　戦争が終わったのはちょうど三年前の今いま頃ごろだ。海ユ洋ニ連オ合ン各地では毎年その日に合わせて追つい悼とうの式典が行われる。レガリオン人への憎にくしみが増す時期だった。

　嫌いやがらせには取り合わないことに決めている。入学以来、この程度の目にはしょっちゅう遭あってきた。どうすればいいか分かっているつもりだった。

「無視すんじゃねえよ、お前」

　相手は立ち止まって行く手を阻はばんだ。どうやらしつこい性格らしい。ケースに入った武器をさりげなく背負い直し、クリスは軽く周囲を見回した。通り過ぎる生徒たちは揉もめ事に気づいていても亡命者を助けようとはしてくれない。クリスの方もそれは期待していなかった。逃げ道を探しているだけだ。

「人の目も見ねえつもりか？」

　クリスの落ち着いた態度にかえって苛いら立だったらしい。彼の襟えり元もとをつかんで引き寄せようとする。

（……しまった）

　突然すぎて避よけられなかった。振りほどこうと相手の手をつかみかけた時、

「クリスになんか用か？」

　背後から鋭い声が飛んでくる。振り返ると寝ぐせのはねた赤毛の少年が早足で近づいてくるところだった。クリスと同じように背はさほど高くない。腰には銃と剣が一体化した竜騎士ドラグーン専用の武器・砲剣を提さげている。他ほかの騎き士し候補たちが持っているものに比べて、はるかに銃の部分の口径が大きかった。

「俺おれが相手になってやろうか？」

　自信ありげな言葉とともに、彼はその砲剣に手をかける。とたんにバルバートル人の顔に怯おびえの色が浮かんだ。突き飛ばすようにクリスから手を離すと、くるりと背を向けて坂を駆け上がっていく。クリスはほっと息をついた。

「……大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　赤毛の少年──ヴィクトル・アバディーンは言った。学生寮りようの同じ部屋に住んでいる、一学年下の後輩。三年前に滅ぼされたアバディーン王国のたった一人の王子だ。今はクリスと同じく竜騎士ドラグーンを目指す身だった。

　普段は一緒に寮を出て学院に行っている。今け朝さは忘れ物をしたヴィクトルが部屋に一いつ旦たん戻ったせいで、クリスは一人で坂を上っていたのだった。

「ぼくは大丈夫だけど……」

「そっか。よかった」

　彼は屈くつ託たくなく笑った。クリスもつられそうになって、慌あわてて口元を引き締めた。一緒に暮らしているせいか、彼にはつい甘い顔をしてしまう。

「『ペイルライダー』を安易に抜かない方がいいよ。こんな町中で使える武器じゃない」

　ヴィクトルの腰に収まっている砲剣・「ペイルライダー」は、純度の高い竜りゆう鱗りんのみで作られた竜騎士ドラグーン最強の武器だ。もし発砲すれば人間など髪の毛一本残さずに消すことができるはずだ。人間の体内を走る竜脈ナーデイから莫ばく大だいな力を一度に流しこまなければ作動せず、扱える者は今までいなかった。

　それをヴィクトルは不完全ながら撃つことができる。通常、竜脈ナーデイは人体の利きき手側を中心に広がっているが、彼の竜脈ナーデイは左右両側に分布している。常人の二倍の竜ル気ンを体内に蓄ちく積せきできるようだった。この島で──いや、世界中探しても他ほかにいないかもしれない体質だった。

「それぐらい分かってるよ。別に撃とうとしてたわけじゃねえって」

　不満げな顔つきで彼は言った。

「でも、あんな風にケンカを売るような言い方は……」

「あんたにつかみかかりそうだったからさ」

　不意にヴィクトルが顔を寄せてきた。頰ほおのあたりに息づかいを感じて、クリスははっと息を吞のんだ。

「正体がバレたらまずいと思ったんだよ」

　小声でそう囁ささやいてから、彼は歩き出した。クリスは一いつ瞬しゆん棒立ちになった。耳のあたりがかっと熱くなる。慌あわてて後を追いながら、クリスは動どう悸きを抑えるように胸に手を当てた。制服の下には固く巻きつけた包帯がある。胸のふくらみを押さえつけるためのものだった。

　クリスは女だった。

　レガリオン政府に処刑された両親の仇かたきを取るために、クリスは性別を偽いつわって騎士学院グランデコルに入学した。彼女の正体を知っている者は、ヴィクトルや騎き竜りゆうのフリデリカのような、ごく親しい者だけに限られている。

　最初はヴィクトルにも隠すつもりだった。きちんとした方法で入学した者が、不正行為を見逃してくれるとは思えなかったからだ。しかし、ヴィクトルは本当の性別を知った後も、咎とがめようとはしなかった。むしろ、正体が知られないようにあれこれ協力してくれる。こういう揉もめ事があると庇かばってくれるのは彼だけだった。

（少し、変わったな）

　ヴィクトルの横に並んだクリスは、ちらちらと彼の顔を窺うかがう。以前だったら「自分が相手になってもいい」などと口にしなかったはずだ。一度は成績不良で退学寸前に追いこまれた騎士候補とは思えない。頼もしいと言えば頼もしいが、見ていて少し危なっかしい──というか、妙なところが子供っぽくて目が離せない。

「……どうかしたのか？」

　と、ヴィクトルが言った。

「い、いや。別に」

　慌あわててクリスは前を向いた。最近、彼について考えることが多くなっている。そうしていると妙に胸がざわざわする。どうしてなのか自分でもよく分からなかった。

　死んだと思われていたヴィクトル・アバディーンが突然現れたのは二ヶ月前だった。潜伏していた辺境のフリデク島に、皇女ティアナレルドが偶然立ち寄ったことがきっかけだったという。ヴィクトルは彼女に正体を打ち明け、騎士学院グランデコルへ連れていって欲しいと頼んだのだそうだ。

　しかし、かつて「神童」と呼ばれたはずの彼の成績は惨さん憺たんたるものだった。生徒会長のアダマス・バルバートルとのいさかいをきっかけに退学処分が下されそうになり、それを回避するために「模も擬ぎ戦せん」の形を借りたアダマスとの勝負を余よ儀ぎなくされてしまった。

　圧倒的に不利な勝負だったが、「ペイルライダー」の力で辛からくも勝利を収め、どうにか退学を回避することができた。

　以来、彼に対する周囲の見方は大きく変わった。

　相変わらず学科の成績は振るわないが、両腕の竜脈ナーデイを制御するコツを憶おぼえたせいで実技ではそこそこの評価を得るようになった。「ペイルライダー」の唯一の使い手であることは誰だれもが知るところだ。エリート中のエリートであるアダマスに勝ったことも手伝って、所属する一年の「黒組」──いや、学院全体から一目置かれる存在になっていた。

　おおむねうまくいっていると言っていいはずだが、クリスにはどうしても一つだけ気掛かりなことがあった。
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「……君とティアナ様はどうなってるんだ？」

　ヴィクトルの表情があからさまに不機嫌になった。

「知らねえよ、あんな奴やつ」

　返事はいつもこの調子だった。あまり触れて欲しくないらしい。

　先月のアダマスとのいさかいの時、ヴィクトルは学院長によって一度は退学を命じられている。その決定が覆くつがえされ、「模も擬ぎ戦せん」という形で実力をはかることになったのは、竜りゆうの皇女であるティアナのおかげだった。ヴィクトルには秘められた才能があると主張し、さらには自分の騎き士しに選ぶとまで宣言した彼女の意向を学院側も無視できなかったのだ。

　アダマスとの勝負に勝った後、学院長は「暫ざん定てい」という形で二人に契約を認めた。ヴィクトルの成績が最下位を脱出すれば、今度こそ正式に許可を出すという話だった。

　当然、二人がすぐ契約を結ぶとクリスは思っていた。そのために彼は試練を乗り越えたのだ。しかし、いつまで経たってもその様子がない。模擬戦までは二人が一緒にいる姿をよく見かけたのに、最近は逆に互いを避けているようだった。

　模擬戦で負傷したヴィクトルの入院中になにかがあったらしい、とクリスは考えていた。同居人として気にはなっているが、当人が詳しく話そうとしない以上はどうしようもない。

「あ……」

　不意にヴィクトルが立ち止まった。坂を上りきった二人はアーチ形の門の見える位置まで来ていた。門柱の手前に帽子をかぶった金髪の女子生徒がうつむき加減に立っている。

　ティアナだった。




　一ヶ月前まで、ジャン・アバディーンはティアナに感謝していた。

　騎士学院グランデコルへ潜もぐりこむことができたのは彼女のおかげだ。入学資格を持っていたのはジャンではなく、三年前に死んだ双子の兄・ヴィクトルだった。彼女が兄の代わりに入学するよう勧すすめてくれなければ、ジャンはまだフリデク島の孤児院にいたかもしれない。

　なぜティアナがジャンを迎えに来たのかはっきり分からなかったが、彼と契約を結ぶと宣言したことでなんとなく納なつ得とくしていた──きっと最初から自分をパートナーにするつもりだったのだろう、と。アダマスとの「模擬戦」の時も、彼女の言葉が少なからず力になっていた。

　負傷しながらもアダマスに勝利し、「ペイルライダー」という専用の砲剣も得て、次は彼女との契約だと信じていた。

　いつか正式な竜騎士ドラグーンとなり、アバディーン王国を滅ぼした「黒の鉄姫」──レガリオン帝国の皇女グロリア・レガリオンを倒す。それがジャンのなすべきことだった。

　しかし模擬戦の後、病院でティアナから聞かされた告白は、まったく予想外の内容だった。

「わたしは、戦争には行きたくない」

　もう誰だれも殺したくない、それが彼女の本心だった。アバディーン戦せん役えきの後、ずっとパートナー選びを拒否し続けてきたのもそのためだったという。しかし、竜りゆうの皇女がいつまでも騎き士しを持たずにいるわけにはいかない。

　そこで彼女は一計を案じた。

　最低限の実力がなければ、竜騎士ドラグーンは参戦が許されない。つまりこの上なく無能な人間をパートナーにしてしまえば、騎竜ともども戦いの場へ行くことはなくなる。そのために必要なのは凡人──まさにジャンのような人間だった。「神童」と呼ばれた兄と違い、才能などありそうもない双子の弟。ジャンには才能があると言ったのも、彼を退学させまいとする噓うそだった。自分を戦争から遠ざけるための「道具」が必要だったのだ。

（馬ば鹿かにしやがって）

　裏切られたという思いを抑えきれなかった。彼女の言葉を真に受けて、喜んでいた自分が腹立たしかった。

「お前とは契約を結ばない」

　話を聞き終えたジャンは震ふるえる声で言った。戦意がない者と組んだところで「黒の鉄姫」を倒すことはできない。パートナーには他ほかの竜を探すつもりだった。

　しかし、ティアナは静かに首を横に振った。

「それはできません……この学院に在ざい籍せきしている間は、わたしのパートナーになってもらいます」

　ジャンは心底呆あきれた。こんな話を聞かされて、契約を結ぶ人間などいるはずがない。

「はあ？　なんだそれ。パートナーになんかならねえって言ってんだろ」

「それではわたしが困るのです」

　彼女は平然と言い放つ。最初は少し涙ぐんでいたようにも見えたが、話をするうちに噓のように落ち着いてきていた。ジャンの胸の内に嫌いやな予感が頭をもたげてくる。

　一体、なにを考えているのだろう。

「知るかそんなの。困ってるのは俺おれだ」

「……わたしの申し出を断ると、あなたはもっと困ることになりますよ」

「なんの話だよ」

「わたしの協力もなく、あなたがここにいられると思いますか」

「え……」

　ジャンは絶句した。ティアナの言おうとしていることを悟ったからだ。彼女はジャンの正体が知られないよう、様々な形で協力してきた。しかし、パートナーになろうとしないジャンは、彼女にはなんの利用価値もない。ジャンの正体を皆に告げて、ここから叩たたき出したところでなんの痛みも感じないのだ。

「お前……俺を脅おどしてんのか？」

　彼女は黙って横を向いてしまう。なんて奴やつだ、とジャンは心の中でつぶやいた。強引な性格の持ち主だとは知っていたが、ここまでするとは思っていなかった。ヴィクトルになりすましている限り、ティアナの命令には逆らえない──。

「ちょ、ちょっと待てよ」

　と、ジャンは言った。

「でも、お前はもう俺おれと契約する意味ねえんじゃねえのか？」

「どういうことですか？」

「お前が必要なのは無能な奴なんだろ？　でも、俺はバルバートルにも勝ったし、竜脈ナーデイだってそこそこ制御できる。どう考えても無能ってわけじゃ……な、なんだよ」

　いつのまにかティアナの表情が変わっていた。生徒の間違った発音に気づいた語学教師のように、苦々しげに眉まゆをひそめている。

「以前よりも自分が強くなったと本気で信じているのですか？」

　彼女はため息まじりに言った。

「あなたは、本当の戦いに加わらない方がいいでしょう。いくら強い砲剣でも、それを扱えるだけでは話になりませんよ」

「……なに言ってるんだ？」

　ジャンの問いかけを無視して、彼女は病室の椅い子すから立ち上がった。

「頭を冷やして考えることですね……それと」

　ベッドの上にいるジャンに、のしかかるようにティアナが顔を寄せてくる。他ほかになにも見えなくなるほどの至近距離だった。はっきり聞こえる息づかいに、ジャンの全身が固まった。

「今、わたしたちが話した内容を、他言しない方がいいですよ」

　啞あ然ぜんとするジャンを残して、ティアナは病室から走り去っていった。




　それっきりティアナとは顔を合わせていない。退院して学院に通い始めてからも、彼女を教室で見かけることはなかった。ジャンは島内の心当たりのある場所を捜し回った。この前の話の続きをしたかったからだ。戦いに加わるなとはどういう意味なのか、どうしてまだ自分との契約を望んでいるのか。

　しかし、彼女の姿はどこにもなかった。

　ティアナとの契約のことは誰だれにも話さなかった。他言しない方がいい、という彼女の言葉が頭に引っかかっていたからだ。ひょっとするとこれも脅おどしの一部かもしれない。直接会って確かめるつもりだった。

　そのティアナが学院の門の前に立っている。いつものように人目を引く容姿だった。同族の竜りゆうたちは彼女と目を合わせないように通り過ぎていく。

「君を待ってたんじゃないのか？」

　クリスが小声で言う。

「まさか」

　と、ジャンは否定する。こっちが捜している時はまったく姿を見せなかった。むしろ自分を避けているのだろうと思っていた。

　ふと、彼女は顔を上げた。ジャンの存在に気づくと、早足でまっすぐ近づいてくる。クリスの言ったとおり、ジャンを待っていたのかもしれなかった。

「見て欲しいものがあります。ついてきなさい」

　挨あい拶さつもなにもなしに彼女は言った。

「……は？」

　返事も待たずにすたすた歩き出す。拍子抜けするほどいつもの彼女だった。こいつはいつもこうだ、とジャンは思った。背中を眺ながめているうちにむかむか腹が立ってきた。

「ちょっと待て！」

　鋭い声で呼び止める。ティアナは不審そうに振り返った。

「どこへ行くんだよ」

「ついてくれば分かります」

「俺おれ、これから授業だぞ」

「遅刻すればよいことです」

　彼女は涼しい顔で言い放つ。こちらの都合などまったく聞く気はないようだった。

「用事があるならここで話せよ」

　ジャンの方も彼女に話したいことはあったが、一方的に振り回されるのは不愉快だった。

「ついてくれば分かると言ったはずです」

　呆あきれかえったような物言いに、かっと頭に血の気が上った。もう我慢の限界だった。

「いい加減にしろ！　なんでいちいちお前に従わなきゃいけねえんだよ！」

「アバディーン、声が大きい」

　クリスが制止しようとする。門をくぐろうとする生徒たちが、立ち止まってこの騒ぎを見つめている。

「授業のことでしたら、わたしと一緒にいたと言えばいいのです。大目に見てくれるはずです……わたしたちはパートナーですから」

「都合のいい時だけ相棒面づらすんな！」

　と、ジャンは大声で叫んだ。

「誰だれがパートナーだ！　お前なんかと契約結ぶ気はねえって言っただろ！」

　しまった、と思った時にはもう遅かった。他言しない方がいいと言われたことをすっかり忘れていた。クリスも他ほかの生徒たちも、一様に目を丸くしてジャンとティアナを見つめていた。
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「そりゃーお前、契約結ぶ気はねえなんつったらまずいって」

　カジカ・サカイは呆あきれ顔で言った。借り物のノートから古典語の例文を書き写していたジャンは、その言葉にちらりと顔を上げた。ペンの方は忙しく動いている。ノートはさっき同級生から借りたもので、休み時間が終わるまでに急いで返さなければならなかった。

　今は授業の合間で、「黒組」の教室には緩ゆるんだ雰ふん囲い気きが漂ただよっている。予習復習をしている生徒もいれば、雑談に興じている生徒もいた。カジカは雑談組の方で、一つ前の机に腰かけてジャンにあれこれ話しかけていた。

　カジカは騎士学院グランデコルの生徒でありながら、竜騎士ドラグーンではなく砲剣鍛か冶じを目指す変わり種だ。お節介で口数は多いが、「黒組」のムードメーカーのような役割だった。ジャンとは入学した日から仲がいい。

　話題はジャンとティアナの校門前での言い合いだった。

「なにがまずいんだよ」

　ジャンはいくらかむっとしながら尋たずねた。

「そんなことも知らねーのか？　つーか今まで気がつかなかったのかよ。竜りゆうからの正式な契約の申し出っつーのは普通断んねーもんだろが」

「え……」

　書き写しを終えかけていたジャンの手が止まった。

「規約に書いてあったか？　そんなこと」

　規約とは入学した生徒に配られる『騎き士し心得』の通称だ。竜騎士ドラグーンを目指す者が知っておかなければならないことが、頭の痛くなるような古めかしい文章で書かれている。ジャンも目を通したものの、理解できている自信はなかった。

「あー、規約とかじゃなくてよ、マナー？　みてーなもんよ。一応竜っつーのは人間にとっちゃ大事な生きモンだし、契約っつーのは竜にとっちゃ大事なモンだろ。だから気ィ遣つかえってことじゃねーの？」

「でも、それじゃ契約したくない奴やつに申しこまれたらどうするんだよ」

　契約を申しこむのは竜の方からだという決まりになっている。人間の方にはまったく拒否権がないことになってしまう。

「や、だからよ、そうなんねーために普通は竜の方が契約申しこむ前に、友達とかに頼んで騎士候補の気持ちを確かめてもらうんだよ。アネモネの時は俺おれがラシードに訊きいたんだぜ」

　カジカは廊下側の席に並んで座っている、身長差のある二人の生徒を指さした。名前が耳に入ったのか、ラシードとアネモネが同時に振り返る。

「わりー！　なんでもねー！」

　カジカは二人に向かって怒鳴ると、ジャンの方に向き直った。

「とにかく、姫さんがお前とは契約しませんって言い出さねー限りどうにもなんねーぞ。今け朝さみたいなやり方だとお前が不作法って文句言われるだけだろーな」

　ジャンは頭を抱かかえたくなった。つまり、一いつ旦たん竜りゆうが契約すると言い出すと、竜自身が撤てつ回かいしない限り、人間は解放されないことになる。理り不ふ尽じんな話だった。

「ま、あんまり揉もめてると教官が間に入ってくれるって話だけどな」

　最悪だ、と思った。揉めている理由を話せないジャンにとっては、それが一番まずい事態だった。ふと「他言しないように」というティアナの言葉を思い出す。このことを言おうとしていたのかもしれない。下へ手たに騒ぐと学院の介入を招く、と。

「しっかし、お前らってうちの組で一番なにやってんだか分かんねーコンビだな。またなんで契約結ばねーなんて話になったんだ？」

「それは……」

　ジャンは口ごもった。本当のことを話すわけにはいかない。

「……考え方が違うって分かったんだよ」

「そーか？　お前ら、なんか相性よさげだけどな。あの姫さんとまともに話せる奴やつって、学院中捜してもお前ぐらいだろ」

「俺おれはもう話したくねえよ」

　周囲に噓うそをついて、人間を利用するような相手とは。ジャンは最後まで写し終えたノートをぱたんと閉じた。早くティアナと決別して、本当のパートナーを探したかった。

「アバディーンくん、ノートどうかな？　まだ終わんない？」

　頭上から声が降ってくる。髪の短い女子生徒が、机の脇わきの通路でにこにこと白い歯を見せている。背の高い彼女の後ろにはよく似た顔立ちの少女が二人立っていて、両側から左右対称に顔を覗のぞかせている。どうやら双子らしい。

「今、終わった。ありがとな」

　ジャンはそう言って髪の短い彼女にノートを返した。最近なにかとジャンに話しかけてくる。

「他ほかになんか写しそこなったノートとかあったらいつでも言ってよ。あたしたち三人が力になるから」

　後ろの双子も無言でうなずく。この三人は仲がいいらしく、いつも一緒に過ごしている。彼女たちの名は────実のところよく知らない。気がつくと世間話をするようになっていて、名前を確認するタイミングを逃してしまっていた。借してくれたノートも三人のうち誰だれのものなのか分からない。

「古典語のノートだけで大だい丈じよう夫ぶ。助かったぜホントに」

　ジャンは写し終えたばかりの自分のノートをもう一度ざっと確認する。今、考査テストがあったとしても相変わらず最下位だろうが、以前より少し分からない箇か所しよが減った気がする。寮りようではクリスに教えてもらっているし、「黒組」の生徒たちも色々な形で協力してくれるようになった。

　アダマスとの「模も擬ぎ戦せん」をした頃ころから、色々なことが変わり始めた。最初はカジカたち以外、誰だれからも相手にされなかったのに。

「あのさー、アバディーンくん。ちょっと訊ききたいんだけど」

　髪の短い彼女が話しかけてくる。三人ともまだジャンのそばに立っていた。

「ティアナ様のパートナーにならないって本当なの？」

「え？」

　なんで知ってるんだ、と訊くまでもなかった。あんな目立つ場所で「契約を結ばない」と叫べば当たり前だ。きっと学院中の噂うわさになっているのだろう。

「うん……ならない、と思うけど」

　ティアナが契約を諦あきらめて、ジャンの秘密について口をつぐんでくれればの話だが。

「それがどうかしたのか？」

「あー、うん。実はあたし、パートナーが決まってないんだ。もしティアナ様が契約をおやめになるんだったら……その、なんていうかさ……」

　彼女は照れ笑いを浮かべている。ジャンは相手の言葉の続きを待つ。すると、彼女の後ろから双子も身を乗り出してきた。

「わたしもパートナーいないよ！」

「わたしもわたしも！」

　髪の短い少女は二人を遮さえぎるように腕を広げると、ぐっと背筋を伸ばして押し戻した。

「ま、まあ、とにかくそういうことだから。じゃ、またね！」

　慌あわてたように双子を引きずって、ジャンから離れた席に戻っていった。なにがそういうことなのか、まるで意味が分からない。

「……なんだ、あいつら」

「はあ？　マジで分かんねーの？」

　机の上に座ったカジカがじれったそうに言った。

「あいつら、お前のパートナーになりたいって言ってんだよ」

「えっ！」

　ジャンは絶句した。ティアナと契約を結ばなければ、当然他ほかの相手を探すことになる。それは分かっているつもりだったが、今の自分と契約を結びたがる竜りゆうがいるとは想像していなかった。

「俺おれと契約したがる竜って、他にもいたりするのか？」

「そりゃ、結構いるんじゃねーの？　この前の『模擬戦』の時、みんなでどっちが勝つか賭かけやってたろ。お前に賭けてる女子って結構いたぞ。人気あんだよ、お前」

（……そうか）

　自分は「ペイルライダー」の使い手で、アダマスとの「模も擬ぎ戦せん」にも勝っている。注目されてもおかしくない。今まではティアナと契約すると思われていたせいで、誰だれも近づいてこなかっただけなのだ。自然と頰ほおがゆるむのを感じながら、ジャンは教室の中をぐるりと見回した。

「気持ち悪いわね。にやにやしちゃって」

　とげとげしい声が聞こえてきた。ジャンと同じ長机の端で、オレンジ色の髪の少女が頰ほお杖づえを突いていた。切れ長の気の強そうな目がジャンを見すえている。

「あれ、フリデリカ姐ねえさんだ。いつ戻ってきたんだ？」

　と、カジカが言った。そういえば前の授業が終わってすぐ、教室を出て行くフリデリカを見た気がする。

「今よ今。クリスのところに行ってたんだけど……」

　彼女の目つきがますます険しくなった。

「クリスがあんたのこと気にしてたわよ。クリスに心配かけさせるようなことしないで。っていうかなるべく近寄らないで」

「んー、それムリじゃね？　寮りようの同じ部屋に住んでんだし……」

　カジカが口を挟はさむと、

「寮から出て行けばいいじゃない、アバディーンが」

　平然と勝手なことを言い出す。ジャンはむっとしてそっぽを向いた。入学以来、フリデリカはジャンを目の敵かたきにしてきた。クリスの正体に気づきそうな同居人を警戒していた──というだけではないらしい。ジャンがそのことを知ってからも、まったく態度が変わらなかった。

　要は自分以外の誰かがクリスの近くにいることが気にくわないらしい。ただ独占欲が強いだけのようだった。

「ところでアバディーン、あんたに訊ききたいことがあるんだけど」

「なんだよ」

　ジャンの口調もついとげとげしくなる。

「最近、クリスとバルバートルってなにかあった？」

　ぎょっとしてフリデリカの方に向き直った。

「またあいつがなにかしやがったのか？」

　名前を聞いただけで嫌いやな記憶が蘇よみがえる。生徒会長のアダマス・バルバートルは、ヴィクトル・アバディーンに異様なほどの憎ぞう悪おを──いや、殺意を抱いだいていた。生前のヴィクトルと面識があり、その時になにかトラブルがあったらしい。

　先月、生徒会とジャンとの間で起こったいさかいも、アダマスがジャンを挑発したことが原因だった。機甲竜ヒユドラがこの島の近くを飛んでいたという噂うわさにかこつけて、ジャンがスパイだと騒ぎ立てたのだ。

「最後まで聞きなさいよ、そういうことじゃないの」

　フリデリカが顔をしかめて言った。

「あたしとクリスが廊下で話してたら、ちょうどバルバートルが通りかかってね、あいつがなれなれしく挨あい拶さつしてきたの。そうしたらクリスもにこにこ返事して、ちょっと立ち話なんかしてて……どう思う？」

「んー……普通に仲いいだけじゃね？」

　カジカの言葉に、フリデリカは激しく首を横に振った。

「それが普通じゃないのよ！　あのバルバートルって奴やつはクリスに嫌いや味みな態度ばっかり取ってたんだから。クリスだってあいつにはなるべく近寄らないようにしてたの。あんたなら変だって分かるわよね、アバディーン」

「うん……変だな、確かに」

　ジャンはうなずいた。アダマスといさかいを起こした時、一緒にいたクリスも巻きこまれている。アダマスは彼女に対しても蔑さげすむような態度を取っていた。アダマスの故郷のバルバートル王国は、海ユ洋ニ連オ合ンの中でも特にレガリオン帝国への反感が強い土地だ。アダマスはその王族だった。

「そのこと、クリスはなんか言ってたのか？」

「なんであんな奴と挨拶するのって訊きいたら、『彼もそんなに悪い人じゃないよ』って諭さとされちゃった。あの人、本当にお人好よしだから心配なのよね……まあ、そこがいいとこでもあるんだけど……ねえ、なにがあったんだと思う？」

　そういえば、最近クリスがアダマスについて話すのを聞いた記憶がない。ジャンの方からは何度か話題にしているが、控えめに耳を傾けているだけだった気がする。

　親しくなっただけならともかく、なぜそれをジャンやフリデリカに話さなかったのか、どうも気になる。

「よく分からないけど……あいつは油断できないと思う」

「そうよね！　あんたもそう思うわよね？　クリスを騙だまそうとしてるんじゃないかしら」

　珍しくフリデリカと意見が一致した。入学以来、初めてのことかもしれない。

「んー……悪わりィんだけどよ」

　カジカが二人の会話に割って入ってきた。

「そんなにあの生徒会長ってヤな奴か？　お前らが言うほどおかしくねーと思うんだけど」

「それは……」

　フリデリカがいきり立って言い返そうとするのを、

「まー、まー、待てって」

　カジカは両手を立てて彼女を押しとどめる。

「俺おれも前はあんまりいい奴だと思ってなかったんだわ。いかにもエリートっつー感じで偉そうだったし……でもこないだの勝負の後、この教室にも来てよ、アバディーンのことかなり誉ほめてたぞ」

「あたしそんなの知らないわよ」

　と、フリデリカは言った。

「姐ねえさん、教室にいなかったからな。アバディーンは『ペイルライダー』を使えるすげー奴やつだから、自分が負けたのもしょーがねーって。成績が悪いせいで退学になんねーように『黒組』のみんなで協力してやってくれってよ」

「そんなこと言ってたのか……？」

　それは初耳だった。皆が急に親切になったのはそういう事情もあったのだ。

「自分が間違ってるのを思い知ったから、今まで付き合わなかったような奴ともできるだけ付き合いたいって言ってた。病院にも謝りに行ったんだろ？」

　ジャンはうなずいた。ただ、病室にいたのはせいぜい五分ぐらいだったと思う。「ヴィクトル・アバディーン」への対抗意識から過か剰じような敵意を燃やしていたこと、そのせいでスパイの嫌疑をかけてしまったこと、模も擬ぎ戦せんでも理性を失って騎き士しにあるまじき戦いをしたことなどを歯切れよく語った。一通り謝罪の言葉を並べてさっと引き揚あげていった。結局、ジャンはほとんど一言も喋しやべらなかった気がする。

「ま、警戒すんのも分かんだけどよ、あんまり疑いすぎんのもよくねーんじゃねーの？」

「そうなのかな……でも……」

　フリデリカは納なつ得とくがいっていない様子だった。

　ジャンは「模擬戦」のことを思い出していた。誰だれにも話していないが、あの時確かにアダマスはジャンを殺そうとしていた。病室での謝罪は行き届いたものだったが、理性的すぎてかえって気味が悪かった。

　二人が黙っているのを見て、カジカは軽く肩をすくめた。

「とにかく、前とは全然違うみてーだぞ」

　確かにアダマスは以前と変わった──ジャンはむしろそのことが気になっていた。以前の態度とあまりにも違いすぎる。アダマスは間違いなくヴィクトルを憎にくんでいた。そういう感情をそう簡単に捨てられるのだろうか。

（俺おれだったらできない）

　ジャンはヴィクトルたちを殺した「黒の鉄姫」への憎しみを抱いだき続けている。一度戦って勝てなかった程度で、忘れられるのだろうか。

　忘れられると言う者の方が、むしろ信用ならない気がする。




　　　　４




　アダマス・バルバートルは目を閉じて、静かに記憶を反はん芻すうしていた。




「……機甲竜ヒユドラを見た、という匿とく名めいの手紙を出したのはぼくなんだ」

　一ヶ月前、クリス・キッドマンはそう言った。学院島の病院のそばでのことだ。

　ヴィクトル・アバディーンへの見舞いを終えた後、アダマスは偶然クリスと会った──それまでの「非礼」を詫わびて立ち去ろうとした時、急に相手の方から話があると言ってきたのだ。

「本当に機甲竜ヒユドラだったのか、確信は持てなかった。でも、万が一のことを考えると放っておくわけにはいかないと思ったんだ」

　アダマスは嘲ちよう笑しようをこらえつつ、神妙な顔つきで聞いていた。

（炭かぶりのレガリオン人め）

　彼は心の中でつぶやく。しかし、口から出てきたのはまったく違う言葉だった。

「君は正しいよ。騎き士しとして敵への備えは当然のことだ」

　ヴィクトルとの勝負に負けて以来、アダマスは表向き謙けん虚きよと誠実を装よそおい続けている。生徒会長としての名声を維持し、自分に煮にえ湯を飲ませたアバディーンとその仲間たちを油断させるためだった。

　さっそくクリスが罠わなにかかった。

「匿名で手紙を出したのは、スパイとして疑われるかもしれなかったからか？」

　クリスはうなずいた。この騎士候補は「亡命者」として、この学院で最も不安定な立場にいる。そういう人間ほど好意を示されることに弱い。こうして反省の態度を見せただけで、もうアダマスを信用し始めていた。

（……さて）

　アダマスは思考をめぐらせる。この情報をどんな風に利用するべきだろう。このお人好よしを窮きゆう地ちに陥おとしいれるだけなら簡単だ。以前、ヴィクトルにやったようにスパイの容疑をかければいい。怪しげな亡命者への反感はますます強まるはずだ。ただ、状況から言ってそれだけでは退学にまで追いこむことはできないだろう。

　それに、その先にいるヴィクトル・アバディーンを葬ほうむり去れなければなんの意味もない。

　少し時間をおいて、確実に効果のある方法を考える必要がある。

「この問題はぼくたち生徒会に預からせてもらえないか？」

　と、アダマスは言った。

「表おもて沙ざ汰たになれば影えい響きようは大きいし、君の名が表に出ないように配慮する必要がある。できればぼくがこの件について知っていることも口外しないで欲しいんだ。事情が明らかになるまでの間でいい」

　クリスはうつむいたまま考えこんでいた。ふと、アダマスの目はクリスのすらりとした首筋に吸い寄せられる。こんな風に間近からクリスを凝ぎよう視しするのはこれが初めてだった。柔らかな黒髪と白いうなじが妙になまめかしい。男には似つかわしくない匂におい立つような肌はだに、アダマスの喉のどがごくりと動いた。

「分かった。君たちに任せるよ」

　そう言って、クリスは柔らかく微笑ほほえんだ。

　控えめに咲いた花のような笑顔に、アダマスは思わず視線を逸そらした。そばにいると息が詰まる。今まで一度も抱いだいたことのない、得え体たいの知れない感情にアダマスは恐怖を覚えた。




「……アダマス様」

　不意に名を呼ばれて、アダマスははっと我に返る。書架に囲まれた薄暗い部屋の一隅で、ひげを生やした小男と向かい合って座っている。

「お加減が悪いのですか？　少々お顔が赤いようですが」

　相手はこの部屋の主あるじ──副院長のブレロだった。

「いや、なんでもない……話の続きを頼む」

　眉まゆを走る傷跡を指でなぞりながら、あの時の感情を片隅に追いやる。一いつ瞬しゆんとはいえ、レガリオン人の、しかも男に魅み力りよくを感じるなどどうかしている。自分が下劣でおぞましい生き物になったような気がした。

「この学院島から最も近い島々に、わたしの手の者を送りこんで、少し聞きこみをさせました。ここ最近、なにか変わったものを見ていないかどうか」

　副院長のブレロは低い声で説明する。この男は勤続二十年のベテラン教官であると同時に、バルバートル王国から送りこまれた間かん諜ちようの役割をも担になっている。今は王族であるアダマスの手足となって動いていた。

　クリスの情報を得たアダマスは、ブレロに調査を命じた。まずは機甲竜ヒユドラが本当にこの島の近くまで来たのか、確かめなければどうしようもない。どこから学院島に来たにせよ、周辺の島々でも誰だれかに目撃されているかもしれなかった。

「それで、結果は？」

「この近辺の島々では機甲竜ヒユドラが現れたという証言は得られませんでした。もっとも、この近辺は島と島との距離がありますからな。うまく針路を取ればどこからも見られずにこの島まで来ることができるかもしれませんが」

　アダマスは軽い失望と安あん堵どの入り交じったため息を洩もらす。一瞬、クリスの白い横顔が頭をよぎった。やはり汚れたレガリオン人の話などあてにはならない──。

「ただ、サモニス島の漁師たちが、二ヶ月ほど前から沖合の上空を飛び交う黒い竜りゆうが増えている、と言っているそうです」

　サモニス島は騎士学院グランデコルのはるか西の辺境地帯に浮かぶ、小さな漁村が一つあるだけののどかな島だった。

「あの辺りなら竜りゆうを見かけても珍しくはないだろう。去年、ぼくも実技の演習で遠征したことがある」

「いいえ、彼らが見たと言っているのは夜明けから早朝にかけてです。時間帯から言って実技の演習ではありませんし、わたしの調べた限りではその一帯に駐留している竜騎士ドラグーンもおりません」

　ブレロの話に、アダマスはぐっと身を乗り出した。

「……その黒い竜が機甲竜ヒユドラということか」

　アダマスは大まかな海図を思い描えがいた。この学院島から三、四時間ほど西へ飛んだ距離にサモニス島がある。そのやや南西にフリデク島があり、そこから二時間ほど飛ぶとレガリオン大陸の海岸線だった。

「そうとしか思えません。他ほかに説明のしようがありませんからな」

　この騎士学院グランデコルまで達しているかは別にしても、レガリオン軍の飛行兵器が海ユ洋ニ連オ合ンの辺境地帯を飛び回っていることは間違いない。

「それなら、機甲竜ヒユドラはどこから飛んできているんだ？　レガリオンの本土からにしては、距離が離れすぎてるじゃないか」

　ほとんどレガリオン大陸に接していたアバディーン島と違って、サモニス島は離れ小島と言っていい位置にある。三年前のアバディーン戦せん役えきで初めて投入された機甲竜ヒユドラが、どんな動力機関で重力に逆らうだけの莫ばく大だいなエネルギーを得ているのか未いまだに分からない。しかし、生身の竜と違って長時間の飛行ができないというのが通説だった。

「三年の間に改良されたのかもしれません。辺境のどこかに秘密基地があることも考えられます。そこからであれば、この騎士学院グランデコルまで偵察も可能かも……」

　ブレロの声は暗く沈んでいた。騎士学院グランデコルの教官としても、バルバートル王国の間かん諜ちようとしても、最も憂うれえるべきはそのことのようだった。海ユ洋ニ連オ合ンに属するどこかの島が、レガリオン帝国と密ひそかに手を結んでいる──。

（つくづく小心な奴やつだ）

　アダマスは深々と椅い子すに身を沈めた。辺境を機甲竜ヒユドラが飛んでいる程度で、差し迫った危険があるとは思えなかった。仮にどこかの島が寝返っているとしても、船の往来が激しい海ユ洋ニ連オ合ンではすぐに露ろ呈ていしてしまうだろう。

　それに辺境の島に大規模な軍隊を隠せるとは思えなかった。強大な軍事力を持つレガリオン帝国でも、大陸から離れた島に兵力を派遣するのは容易ではない。

　もし辺境のどこかを襲しゆう撃げきしようとしても、大規模な軍事行動になればなるほど目立ってしまう。兵士たちを乗せた大型軍船がレガリオン大陸から移動している間に、竜騎士ドラグーンたちは集結できるはずだ。この騎士学院グランデコルからも当然自分のような竜りゆうと契約を結んだ騎き士し候補が駆けつけるだろう。

　機甲竜ヒユドラによる奇き襲しゆうが成功したとしても、アバディーン王国のように島そのものを完全に占領できるはずがない。

「とにかく、このことを学院長と騎士団本部に報告せねばなりませんな。機甲竜ヒユドラの出没がはっきりした以上、警戒を呼びかける必要が……」

「待て」

　アダマスは臣下の言葉を遮さえぎった。

「ぼくが知りたいのは辺境の離れ島の話なんかじゃない。この学院島まで機甲竜ヒユドラが飛んできているかどうかだ。それを確かめてからにしろ」

　今、情報を握っているのは自分たちだけだ。その優位を安易に手放す気にはなれなかった。クリスたちを追いつめる計画がその分だけ遠ざかってしまう。

「学院島と辺境を結ぶ商船の航路があるだろう。機甲竜ヒユドラがサモニス周辺から学院島まで来るとしたら、その航路の上空付近を通るはずだ。航海中にそれらしきものを目撃した者がいないか、快速帆船クリツパーの船員たちに確認を取るんだ。それが済んだら学院長にでも誰だれにでも報告すればいい」

「し、しかし、万が一……」

　なおも口を開きかけるブレロを、アダマスは一ひと睨にらみで黙らせた。臣下が深々と頭を下げる姿を見届けてから、アダマスは静かに長なが椅い子すから立ち上がった。

「そろそろ次の授業だ。ぼくはもう行くぞ」

「……アダマス様」

　呼びかけられて、彼は振り返った。

「どうした」

「アバディーンと竜の皇女の噂うわさはご存じですか？」

　アダマスは目を瞬しばたたかせる。

「知らないな。なんのことだ？」

「アバディーンとティアナ様の仲はうまくいっていない様子でして……理由は分かりかねますが、今け朝さ、門の前で口論をしていたとのことです」

　久々に心が晴れる話だ。アダマスの口元に密ひそかな笑みが広がった。

「道理であいつらがなかなか契約を結ばないわけだ。あの赤毛がわがままな皇女の機嫌を損ねたというところか？」

「いいえ。それがどうも契約を拒んでいるのはアバディーンの方でして……」

　アダマスは啞あ然ぜんとした──竜の申し出を拒絶するなど、不作法にもほどがある。人と竜の契約の意義について、少しでも理解していれば決してできない所業だ。

「まあ、あいつならやりかねないな」

　いずれにせよ、ヴィクトル・アバディーンは竜りゆうの皇女という大きな後ろ楯だてを使うつもりがないということだ。なにか仕掛けるとしたら、今がチャンスかもしれない。ティアナさえいなければあの愚おろか者に付けこむ隙すきはいくらでもある。

「今しばらくは契約を結ぶ様子がないんだな？」

「ええ。その様子はありません。ただ……」

　ブレロは苦いものでも飲んだように顔をしかめる。

「マグノリアがなにやら動いているようです」

「……あいつか」

　アダマスも渋じゆう面めんを作った。ヴィクトルたちの所属する「黒組」の実技教官。学院長のガートルードが最も信頼する腹心の竜だと言われているが──。

「どう動いているんだ、あの竜は？　二人に契約を結ばせるつもりなのか？」

「それも分かりません」

　お手上げです、というようにブレロは首を横に振った。一体、誰だれの味方をしているのかよく分からない──あるいは彼女自身にも分かっていないのかもしれない。アダマスとヴィクトルの「模も擬ぎ戦せん」を発案したのもマグノリアだ。

　騎士学院グランデコルで最もなにを考えているのか分からない竜だった。
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　昼休みの終わりを告げる鐘かねが鳴った。

　竜りゆう鱗りんの武器と防具を身に着けたジャンとカジカは、校舎を出て講堂へ向かっているところだった。これから実技の授業が始まる。

　ラシードは二人とは別のコースへ移っていた。契約を結んだ騎き士し候補と騎竜は学年ごとに集められ、より実戦的な授業を一緒に受けることになっている。

「そういえば、うちの師し匠しようが怒ってんぞ」

　カジカがジャンの腰にある「ペイルライダー」を見ながら言った。

「お前、全然砲剣のメンテしに来ねーから」

「……ああ」

　ジャンは生返事をする。カジカの「師匠」であるラフエッジは、若くしてこの島最高の砲剣鍛か冶じという名声を得ている。退院してからジャンも一度だけ工房に顔を出していた。

「そのうち行くから」

　正直、あまり行きたくなかった。砲剣の帯び方、構え方、引き金の引き方、弾丸の装そう塡てんの仕方、扱い方の全般にわたってみっちりと教えられた。細かい手順を憶おぼえるまでなかなか解放してくれない。その厳しさはジャンの想像を絶していた。

「早く来いよ。もうちょいでキレるぞ」

「なにか言ってたのか？」

「別になんにも。あんまり喋しやべんねー人だからよ……でも、怒りがたまってそうで見てるだけで怖ェんだ。一緒に住んでる俺おれの身になれって」

　カジカの顔色はすぐれない。相当のプレッシャーがあるのだろう。

「分かった。今日の放課後に行く」

　ジャンはしぶしぶ言った。またあれこれ注意されるに違いない。教えてくれるのはありがたいが、もう少し自由にやらせて欲しかった。これはもうジャンの持ち物なのだ。世界で扱える人間も自分しかいない。

　講堂に着いたジャンたちは両開きの扉を開けて中へ入った。天井の高いロビーがあり、隅の方に屋上へ通じる螺ら旋せん階段がある。いつもどおり階段の方へ向かおうとした時、

「ようやく来たな、クズ」

　二人はぎょっとして足を止めた。瑠る璃り色いろの髪を高く結い上げ、眼鏡めがねをかけた背の高い女がロビーに仁に王おう立ちになっている。

　実技教官のマグノリアだった。ジャンとカジカは思わず顔を見合わせる。ようやく来た、ということは、自分たちを待っていたらしい。ジャンの胃の奥がぎゅっと縮こまった。猛もう烈れつに不吉な予感がする。入学以来、マグノリアにさんざん振り回されてきたのだ。

「あれ、先生。珍しいっスね。こんなとこでなにやって……」

「あー、口数が多いクズは屋上へ行ってよし。赤毛のクズだけ残れ」

　カジカの発言はばっつりと断ち切られた。不吉な予感がますます強くなってくる。カジカは心配そうに何度も振り返りながら、螺旋階段を上っていった。

　ロビーに残ったのは満面の笑みを浮かべるマグノリアとジャンだけだった。まさにホオジロザメに襲おそわれる漁師の気分だった。

「さて、行くぞ。ついてこい」

　どこへですか、と訊きける雰ふん囲い気きではなかった。マグノリアの後についてロビーを出ると、講堂の脇わきを通って学院の門とは反対側に向かった。辿たどり着いたのは敷地の隅にある、精せい緻ちな細工をほどこされた石像の前だった。騎士学院グランデコルの紋章にもなっている渦を巻く竜りゆう。そこから島の裏側を見渡すことができる。

　石像の周囲では何体かの竜と騎き士し候補たちが飛び立つ準備をしていたが、ジャンが近づいていくと一いつ斉せいに振り向いた。あちこちから囁ささやき声がする。「ペイルライダー」の使い手である自分が注目を集めているのだ。ジャンは誇らしい気分だった。

『あ、アバディーンくん』

　頭の中で声が響ひびいてきた。鮮やかな青の鱗うろこに覆おおわれた、やや体の小さい竜りゆうが敷石に身を伏せている。竜は自分の声を直接人間の頭に伝えられるが、声の調子や発音はいつも話している時とあまり変わらない。

「お前、アネモネか」

　真の姿を見るのはこれが初めてだった。どうやらここにいるのは一年生で契約を結んだ騎き士し候補と騎竜たちらしい。そういえば、その授業を受け持っているのもマグノリアだと聞いたことがある。空にはすでにパートナーを乗せた竜たちが旋回しながら上昇しようとしていた。

　ラシードはどこなんだ、と尋たずねようとした時、彼女の体のかげから、ひょっこりと長身のラシードが立ち上がった。

「…………ん？」

　ジャンに気づいたラシードが不思議そうに首をかしげる。

『どうしてアバディーンくんがここにいるのか、だって』

　アネモネが通訳してくれる。それを知りたいのはジャンの方だった。まだどの竜とも契約していない自分が、どうしてここに連れてこられたのか──。

「早く離陸して合流地点へ向かえ！　クズども！」

　マグノリアが叫ぶ。石像の周りにいた竜たちが次々と飛び立っていく。ラシードも静かにアネモネの背に乗った。アネモネは青い翼つばさを大きく羽ばたかせると、わずかにふらつきながら地上のジャンたちから遠ざかっていった。

「……あいつら、なかなか悪くない組み合わせだぞ」

　マグノリアが目を細めてしみじみと言い、屈くつ託たくのない笑顔をジャンに向ける。

「さて、お前にもあんな感じで飛んでもらおうか！」

　嫌いやな記憶が蘇よみがえってきて、ジャンの背中に冷や汗が流れた。

「また先生と飛ぶんですか？」

　おそるおそる尋ねる。実技の授業でマグノリアの背中にはさんざん乗せられた。失神や嘔おう吐とを空中で何度繰り返したか分からない。

「なにを言っている。お前にはれっきとしたパートナーがいるだろう……ほら、おいでになったぞ」

　マグノリアが指す方を振り返る。帽子をかぶったティアナが、校舎の方からいつもの澄ました顔つきで歩いてくるところだった。

「……用というのはなんですか、マグノリア」

　と、ティアナは言った。彼女もマグノリアに呼び出されただけらしい。

「なぜあなたもここにいるのです？」

　それはジャンに向けられた言葉だった。そう訊きかれても答えようがない。ジャンとティアナは同時にマグノリアの方を見る──一体、なにをしようとしているのだろう。

「ああ、このクズと一緒に実技の授業を受けてもらおうと思いまして。こいつのパートナーとして」

「はあ？　なに言ってんだ？」

　反応したのはジャンの方だった。ティアナを指さしながら、マグノリアに食ってかかる。

「こいつとは契約を結んでねえし、パートナーでもなんでも──」

「黙れクズ。煮に殺ころすぞ」

　マグノリアは眉まゆ一つ動かさずに言った。ジャンはぐっと口をつぐむ。

「ティアナ様は契約を申しん請せいした。お前は試験を受けて合格し、学院長が暫ざん定ていながら許可を出した……契約しない理由がどこにあるのだ？　言ってみろクズ」

「それは……」

　ティアナが自分を騙だましたから。自分が戦いを避けるために選ばれた「無能な偽にせ者もの」だったから──ジャンは歯を食いしばって言葉を嚙かみ殺した。

　ティアナは涼しい表情でなりゆきを見守っている。ジャンが事情を話せないことなど百も承知なのだろう。

「知っているとは思うが、契約は竜りゆうの意志によって結ばれ、竜の意志によって解かれる。騎き士しに選せん択たく肢しはないぞ。もっとも、お前が死ねば話は別だろうが」

　一いつ瞬しゆん、ティアナの眉がぴくりと動いた気がした。それを意識した様子もなく、マグノリアはとどめを刺すように言葉を継いだ。

「とにかくお前とティアナ様を、事実上契約を結んだ騎士と騎竜として扱わせてもらう。一緒に実技の授業を受けろ」

　どうやらマグノリアはなにがなんでもジャンとティアナに契約を結ばせたいらしい。こうして一緒に授業を受けさせれば、気が変わるとでも思っているのかもしれない。

「ティアナ様もそれでよろしいですか？」

「わたしは構いません」

　ちっとジャンは舌打ちをした。ティアナには異存のない話だろう。彼女の望みは「無能な」ジャンと契約を結ぶことなのだ。

「ではこのクズを乗せて、島の北側の合流地点に向かって下さい。場所はご存じですね」

　マグノリアの指示に、ティアナはうなずいた。彼女の全身から光がどっとあふれ、人から翼つばさのある生物へと変化していった。

　ジャンはまばゆい光から目を逸そらす。

（……待てよ）

　よく考えれば、これはチャンスかもしれない。

　ティアナが求めているのはあくまで「無能」な騎士候補だ。ということは、ジャンが実力を発揮して有能だと証明すれば、ティアナが彼と契約を結ぶ理由はなくなる──。

『乗りなさい』

　ティアナの声が直接頭に響ひびいた。目の前には翼つばさを畳たたんだ美しい金色の竜りゆうがうずくまっている。この世界で最速の竜。

「……ああ」

　彼はその背中によじのぼると、翼と翼の間に腰を下ろした。ティアナに乗るのはこの島へ来た時以来のことだった。

「よし、それじゃ……」

　ジャンは指示を出そうとする。騎き竜りゆうがどこへ行くのかを決める権限は騎士にある。しかし、最後まで言い終える前に、

『行きます』

　ティアナは翼を激しく震ふるわせて、まるで弾丸のように空に向かって飛び出した。周囲の景色が溶けるように背後に流れる。背中を引っ張られる衝しよう撃げきに耐えて、ジャンは前傾姿勢を取る。

（この程度でビビるかよ）

　ジャンは冷静さを失わなかった。おそらく出鼻をくじくつもりだったのだろうが、こういう急発進ならマグノリアの背中で嫌いやというほど味わっている。この二ヶ月の訓練は無む駄だではなかった。

　他ほかの竜とは比べものにならない速さで急上昇するティアナの軌道は、ほとんど垂直に近くなっていく。ジャンは落ちないように両足に力をこめて、背骨に沿って並ぶ竜りゆう鱗りんの突起にしがみついた。

　昼下がりの太陽に吸いこまれそうな錯さつ覚かくにとらわれた瞬しゆん間かん、上昇が止まった。吐き気を催もよおすような浮遊感に全身が包まれる。今度は重力に任せた落下が始まった。足あし下もとには白い波のうねる海が広がっている。一気に洋上に飛び出したようだった。

（くそ……）

　一瞬、冷たい血のような恐怖が全身に広がった。ひとりでに洩もれそうになる声を強引に嚙かみ殺す。反応を表に出せば、恐怖に吞のみこまれる。それを抑えこむこともマグノリアの背中で経験済みだった。

　ティアナは大きく翼を広げ、強きよう烈れつな重圧とともに減速する。気がつくと完全に空中で静止していた。島から見て北にある洋上で、どうやらここが合流地点のようだった。

　周囲には十組ほどの騎士候補と騎竜たちが羽ばたきながら浮かんでいる。契約を結んだ一年生たちがすべてそろっているようだった。

『これから授業を始める』

　マグノリアの声が聞こえてきた。ジャンたちより少し高い位置に瑠る璃り色いろの竜が浮かんでいる。それが真の姿を取った時の彼女だった。

『最近、この実技コースに参加した者が多いので、実力を知るための考査テストをしたい。全員、十時の方角の海上を見ろ』

　言われたとおりにすると、樽たるの上に旗を立てた簡単な浮ブ標イがいくつも漂ただよっている。少し離れた場所に、その浮ブ標イを海に放したらしいタグボートが浮かんでいて、年老いた船員たちが大きく手を振っていた。

『ここから海面ぎりぎりまで急降下して、あの浮ブ標イを一つずつ破壊してもらう。各自の判断で竜ル気ンを使っても構わん。主に正確さと速度で採点する。なにか質問はあるか？』

　少し拍子抜けしていた。海上に浮かんでいるだけの標的を破壊するなど簡単だ。というより、ただのゲームにしか思えない。

「これ、どういう意味があるんですか？」

　と、ジャンは尋たずねる。マグノリアが彼の方をじろりと見た。

『竜騎士ドラグーンの第一の義務は人命を守ることにある』

　マグノリアの声がひときわ大きく頭の中で響ひびいた。

『地上にいる敵軍へのピンポイントの攻撃が、竜騎士ドラグーンにとって必要不可欠の技術だ。これができなければ始まらない。実戦だと思ってやれ……それでは始め』

　ジャンが言葉を差し挟はさむ前に、考査テストが始まった。竜りゆうが一体ずつ降下し、背に乗った騎き士しが手にした武器で浮ブ標イを破壊していく。ジャンの目には妙にのどかな光景に映った。

（俺おれの見た「実戦」はこんなもんじゃなかった）

　マグノリアが説明した意味にも納なつ得とくがいかない。これから竜騎士ドラグーンが戦う相手は、同じように空を飛ぶ機甲竜ヒユドラの部隊になっていくはずだ。機甲竜ヒユドラは単独で地上の同じ場所に留とどまるようなことはない。アバディーン戦せん役えきでは複数の機甲竜ヒユドラが、一騎で戦うことが多い竜騎士ドラグーンを次々と撃ち落としていた。

『……実戦には見えませんね』

　ティアナのつぶやきが聞こえた。そういえば、この中でアバディーン戦役を知っているのは自分と彼女だけだ。ここにいる者たちは、人や竜の死を直接見たことがない──。

　一いつ瞬しゆん、覚えかけた共感を慌あわてて振り払った。

（こいつは俺を騙だましたんだ）

　ジャンを無能な人間として扱っていた。絶対に契約はしない、と自分に言い聞かせた。

『アバディーン、お前の番だ！　早く行け！』

　マグノリアの命令で我に返った。いつのまにか他ほかの生徒たちは考査テストを終えている。残っているのはジャンとティアナの組だけだった。期待のこもった視線が自分たちに注がれるのを感じた。ジャンは竜の背中で胸を張る。

「じゃあ……」

　口を開く前に、ティアナが頭から急降下し始める。みるみるうちに海面が目の前に迫ってくる。さっき落下した時ほどの恐怖は感じなかった。

「またかよお前！　人の言うことを」

　ジャンの言葉は減速の衝しよう撃げきで遮さえぎられた。白い波なみ頭がしらが爆発するように四方へ広がる。ティアナは自ら飛ばした波なみ飛沫しぶきをくぐり抜け、海面すれすれを浮ブ標イに向かって直進した。

『撃ちなさい』

「はあ？　まだ遠いだろ！」

　浮ブ標イはまだ指ほどの大きさしかない。もっと近づいた方が確実に当てられる。

『今の距離で撃つべきです。撃たなければこのまま反転します』

　ジャンは怒鳴りつけたい気持ちをこらえて、「ペイルライダー」を両手持ちで構えた。怒りのせいか一気に生気プラーナが両手から銃身に流れこむ。瞬しゆん間かん的に起こっためまいはすぐにどこかへ消えていった。かちりと音を立てて内部の安全装置が外れる。

（よし）

　ふらふらと漂ただよっている浮ブ標イに向かって狙ねらいを定める。ジャンが引き金を絞ろうとした瞬間、

『時間切れです。反転します』

　ティアナが右の翼つばさを下げて大きく軌道を変える。

（え……）

　傾いた海面ごと大きく景色が動く。浮ブ標イの代わりに正面に現れたのは、さっき空中から見たタグボートだった。ジャンの目が大きく見開かれる。

　銃身を逸そらす前に、浮ブ標イを狙っていた惰だ性せいで人差し指に力がこもった。

「あ……」

　今度こそジャンの口からはっきりと悲鳴が洩もれた。純白の光を帯びた巨大な弾丸が、波間に浮かぶタグボート目がけて発射された。
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「……お前の射撃に感謝する必要があるな」

　と、マグノリアは皮肉たっぷりに言った。

「お前の腕前のクズっぷりが尊とうとい人命を救ったというわけだ。大いに喜べクズ」

　マグノリアとジャンとティアナは、島を囲む黒い外がい壁へきの上に立っている。彼らの視線の先では、船首の上半分を削けずり取られ、半ば沈みかけたタグボートがあった。別のタグボートに曳えい航こうされて、のろのろと港へ移動している。

　ジャンの撃った弾丸は狙いから逸れて、人間にもボートの機関部にも命中しなかった。一人の怪け我が人にんも出なかったが、「事故」の処理のために実技の授業は中止された。

「さて、なにか申し開きはあるか？　このクズ」

「俺おれはちゃんと浮ブ標イを狙ってました」

　と、ジャンは仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「もっと近くまで行けば当てられたんだ。それをこいつが邪じや魔まして急に反転したんです」

　ティアナを振り返ると、ジャンの言葉を無視して素知らぬ顔で海を眺ながめている。ますます腹が立ってきた。ジャンの評価を下げようとする嫌いやがらせとしか思えなかった。

「本当ですか？　ティアナ様」

「違います」

　彼女はあっさり否定した。

「そういう言いがかりは困ります」

「どこが言いがかりなんだよ？」

「実戦だと思えという話だったので、それに従っただけです。実戦経験のない者が安易に敵に近づくのは自殺行為です。もちろん、近接戦闘に特化した騎き士し候補には他ほかに選せん択たく肢しはありません。しかし砲剣を使っているなら、中距離からの一撃離脱が一番合理的です。加えて、彼の『ペイルライダー』なら、多少的から外れても目標を破壊することができます」

　ジャンは呆あつ気けにとられていた。ただの言い逃れには聞こえなかった。筋が通っていることは認めざるを得ない──でも。

「だったらなんで最初からそう説明しなかったんだよ。こっちの言うことなんか全部無視してたじゃねえか」

「この程度のことは説明しなくとも分かって当然です。あなたが無能でなければ」

「無能とかそういう話じゃねえだろ？　お前が噓うそばっかりついて、なに考えてるかちゃんと言わねえからこんなことになるんじゃねえかよ」

「ですから、それを言いがかりというのです」

　ティアナはつんと横を向いた。珍しくむっとしているようだった。

「あなたに噓はついていません。言わなかったことがあっただけです」

「同じだろそんなもん！　結局騙だましたんじゃねえか！」

　みるみるうちにティアナの顔に朱しゆが上った。

「違います！　あなたの方こそ、わたしの話をきちんと聞かずに……」

「そこまで！」

　マグノリアの鋭い声に、二人は同時に口をつぐんだ。そばにもう一人いることをほとんど忘れていた。

「あの、ティアナ様」

　彼女は口元に薄笑いを浮かべて言った。ただ、目はまったく笑っていない。

「アバディーン以外の者たちには、どんな噓をついているのですか？」

（しまった）

　ジャンの背中に脂あぶら汗あせが流れ始めた。つい口が滑ってしまった。ティアナは目を背そむけたまま、答えを避けている。
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「実は学院長のガートルード先生から、わたしは頼まれていることがあります。ティアナ様がなにか隠し事をしているようなので、それがなんなのかこっそり調べろ、と。あなたの父君……竜りゆう帝ていアレクシス陛下もあなたを疑っておられます。おそらくはこのクズが……」

　そう言いながら、ぞんざいなしぐさでジャンの顔に親指を向けた。

「……深く関かかわってるんでしょうが、細かいことまでは分かりません。分かりやすく教えてもらえませんか？」

　ジャンはごくりと唾つばを吞のみこんだ。

「……あの、どのへんがこっそり調べてるんですか？」

　どう考えても直球の質問を投げているだけだ。マグノリアはちらりと彼を振り返った。

「本人に訊きくのが一番早いだろう。クズはとりあえず黙っていろ……で、どうです？　多少規則を破っているとしても、このクズはともかく、あなたは大した咎とがめを受けないと思いますよ」

　沈黙が流れる。ティアナは凍りついたように動かなかった。

　不意にジャンは自分がきわめて危険な立場にいることに気づいた。もしティアナが彼と契約する意志をなくしていたら、マグノリアの質問をはねのける理由がない。すべての事情を話したところで、退学になるのはジャン一人だけだろう。彼女はアバディーン戦せん役えきで戦果を挙げた英雄であり、竜の皇女なのだから。

「……なにも言うことは、ありません」

　ティアナはゆっくりと区切るように言った。ジャンの全身からどっと力が抜ける。

「わたしが言うはずがないことぐらい、あなたにも分かっているのではありませんか？」

　突然、マグノリアは背筋を反らしてからからと笑った。

「まあ、そうでしょう。なんだかんだでこの赤毛はあなたのお気に入りだ。そう簡単に手放すはずがありませんよ」

　違います、馬ば鹿か馬ば鹿かしい、一体なにを、という反応が当然かえってくるものだと思っていた。しかし、ティアナはただ横を向いているだけだった。ほんのりと首筋が赤くなっている気がする。

（え？　……いや、違うか）

　ジャンは自分の頭に浮かんだ考えを否定した。建前上、ティアナはジャンの「才能」を見み出いだして騎き士しに選んだことになっている。本当は単に無能だから選んだのだとしても、気に入っていないと言うわけにはいかないのだろう。

「正直、わたしにとってもこいつはかなりのお気に入りです」

　と、マグノリア。ジャンは自分の耳を疑った。

「追いつめられれば追いつめられるほど面白いことをしてくれます……棒で叩たたけば叩くほど大きな声で鳴く家か畜ちくのように」

　まったく嬉うれしくない。誉ほめ言葉にすら聞こえなかった。

「わたしはティアナ様がどんな噓うそをついていても一向に構わないのですよ。上の立場にある者の役割さえ、きちんと果たしていただければ。そのためにも、このアバディーンとうまく契約を結ぶべきだと思いますね。お互いに納なつ得とくのいく形で」

　マグノリアはくるりとジャンを振り返った。本能的につい一歩後ろに下がってしまった。

「お前、これからティアナ様とできるだけ一緒に過ごせ。寮りようにいる時間を除いて、朝から夕方までずっとだ」

「は？」

　ジャンは思わず訊きき返す。ティアナも驚おどろいている様子だった。

「なんでですか？」

「いつも一緒にいれば、お前のようなクズでもティアナ様の気持ちがよく分かるだろう。契約を結ぶ気になるに違いないさ」

「こいつの気持ちってなんですか」

　マグノリアは笑顔のまま首をかしげる。どうやら深く考えていないらしい。もっとも、驚くには値しなかった。アダマスと勝負させようと決めた時も、きっとこんな調子だったに違いない。

「嫌いやだ。冗談じゃねえ」

「お前の意見は聞いてないぞ、クズ。これは命令だ」

　そう言いながら、マグノリアはのしかかるように顔を近づけてくる。ジャンも負けずに相手の目を見返す。ここで引き下がるとまたとんでもないことになりそうだった。

「……わたしの命令が聞けないか？」

「き、聞けない」

「そうか……じゃ、こうするか」

　いきなりマグノリアは両腕を広げると、身構えているジャンの体をぎゅっと抱だきしめてきた。

「え…………」

　よく実ったまぐわ瓜うりのような二つの胸に、背の低いジャンの顔が押しつけられる。文字通り果実のような甘い香りに、ジャンの頭が真っ白になった。

「こら、そんなに荒い息をするな。くすぐったいだろう」

　マグノリアの笑みを含んだつややかな声が降ってくる。それと同時に、かちりと鍵かぎの閉まるような音がどこかから聞こえた気がした。

「な、なにをやっているのですか！」

　ティアナがマグノリアからジャンを引きはがした。頭に血が上ってふらふらする。まだ柔らかな感触が頰ほおに残っている気がした。

「お、お前は一体なにを考えているのです！　こ、こんな下品……な……」

　顔を真まっ赤かにして怒っていたティアナの言葉が、途中で立ち消えになった。彼女はジャンの喉のどの下あたりをじっと見つめている。ふと、首筋に違和感を覚えた。胸元を見下ろすと、短めの鎖の先に虹にじ色いろの石が嵌はまった首飾りがぶら下がっていた。

「……なんだこれ？」

　どこかで見覚えのある形──そうだ。

　ティアナがいつもしている首飾りによく似ている。

「気がついたようだな」

　と、マグノリアは得意げに言った。

「それはティアナ様の首飾りと対ついになっているものだ。特別な竜珠テイグレが嵌はめこまれている」

　竜珠テイグレとは純度の高い竜りゆう鱗りんを丸く加工したものだという。石自体は美しいが、首飾りそのものはそう高価なものとは思えない。どちらかというと素そ朴ぼくなデザインだった。

「……どこから持ってきたのですか、これを」

　ティアナが震ふるえる声で言った。

「もちろん、借りたのです。昨日、ティアナ様のお住まいへ伺うかがいました」

　と、いうことはこれもティアナの持ち物なのだろう。彼女の反応を見る限り、ろくなものではなさそうだ。両手を回して首の後ろの留め具を探る。しかし、留め具そのものが見つからなかった。

「諦あきらめろ、クズ。それは特殊な細工で外れないようになっている」

「なんなんだよ、これ」

「見れば分かるだろう、首飾りだ……そして、拘こう束そく具ぐでもある」

　マグノリアは平然と言った。

「拘束……具……？」

「それは竜りゆうの皇室に代々伝わるものでな。古いにしえの竜の特別な竜ル気ンがこめられている。長い時間、別々の場所にあると自動的に互いを引き寄せるそうだ。たとえ海の向こうにあっても矢のように飛んでくるとさ。どうだ、なかなか面白いだろう」

「引き寄せる……？」

　おそるおそる鎖に指で触れた。とても細いが、とても丈じよう夫ぶそうでもある。これも竜りゆう鱗りんを加工したものだろう。もし、首飾りが猛もう烈れつな速さでどこかへ飛んでいこうとしたら──。

　ジャンの顔から血の気が引いていった。

「ようやく理解したようだな」

　マグノリアは軽く平手で首筋を叩たたいた。

「お前の首が飛ぶ、ということだ」
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　その日の放課後、ジャンはゆっくりと廊下を歩いていた。

　生徒や職員の行き来はもうほとんどない。マグノリアから解放された時には、すでにすべての授業は終わっていた。「黒組」の教室に鞄かばんを取りに行き、今は校舎のエントランスへ向かっているところだった。

「くそ……」

　胸元にはさっきマグノリアにかけられた首飾りが揺れている。さっきのことを思い出すと腹が立って仕方がない。できることなら今すぐ地面に叩きつけたかった。

（なにが「お互い納なつ得とくのいく形で」だ）

　こんな「拘束具」など使われて納得などできるはずがない。かえってティアナと契約する気も失うせるというものだ。

「あれ、アバディーンくんだ」

　ジャンは顔を上げた。休み時間にノートを貸してくれた、髪の短い女子生徒が近づいてくる。例によって背後に隠れるようにして双子がついてくる。三人とも帰るところらしく、それぞれ手に重そうな革の鞄を提さげていた。

「まだ帰ってなかったんだ。今日よく会うねー」

　そんなに会ったっけ、と首をかしげていると、

「こんにちは」

「こんにちは」

　双子の方も挨あい拶さつしてくる。

「あたしたち図書館にいたんだけど、アバディーンくんはなにしてたの？」

　と、髪の短い少女が言った。

「うん……まあ、色々……」

　タグボートを半壊させて大目玉を食らったことはまだ知られていないらしい。ジャンが言葉を濁にごしていると、突然彼女の表情がぱっと明るくなった。

「どうしたの？　その首飾り。かわいいねー」

　そう言いながら、ジャンの胸元に目を近づけてきた。後ろの双子も同じように首飾りを見ようとする。触らせて大だい丈じよう夫ぶなものなのか、ジャンには自信が持てなかった。なにしろ首が飛ぶと言われている代しろ物ものだ。

「悪いけど、ちょっとこれは……」

　ジャンは竜珠テイグレを隠すようにぎゅっと握りしめる。しかし、彼女たちはかえって興味をそそられたらしかった。

「え？　なになに？　大事なものなの？」

「誰だれかにもらったの？」

「誰から誰から？」

　と、ますますジャンの方に体を寄せてくる。どう質問をかわしたらいいか、真剣に悩み始めていたところに、

「ヴィクトル・アバディーン？」

　エントランスの方から声が聞こえてくる。廊下の先に立っているティアナがこちらを見ていた。ジャン以外の三人の顔が蒼そう白はくになった。

「……あ、あたしたち、そろそろ行くね！　それじゃ！」

　手前にいた女子生徒がティアナにまで聞こえるような大声で言った。彼女たちは後ろも振り返らずに、エントランスとは反対方向にばたばたと走り去っていった。

　静まりかえった長い廊下にはジャンとティアナだけが残っていた。ティアナは話しかけてくるでも近づいてくるでもなく、ジャンがどうするか黙って見守っている。

　しばらく迷った末に、ジャンは彼女の方へ歩き出した。「拘こう束そく具ぐ」とやらのせいでそばにいると思われるのは癪しやくだったが、これについて色々と訊きかなければならないことがある。

「少し歩きましょう……いいですか？」

　ティアナの声にはいつものような張りがない。なによりもこちらの意志を確認してきたことが驚おどろきだった。いつもならさっさと歩き出しているところだ。

「あ……うん」

　ジャンの返事を待ってから、彼女は歩き出した。いつもとは明らかに雰ふん囲い気きが違っている。どこか物もの憂うげで、背中が少し小さく見えた。

「……さっきの三人とは仲がいいのですか？」

　校舎のエントランスから外に出ようとしたところで、不意に彼女が口を開いた。

「関係ないだろ、お前には」

　反射的にきつい言い方をしてしまう。しかし、ティアナは振り返りもしなかった。

「……そうですね」

　彼女は遠くを見ながら言った。後味の悪さにジャンは苛いら立だった。急にしおらしくされると調子が狂う。どう反応していいのか分からなかった。

「最近、よく話しかけてくるんだよ」

　と、ジャンは言った。

「まあ、名前、憶おぼえてないんだけど」

「……髪の短い生徒がイヴリン、双子の向かって右がエラト、左がカリオペです」

　ティアナはすらすらと淀よどみなく言った。ジャンは目を丸くする。

「な、なんで憶えてるんだ？」

「当然でしょう。同じ組の生徒ですから」

「でも、お前ほとんど教室にいないだろ。あいつらとも話したことないし……他ほかの奴やつと一緒にいる必要ないって前に言ってなかったか？」

「それとこれとは別です」

　なにが別なのかジャンにはよく分からなかった。関かかわりのない相手の名前をいちいち知る必要はない。知りたいという気持ちには理由がいるはずだ。

　結局、それは他の者と関わりたいということではないのだろうか。

「あれ、どっちに行ってるんだ？」

　と、ジャンは尋たずねる。ティアナは門の方向から逸それて、講堂の方へ向かおうとしていた。

「こちらに用があるのです」

　ふと、ラフエッジの工房に顔を出すと約束したことを思い出した。カジカの話では、ラフエッジは相当腹を立てているらしい。無視したくはなかったが、ティアナと話をする方がどう考えても大事な気がする。

（ま、いいか。明日でも）

　今日、必ず行かなければならない理由はない。ジャンはティアナの行き先に従った。

　二人は講堂の前を通り過ぎてまっすぐに進み、敷地の隅に辿たどり着いた。急きゆう勾こう配ばいの斜面には幅の狭い石段がへばりつくように続いていた。ここから学院の外へ出られるらしい。

「こんな通り道、あったのか」

「ラシードとアネモネは毎朝ここを通っていますよ」

　振り返ると、ジャンたちが普段使っている教室が見えた。あの二人が窓から教室に出入りしている理由がようやく分かった。ここからならエントランスを通るより窓に行った方が近い。

　ジャンはティアナについて石段をくだっていった。石段の先は勾こう配ばいがゆるくなっている。

　なだらかな斜面に沿って、古い住宅が並んでいた。壁かべを越えてくる海風が強いせいか、あまり人は住んでいない。朽くちかけた空あき家が多い区域だった。

「この首飾りのことなんだけどよ」

　狭い路地を歩きながら、ジャンはティアナに話しかけた。

「さっき先生が言ってたことって本当なのか？　石が飛んでくとか首が飛ぶとか」

「噓うそではありません」

　小さな声でティアナは答えた。

「この首飾り、どれぐらいの時間離れてるとその……飛んでくんだ？」

「わたしも直接は見ていませんが、五日前後だと聞いています」

　結構あるな、とジャンは思った。ただ、その制限時間が本当に正しいのか、分かったものではないが。

「その首飾りのことですが」

　と、ティアナが言った。

「近いうちに外してあげます。特別な外し方があるので、今は無理をしないで下さい」

「……いいのか？」

　マグノリアはジャンとティアナを契約させようとして、これを使ったはずだ。わざわざティアナが外す必要はない。

「あなたには逆効果でしょう。それに、わたしはその首飾りをしている者を見たくありません」

　ジャンはその言葉を頭の中で繰り返した。口ぶりからすると、以前にもこれを身に着けた者がいるのかもしれない。人間なのか竜りゆうなのか、どちらなのかも分からないが。

　不意にティアナが涸かれた水路の前で立ち止まった。長い水路のごく一部らしく、両端は暗あん渠きよに繫つながっている。

「ここです」

　そう言いながら、彼女は石段を下りていく。ジャンもその後について下りていった。こういう場所に入るのは久しぶりだった。まだアバディーンの王城に住んでいた頃ころに、何度か地下の入り組んだ水路を通って城下へ抜け出したことがある。そういう場所を「探検」するのも好きだった。

　水路の底に着くと、ティアナはきょろきょろとあたりを見回し始めた。なにかを探しているらしい。手持ちぶさたなジャンは、鉄てつ格ごう子しの向こうの穴をぼんやりと眺ながめる。

　不意にその暗がりの奥から、茶色と白のぶちの猫がのっそりと現れた。

「あ、猫だ」

　しゃがみこんで指を出すと、猫は小走りに近づいてきた。野の良ら猫にしては毛並みも悪くない。きっとここで誰だれかがエサをやっているのだろう。

「猫は好きですか？」

　視界の外からティアナの声が聞こえてきた。

「好きっていうか……孤児院で前に飼ってたんだよ」

　アバディーン戦せん役えきが終わった時、セゲドの港町にいた猫を拾って、フリデク島へ連れて行った。アバディーン王国からジャンが持ち出したものは本当にそれだけだ。他ほかのものはすべて置いてきてしまった。

　もっとも、身一つで脱出できただけでも運が良かったことは分かっている。あの戦争の間、自分と同じような戦災孤児に嫌いやというほど会った。彼らの大半がそれっきりどうなったのか分からない。もう一人一人の顔もぼんやりとしか思い出せなかった。

「飼っていた猫はどうなりました？」

　と、ティアナが言った。ジャンは目の前で立ち止まった猫の背を軽く撫なでている。そういえば、模様が少し似ている。

「去年、病気で死んだよ。飼い始めた時には結構年取ってたみたいでさ」

「…………そうですか」

　ふと、ジャンは振り返った。ティアナは少し離れた場所で背を向けている。

「猫、好きなのか？」

「……好きではありません」

　少し間を置いてから、くぐもった返事がかえってきた。

「猫は近づくと逃げますから」

　ジャンは奇妙な既き視し感かんを覚えた。以前にもその言葉をどこかで聞いた気がする。ひょっとすると自分が誰かに言ったのかもしれない。

　あれはいつ、どこでだったのか。

「アバディーン」

　近づいてくるティアナの声に、ジャンは我に返った。

「今け朝さからあなたに見せたかったものはこれです。わたし一人では確信が持てなかったので」

　彼女が差し出したのは、あちこちが凹へこんだ黒い鍋なべのようなものだった。なぜか牛乳の匂においがする。ちょうど人間の頭がすっぽり入る大きさで──いや、どうやら頭にかぶる防具らしい。

　竜騎士ドラグーンたちが使っているものとは明らかに違う。光こう沢たくのない頑がん丈じような金属は、海ユ洋ニ連オ合ンではあまり見かけないものだった。

　だとするとこれは──。

「あ……」

　ジャンは息を吞のんだ。似たものを何度も見たことがある。

　アバディーン戦せん役えきの時に。

「これ……レガリオン軍の使ってたヘルメットだな」

　ティアナもうなずいた。

「わたしの記憶が間違いでなければ、機甲竜ヒユドラの乗り手がかぶっていたものです」

　ジャンは弾はじかれたように立ち上がり、人ひと気けのない水路を見回した。

　この島にレガリオン軍の軍装がある──。

　レガリオン軍のスパイが、入りこんでいる可能性がある、ということだ。
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　開いた窓から夜風が入ってきて、天井から吊つり下げられたランプがかすかに揺れている。

　学生寮りように住む騎き士し候補たちの大半は、夕食が終わると自分たちの部屋に戻って静かに過ごす。学科の予習・復習や武具の手入れなど、しなければならないことが多いからだ。

　いつもならジャン・アバディーンもままならない学科の成績を上げるために、机の前で頭をひねっているところだった──が、今夜はそうする気になれなかった。

「それで、見つかったヘルメットはどうしたの？」

　と、クリスが尋たずねる。ジャンとクリスは蜂はち蜜みつ入りの紅茶のカップを手にして、それぞれのベッドに腰かけている。今日の放課後、水路で見つかったものについて話しているところだった。

「ティアナが自分の家に持って帰った……一緒に住んでる学院長に見せるってさ」

　ジャンは答える。

「やっぱり、あんたの見た機甲竜ヒユドラは本物だったんだな」

　ジャンは一ヶ月前のことを思い出していた。クリスの出した手紙が騒ぎになった時、ラシードは夜中に「制服を着た人影」を見たと言っていた。同じ時間に外にいたクリスとは違う人物だ。その時は大して気にも留めなかったが、今思えばあの時にもうスパイは入りこんでいたのかもしれない。

「うん……そうだね。ただ……」

　クリスは考えこんでいる様子だった。

「ぼくが見た時、機甲竜ヒユドラは島に近づこうとしていなかった。駆動音で気づかれないよう警戒していたんだろう。スパイも機甲竜ヒユドラから降りてこの島に上陸したんだと思う。でも、この島を囲んでいる壁かべを登るのはそう簡単じゃない。衛兵にも気づかれずにそんなことができるんだろうか」

　この島の外がい壁へきは金属でも竜りゆう鱗りんでもない、つるりとした硬い素材で覆おおわれている。遠い昔に旧文明の技術で造られたと言われている。外壁に人の通れるような隙すき間まも見あたらない。衛兵の見張っている正門が唯一の出入り口だった。

「だったら、正門を通ってきたんじゃないのか？　どこかの船員に変装したりして」

　衛兵と言っても任に就いているのは老人ばかりだ。彼らの目を誤ご魔ま化かすのはそう難しくない気がする。

「だったら、島の中でレガリオンの軍装が見つかるのはおかしくないかな」

「あ……そうか」

　と、ジャン。言われてみれば確かにそうだった。島に入る前に変装するなら、軍装は外に捨てられているはずだ。

「じゃ、どうやって入ってきたんだ？」

「うまく外壁を登る方法があるのか、あるいは別の入口があるのか……ぼくにも分からない。スパイだけではなく、侵入経路も調べる必要があると思う」

　クリスはそう言ってカップの紅茶を一口飲んだ。きっと島の衛兵隊だけではなく、アダマス率いる生徒会が大いに学院内を嗅かぎ回るのだろう。そう思うと憂ゆう鬱うつだった。

　ふと、アダマスとクリスが親しげにしていた、という昼間のフリデリカの話を思い出した。一応、確かめておいた方がいいかもしれない。

「……フリデリカから聞いたんだけど、最近バルバートルの奴やつと仲がいいんだって？」

　クリスはカップの縁に口をつけたまま、ちらりと戸惑い気味の視線をジャンに向けた。

「あいつとなんかあったのか？」

　沈黙が流れる。少し夜風が冷たくなってきたような気がした。クリスは答えを避けるように立ち上がると、窓と鎧よろい戸どを同時に閉めた。それからジャンのベッドに近い椅い子すに腰を下ろし、内緒話をするように身を乗り出してくる。

「冷静に聞いて欲しいんだけど」

　と、クリスは低い声で言った。

「ぼくが匿とく名めいの手紙を出したことを、バルバートルに話したんだ」

「はあ？」

　ジャンの声がつい大きくなる。クリスは急いで話を続けた。

「君がバルバートルを信用できない気持ちは分かる。ぼくだって完全に信用してるわけじゃない……でも、彼は君やぼくにしたことを深く反省していた。この件でもぼくの名前が出ないように生徒会で調べてみると言ってくれたんだ。実際、彼は約束を守ってる」

「そんなの演技かもしれないだろ。あいつがやったことを考えたら……」

「少しは彼にチャンスを与えては駄だ目めなのか？　君との勝負に負けて以来、彼は君になにも嫌いやがらせをしていないだろう」

　ぐっと言葉に詰まる。カジカの話では、嫌がらせどころか陰で協力してくれていた。ジャンが抱いだいている疑いに、はっきりとした根拠があるわけではない。ただの勘かんだった。

（俺おれが考えすぎてるのか……？）

　それでも不安を拭ぬぐうことはできない。先のことは分からないが、もうしばらく様子を見た方がいいと思う──。

　ふと、自分を見守っているクリスと視線が合った。上目づかいの黒い瞳ひとみに吸いこまれそうな気がした。ごくりとひとりでに喉のどが動く。

「まさか、あいつには話したのか？　その……あんたが女だって」

「そ、そこまでは話さないよ……知っているのは君とフリデリカだけでいい」

　彼女ははにかみながら目を伏せる。かすかに頰ほおが上気していた。近ちか頃ごろ、クリスがまったく男に見えないことがあり、ジャンを困惑させていた。

「……気をつけろよ。もし知られたらなにされるか分かんねえぞ」

　彼女は一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、口元に柔らかな笑みを浮かべた。

「あはは、やだな。ぼくにそんな魅み力りよくなんかないよ」

　もどかしさのあまり悶もん絶ぜつしそうになった──こいつ全然分かってない。男だと思うから皆気づかないだけで、彼女は本当に美人なのだ。

「……そういえば、君はティアナ様と仲直りできたの？　今の話だと放課後は一緒にいたみたいだけど」

　急にころりと話題が変わって、ジャンは渋しぶい顔になった。今け朝さの言い合いはクリスの前でやらかしたのだから、訊きかれるのは当然だった。

「仲直りは、別にしてない」

　それ以前にこれをケンカと呼べるのかどうか。ティアナが自分を騙だましたこと、実力を認めないこと、本音を言わないこと、無理に言うことを聞かせようとすること──ジャンが一方的に腹を立てているだけだ。

　ティアナがなにを考えて行動しているのかよく分からない。なぜ戦争に行きたくないのか、なぜ他者を寄せ付けないのか、本当にパートナーを殺したのか、そもそもどうしてジャンの存在を知っていたのか、彼女の口から詳しく聞いたことがなかった。

「君たちになにがあったのか、ぼくは知らないけど」

　と、クリスは言った。

「彼女はわりあい普通の女の子じゃないかと思うんだ……血筋とか、才能とか、戦歴とか、持っているものが多いから見えにくいだけで」

「……」

　正直、今挙がったものを差し引いても「普通」とは思えなかったが、とりあえず黙っていた。

「かたくななところがあるから分かりにくいけど、しばらく一緒にいることができたら、それまで分からなかったことも分かってくるんじゃないかな」

　クリスの言葉は昼間聞いたマグノリアの言葉に似ている。ジャンはティアナが同級生の名前を即答したことを思い出していた。あんな一面があるとは思っていなかった。確かに一緒にいれば、もっと彼女のことが分かるのかもしれない。

（……くそ）

　ジャンは苛いら々いらと首飾りを指で弾はじいた。マグノリアの作戦にまんまと乗っているようで不愉快だった。

「……さっきから気になってたんだけど、きれいな首飾りだね」

　彼女はジャンの胸元に顔を近づけてくる。

「ずいぶん古いものだね。台座のデザインから言って竜帝国シヤンバラで作られたものかな。質のいい竜珠テイグレが使われているし」

　クリスの目が輝いている。そういえば、もともと女の子らしい服が好きだと言っていた。こういう装身具にも関心があるのだろう。

「……どうしたの、これ」

「いや……その……」

　マグノリアに無理やり着けられた、下へ手たをすると首が飛ぶ──とはとても言えない。クリスは普段控えめな性格だが、友人が危機に陥おちいった時は別だ。きっとマグノリアのところへ断固として抗議に行くだろう。かえって話がややこしくなるに違いない。

「あれ？　これはティアナ様が普段着けているものと似てるな。じゃあ、ひょっとしてあの方からプレゼントされたとか？」

　ティアナはこの首飾りを嫌っている様子だったが、話の流れ的にその説明が一番自然だ。

「まあ……そんなとこ」

「ふうん……」

　クリスはますます顔を近づけてくる。ほとんど触れんばかりにして、色々な角度から首飾りを眺ながめている。左右に揺れる彼女の黒髪から、ほのかな香りが立ち上ってくる。ジャンはベッドに腰かけたまま固まっていた。

「……これ、前にも見たような気がする」

　不意に彼女が言った。
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「え……？」

「以前、騎士学院グランデコルで誰だれかが身に着けていたと思うんだ……ぼくの勘かん違ちがいかもしれないけど。君はどう思う？」

　ジャンは首をひねった。まったく記憶にない。マグノリアもティアナの持ち物であるようなことを言っていたはずだ。

「俺おれは知らないな」

　そもそも、こんなものをわざわざ身に着ける者がいるとも思えない。もしいるとしたら顔を見てみたいものだ。




　同じ時刻、島の北側にそびえる古い屋敷の広間で、一人の老女が安楽椅い子すに腰かけていた。並外れた長身と背中まで伸ばした銀色の髪。なによりも目を引くのがだらりと床に下ろした右手だった。左手よりもはるかに大きく角張ったそれは、くすんだ銀色の鱗うろこに覆おおわれていた。

　老女の名はガートルード。竜りゆう帝ていアレクシスの元側近にして騎士学院グランデコルの学院長。皇女ティアナレルドの養育係でもあった。

　先ほどから彼女は身動き一つせずに目を閉じている。部屋の明かりは窓から射さしこむ月の光だけだった。夕食後から就寝までの時間、暗がりの中で過ごすのが彼女の日課だった。

（……おや）

　扉の方からひたひたと足音が近づいてくる。彼女の瞳ひとみがかすかに開かれた。タイル敷きの床に立つ白い素足が見える。

「靴くつをお履はきなさい、ティアナ様」

　と、ガートルードは重々しく言った。

　ティアナはその場から一歩も動かなかった。注意したからといって従うような素直な性格ではない。それは嫌いやというほど思い知っている。才能にあふれてはいるが、容易に他者に従わない皇女をいかに従わせるか、彼女はそのことに全力を傾けてきた。

「先ほど見せていただいたもののことですが」

　やがて、ガートルードの方から口を開いた。

「衛兵隊にあの区画を巡回するよう指示を出しました。夜明けと同時に本格的なスパイの捜査を始める予定です。見つけて下さってありがとうございました」

　広間はしんと静まりかえっていた。ティアナの足は相変わらず同じところにある。こんな話を聞きに来たわけではないことは承知していた。さっきは取り合わなかったことについて話をしに来たのだ。

「なぜ例の首飾りをマグノリアに与えたのですか」

　抑よく揚ようのない低い声でティアナは言った。

「あれが危険なものであることはお前にも分かっているはずです」

　ガートルードは初めて目を上げて、自分の育てた少女の全身を見つめた。屋敷の中でよく着ているワンピースと、例の首飾りを身に着けている。

　ガートルードは自分の胸元に手をやってから、かすかに苦笑を浮かべた。難しい話をしなければならない時に、首飾りに触れるのが彼女の癖くせだった。もちろん今はなにもない。あの赤毛の王子が身に着けているはずだ。

「危険なものであることは存じています。つい最近までわたしが着けていたものですから」

　彼女は眉まゆ一つ動かさずに告げた。

「あなたが二度とこの島から逃げ出さぬよう、繫つないでおくためにあれを使っていました。繫いでおく先がわたしではなく、あの少年になっただけのこと」

　対ついになっている二つの首飾りは、どちらも容易に破壊できない仕組みになっている。竜珠テイグレだけではなく台座や鎖にも特殊な竜ル気ンが流れていて、それが各部品を強化し、互いを繫ぐ役割を果たしているからだ。外し方はガートルードしか知らない。

　もともとは別の用途のために作られた道具だが、今はティアナの行動を制限するために使われている。彼女はもう二年間この首飾りを着けたまま過ごしていた。

　この首飾りを使うようになったのは、アバディーン戦せん役えきからしばらく経たってからだった。

　ティアナは新しいパートナーとの契約を頑として拒み続け、強要されると島からの逃亡を繰り返していた。最速の竜りゆうを閉じこめることも、後を追うこともきわめて難しい。

　彼女が戦いを避ける理由は明確ではなかったが、一つだけはっきりしているのは「他者の死を望まない」ということだった。ガートルードは悩んだ末に自分の命を担保にすることにした。ティアナが戻ってこなければ、竜珠テイグレにこめられた竜ル気ンの力でガートルードは死ぬ──。

　どんなに遠くへ逃げたとしても、数日で戻るというルールを強引に作り上げたのだった。その結果、ガートルードとティアナの関係はほとんど修復不可能になった。

　この首飾りで縛しばりつけて以来、ティアナが自分から話しかけてくることはほとんどなくなった。ガートルードに不服を唱える時が唯一の例外だ。

　ちょうど今のように。

「……今すぐ、彼の首飾りを外しなさい」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ティアナの声に抑えきれない怒気がにじんだ。

「それはできかねます」

　ガートルードはあっさりとはねつける。

「わたしはもうどこへも逃げません。このような脅おどしは不要です。アバディーンを危険に晒さらす必要がどこにありますか」

　彼女の表情はあくまで淡々としていた。ガートルードは暗くら闇やみの中で、過去を懐なつかしむように遠くを見た。幼い頃ころのティアナは、こんな風に感情を抑えられる性格ではなかった。

「この件はマグノリアに一任してあります。彼女が不要だと判断すれば外しますし、必要だと思えば着けたままにしておきます。交こう渉しようはマグノリアとなさって下さい」

　内心、ガートルードはアバディーンの王子を信用していない。ティアナと手を組んでなんらかの不正行為を行っているのは間違いない。それを暴あばくために、自分たちが生死を握っておいた方が得策だと本気で思っていた。万が一、あの少年がティアナを唆そそのかしているのだとしたら、すぐに彼を葬ほうむり去るつもりだった。

「あなたが今行っていることを洗いざらい打ち明けて下されば、首飾りをこんな風に使う必要もなくなるのですが」

　鎌かまをかけただけだったが、ティアナの顔色が変わった。噓うそをついていることを否定しようとしない。彼女は痛みをこらえるようにぎゅっと首飾りをつかんだ。

　ガートルードは辛しん抱ぼう強く相手の返事を待ち続けた。

（……すべて打ち明けてくれれば）

　昔のような関係を取り戻す一歩になるかもしれない。淡い期待を抱いだき始めたその時、

「お前に話すことなどなにもありません」

　と、ティアナは喉のどを振り絞るように言った。

「……そうですか」

　ガートルードは抑よく揚ようのない声でつぶやく。

「では、もうご自分の部屋にお戻りなさい。確か明日は朝から実技の特別授業が……」

　最後まで言い終える前に、ティアナはくるりと踵きびすを返して走り去っていった。扉の開閉する音が響ひびき、かすかな足音も遠ざかって、やがて屋敷は元の静寂を取り戻した。

　ガートルードは暗い広間に取り残される。

　誰だれからも見られるおそれがなくなってから、彼女は深いため息をついた。

　それから疲れきったように、不ふ揃ぞろいな両手で自分の顔を覆おおった。
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　次の日の朝、ジャンは首筋の違和感で目を覚ました。

　寝間着の下に手を入れると相変わらず首飾りはそこにある。いつもより早い時刻だったが、結局彼はベッドから降りた。クリスはとっくに起き出していて、部屋の中に姿が見あたらない。きっと蒸気釜ボイラーのある厨ちゆう房ぼうに湯でも取りに行ったのだろう。

（……ティアナの家に行った方がいいか）

　離れている時間はできる限り短い方がいいはずだ。一度首が飛んだらそれで終わりだ。急いで制服に着替え、「ペイルライダー」をベルトごと腰に装着する。教科書の入った重い鞄かばんを手にした時、ようやく顔を洗っていないことを思い出した。

　ジャンは浴室の扉を勢いよく開ける。

「あ」

　ちょうどクリスが洗面台の前で制服のシャツに袖そでを通そうとしているところだった。胸元を隠している布とむきだしの白い肩が目に飛びこんでくる。

「わ、悪い」

　以前と同じようなことをしてしまった。背を向けて扉を閉めようとする。

「あ、その……顔を洗うならどうぞ」

　クリスが洗面台から離れる気配がする。しばらく迷ったが、どうぞと言われて断る理由はない。逆に変に意識していると取られるのもまずいかもしれない。

「……わ、分かった」

　こわばった足取りで浴室に入り、洗面台の前に立った。鏡の中にシャツのボタンを留めるクリスが映っていて、大あわてで目を逸そらした。

「そこの瓶かめにまだお湯が残ってるから、使っていいよ」

　クリスの声と一緒にかすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。

「いや、水でいい」

　衣擦れを打ち消すように、蛇じや口ぐちをひねって大量の水を出す。この島は海ユ洋ニ連オ合ンでは珍しく上下水道が完備されている。水を汲くんでくる必要がないのは楽だった。

「今け朝さは早いね。なにかあるの？」

　と、クリスが話しかけてくる。大急ぎで顔を洗い終えたジャンは水を止めた。

「しばらくティアナと一緒に学院に行こうと思って。あいつの住んでる屋敷にこれから行くんだ」

　タオルで顔を拭ふきながら答えた。この首飾りが外れるまで、できる限り身の安全を図らなければならない。

「あ……そ、そうなんだ……うん、分かった」

　なぜか彼女は動揺しているようだった。しばし沈黙が流れる。

　ふと、自分がいなければクリスが一人で学院に行かなければならないことに気づいた。昨日もレガリオン人を嫌う生徒から嫌いやがらせを受けていた。

「あ、悪い。俺おれも一緒の方がいいか？」

「いや、そんな。大だい丈じよう夫ぶだよ。ぼくならいくらでも切り抜けられる。君は自分の好きにしたらいい」

　クリスは気づかうようにぎこちなく笑った。

「……そうか」

　ジャンはそれ以上尋たずねなかった。いちいち自分が心配するのもお節介かもしれない。彼女は今までちゃんと一人でやってきたのだ──一いつ瞬しゆん、寂しそうに見えたのは多分気のせいだろう。




　顔を洗い終えたジャンは、鞄かばんを手に部屋を飛び出した。食堂へ寄れば朝食を取ることもできたが、結局やめることにした。ティアナの生活パターンがよく分からなかったからだ。できるだけ早くティアナの住む屋敷に着いて、彼女が出てくるのを待った方がいい。

　廊下を駆け抜けて、玄関ホールから外へ飛び出す。目指す屋敷の場所は知っていた。まだ一度も行ったことはないが、この学生寮りようから走って五、六分で着く距離だった。

　細めに開いている鉄の門の隙すき間まから外へ出て、坂道を駆け上がろうとする。

「そんなに急いでどこへ行くのです」

　ジャンはぎょっとして足を止めた。門柱のかげにいつもより帽子を深くかぶったティアナが立っていた。

「……こんなとこでなにしてんだ？」

「あなたを迎えに来ました」

「は？」

　思わず訊きき返してしまう。

「『は？』とはなんですか。わたしがわざわざ早く起きてあげたのですよ」

　彼女はむすっと唇くちびるを尖とがらせた。どうやらジャンと同じことを考えていたらしい。少しでも離れている時間を縮めるつもりだったのだ。

「行きませんか？」

「うん……」

　二人は並んで坂道を歩き始めた。騎士学院グランデコルへ向かう生徒はまだあまり多くない。それよりも武器を携たずさえた衛兵たちの方が目に付いた。ティアナの報告でスパイの捜索が始まったのだろう。いつもより島の雰ふん囲い気きが重苦しかった。

　今、この瞬しゆん間かんにもレガリオン軍のスパイが息を潜ひそめているのかもしれない──なにか重要な任務を帯びて。

「……スパイってなにやってるんだ？」

　そう口に出してから、ジャンは後こう悔かいした。我ながらあまりに素そ朴ぼくすぎる質問だった。不思議そうに首をかしげるティアナと目が合う。

「いや……だから、侵入するってことはなんか任務があって来てるんだろ。それってなんなんだろうって思って……」

　重ねて説明しても大して変わりはなかった。ジャンが諦あきらめて口をつぐむと、おもむろにティアナが口を開いた。

「奇遇ですね」

　と、彼女は重々しく言った。

「実はわたしもそのことについて疑問に思っていました」

「へ？」

「騎士学院グランデコルは確かに海ユ洋ニ連オ合ンの重要施設です。でも、大兵力の集まる軍事的な拠点でもなければ、各国の情報が手に入る国際政治の中心地でもありません。あくまで竜騎士ドラグーンの養成施設です。わざわざ軍人を送りこんで探り出すような重要機密はないと思います」

　少し難しかったが、なんとなく話は分かった。要するにここは学校ということだ。

「……もっとも、島そのものについてなら、多少話は違ってくると思いますが」

「島って……この学院島のことか？」

　ティアナはうなずいた。

「ここはもともと旧文明の時代に造られた人工の浮うき島しまです。上半分はほとんど大破局エンドロール以降に建てられたものですが、地下にはまだ古代の施設が残っていると言います。なにか思いも寄らないものがあるのかもしれませんね」

　ジャンは思わず地面を見下ろす。黒い敷石が敷きつめられた、ただの道路があるだけだった。

「じゃ、お前も入ったことないのか？」

「奥に入ることを禁じられていますから。一度だけ忍びこもうとしましたが、迷いそうになってやめました」

　この島はもともと竜りゆう帝ていの個人的な所有地だったはずだ。皇女であるティアナですら、禁じられていることに驚おどろいた。

「お前が入れなかったら誰だれが入っていいんだ？　学院長とかか？」

　学院長、という言葉を出したとたん、ティアナの肩がかすかに震ふるえたような気がした。ただの見間違いかもしれない。

「それはそうでしょう。学院長がこの島の最高権力者ですから。彼女には他ほかの者にはない権限があります」

　考えてみるとそれも妙な話だ。騎士学院グランデコルだけではなく島全体を治める最高権力者なら、別の呼び方でもよさそうなものだ──例えば総そう督とくとか。領主と言ってもいいぐらいだ。

「それで、その首飾りのことですが」

「は？　なんの話だよ急に」

　どうして学院長から首飾りにいきなり話が飛ぶのかよく分からなかった。

「……その首飾りのことですが」

　説明する気はないらしい。ジャンは質問を諦あきらめた。

「申し訳ありませんが、しばらくはそのままです。我慢してもらえますか」

「……嫌いやでも我慢するしかねえだろ」

「ええ……そうですね」

　色々文句はあるが、ティアナに言う筋合いのことではない。マグノリアのしたことだ。今はこうやってティアナと一緒にいる以外にできることはなさそうだ。

　思ったよりも彼女と一緒にいて、不快ではないのが救いと言えば救いだった。もっとも、だからといって契約を結ぶ気にはなれないが。

「今日はお前も教室に行くんだよな？」

　と、ジャンは尋たずねる。さすがにそこは合わせてもらわないと困る。今でさえ追いつけるか分からない学科をサボったら、本当に退学になりかねない。

「なぜわたしが教室に行く必要があるのですか？」

「お前、人の都合ってものを……」

　呆あきれたジャンが声を張り上げようとした時、

「パートナーのいる騎き士し候補と騎竜は、今日は朝から実技の特別授業ですよ」

「……え？」

「だからわたしもあなたも午前の学科には出席できないのです……マグノリアが別れ際ぎわに昨日そう言っていたでしょう？」

　言われてみると、外がい壁へきの上でそんなことを言われた気もする。

「特別授業ってなにやるんだ？」

　ジャンは決まりの悪さを覚えながら尋たずねる。

「編隊を組んでの遠距離飛行訓練です……本当になにも聞いていなかったんですね」

　ティアナは軽くため息をついた。表情は変わらないのに、呆あきれ果てているのがはっきり伝わってくる。嬉うれしくない以心伝心だった。

「遠距離？　行き先は？」

「サモニス島です」

　と、彼女は答えた。




　そろそろ始業の鐘かねが鳴る時刻だった。

　学院の敷地の隅にある竜りゆうの石像の周囲に、生徒たちが集まっている。これから遠距離飛行に出発する騎き士し候補と騎竜たちだった。

　石像のそばに座りこんだラシード・カリクマーンは装備のチェックをしていた。愛用の竜りゆう鱗りんの三さん節せつ棍こんに不具合がないかを確かめる。砲剣と違って部品の数は多くないが、それでも三本の棍の接合部がきちんと稼か働どうするかどうかを確認する。万が一の時には、連結と分離を一いつ瞬しゆんで行わなければならない。

　武器の次には他ほかの装備のチェックに入る。いつもの実技の授業と違うのは、防具だけではなく航空図や非常用の食料の入った鞄かばんを腰に取り付けていることだ。もし編隊からはぐれてしまった場合、自力でこの騎士学院グランデコルまで戻ってこなければならない。主にそのための装備だった。

「ラシードくん」

　と、アネモネが言った。彼女はラシードの目の前にしゃがみこんで、彼の作業を興味津しん々しんに見守っている。

「…………ん？」

「楽しみだね。遠出するの」

　アネモネは白い歯を見せて笑った。彼女は他の竜に比べると小柄で、体力に欠ける。乗り手であるラシードの体格を考えると、遠距離飛行は大きな負担になるはずだ。

　それでも彼女の言葉に噓うそはないだろう。彼女は本当に楽しみにしている。

「…………うん」

　と、ラシードは短く答えた。緊張はしていたが、彼も遠くまでアネモネと飛ぶのは楽しみだった。地面に広げていた装備を腰の鞄に戻していると、

「アバディーンの奴やつ、今日も来るんだよな？」

　不意に聞き慣れない声が、知っている名前を呼んだ。ラシードとアネモネは同時に声のする方を振り返った。三、四人の騎士候補たちが、集まって立ち話をしている。ラシードたちと同じ一年生だが「黒組」ではなく、他の組の生徒たちだ。

「『ペイルライダー』なんて使わない方がいいんじゃねえのか？　昨日は誰だれも怪け我がしなかったけど、あんなの危なくてしょうがねえよ」

　体格のいい騎き士し候補が話の輪の中心で喋しやべっている。坊ぼう主ず頭に近い髪の毛は鮮やかな緑色で、アダマスと同じバルバートル人に違いない。生徒会長の影えい響きようなのか、バルバートル人にはアバディーンを嫌う者が多い。

「でも、砲剣であんな威い力りよくを出せるのはやっぱりすごいよ……あれなら機甲竜ヒユドラなんて一発で倒せるだろうし」

　まだ声変わりしていない小柄な生徒が反論する。色素の薄い肌はだと髪の色からすると、海ユ洋ニ連オ合ン最北の国に住むフォートノクス人かもしれない。

「もし戦争になったら、ああいう奴やつが味方にいるのは頼もしいと思う」

　他ほかの騎士候補はその言葉に共感しているらしい。黙ってうなずいていた。

　ラシードは三さん節せつ棍こんを背中に固定しながら、一いち抹まつの不安を覚えていた。カリクマの王家に生まれた男子は、成人するまで砲剣の使用を禁じられる。武器の強さに頼るのではなく、まずは自分自身を鍛きたえるべきだという方針のせいだ。幼い頃ころからラシードはよく言われていた──武器の強さに頼る者ほど、負けたとたんに武器にまつわるものすべてを否定しがちだ。

　彼らの言葉にもそういう危うさを感じる。「ペイルライダー」の扱い方一つで、ヴィクトル・アバディーンへの評価ががらりと変わってしまいそうな気がした。

　ふと、騎士候補たちが口をつぐんだ。ラシードは彼らの視線の先を追う。ヴィクトル・アバディーンとティアナが講堂の方から歩いてくるのが見えた。




　ティアナと一緒に集合場所に着いたジャンは、なんとなく妙な雰ふん囲い気きに気づいた。何人かが自分の顔を見て話すのをやめたような。

（……誰か噂うわさしてたな）

　ほとんどの者が好意的な視線を向けてくるが、坊主頭に近い騎士候補が一人だけ目を逸そらしている。今まで気がつかなかったが、よく見ると昨日の朝学院へ来る途中でクリスに絡からんでいた騎士候補だった。きっとジャンの悪口を言っていたのだろうが、あまり気にはならなかった。自分には「ペイルライダー」があるのだから。

　石像のそばにいたラシードとアネモネが手を振ってくる。そばにいるティアナに遠慮しているのか、声をかけてはこなかった。

「一応、武器のチェックぐらいはした方がいいと思います……途中で射撃訓練があるかもしれません」

　ティアナは「ペイルライダー」を指さした。

　確かに彼女の言うとおりだった。いつもそうしているように、ジャンは大ざっぱに銃じゆう腔こうの詰まりやボルトハンドルの動作を確かめる。ティアナはその動きをじっと目で追っていた。

「……なんだよ」

　チェックを終えて、腰のベルトに砲剣を戻しながら尋たずねる。

「いいえ、別に。ただ……」

「よし、お前ら注目！」

　あまり聞きたくない大声が響ひびき渡った。いつのまにやって来たのか、ジャンたちの背後でマグノリアが腰に手を当てて立っていた。

（……ん？）

　なぜかマグノリアの隣にはクリスとフリデリカも並んでいた。クリスは戸惑い気味にあたりを見回していて、フリデリカはいつにもまして不機嫌そうだった。フリデリカは留年しているが、実技の授業ではパートナーのクリスと同じ二年生として扱われている。二人ともマグノリアの授業に出席する必要はないはずだ。

「これからサモニス島へ出発する」

　と、マグノリアは言った。

「これは契約を結んで日の浅いお前らクズどもに、長時間空中で過ごすことに慣れてもらうための訓練だ。サモニス島で簡単な射撃訓練を行った後、この学院島へ帰投する。捜索が面倒なので脱落・逃亡は禁止。予定航路については各自航空図で確認すること。それでは……」

「あの、ちょっと」

　話を終えようとするマグノリアを、最前列にいるジャンが手を挙げて止めた。マグノリアの片かた眉まゆが「ああん？」と言いたげに吊つり上がる。それを無視して話を続けた。

「クリスとフリデリカはなんでここにいるんですか」

「……こいつらにはわたしの助手をやってもらう。よくよく考えるとわたし一人で、お前らのようなクズどもを引き連れていくのはとても面倒でな。そこでついさっき、こいつらを教室から拉ら致ちってきた。今、この二人が微妙な顔つきなのはそういう事情だ」

　ひでえ、とジャンは心の中でつぶやいた。道理でフリデリカが怒っているわけだ。さすがに彼女に同情した。

「……まあ、助手が必要だと思ったのは、浮ブ標イとタグボートを間違えて撃つような、能なしがこの組に加わったせいなのだが。すべてお前の責任だから、お前が謝っておけ、アバディーン」

　ジャンは顔をしかめる──別に間違えて撃ったわけではない。急にティアナが方向転換してしまっただけだ。自分一人のせいにされるのは納なつ得とくいかなかった。

「では、出発する。急げ！」

　マグノリアはぱんと両手を叩たたいた。とたんに石像の周囲で女子生徒たちが次々と変身していく。彼女たちを縫ぬうように、クリスとフリデリカがジャンに近づいてきた。

「急な話だけど、今日はよろしく」

　と、クリスは微笑ほほえんだが、

「……足、引っ張るんじゃないわよ」

　フリデリカは低い声で脅おどしつけた。

　ジャンは迫力に押されてついのけぞった。自分は足を引っ張るほど無能ではないつもりだ。心配しているのは、ティアナが協力してくれないことだった。サモニス島で行われるという射撃訓練も、彼女の背中にいる限りは昨日のように失敗しかねない。そう思うと先行きが心配だった。

『アバディーン、行きましょう』

　ティアナの声が頭の中で聞こえる。振り向くともう彼女は変身を終えている。金色の竜りゆうがこちらに背を向けて、ジャンが乗るのを待っていた。

　とにかく、今日一日きちんとこの訓練をやり終えることだ。

「分かった、行こう」

　と、ジャンはうなずいた。




　　　　３




　天気は快晴に近かったが、低空に真っ白な積雲がいくつも浮かんでいる。騎き士し候補を乗せた竜たちは、その間を縫ぬうようにして雲の上に出た。

『キッドマンたちを先頭に一列縦隊を組め』

　命令がマグノリアから飛ぶ。一年生たちは雲上を水平に大きく旋回しながら間隔を調整し、どうにか言われた通りの編隊を組んだ。

　やがて先頭のフリデリカが西を目指すと、後ろについている十騎の竜たちも、見えない糸で繫つながれているように同じ方向へ飛び始めた。ジャンとティアナはフリデリカのすぐ後ろにつくよう指示された。マグノリア自身は最後尾から編隊を監視していた。

　東からの弱い追い風が吹いている。気象条件は申し分なかった。

　一度隊列が定まった後、乗り手がしなければならないことはそう多くはない。ジャンは姿勢を保ったまま、背中にじりじりと照りつける太陽と、前からの容よう赦しやのない風圧に耐えた。

　ジャンはティアナの背中からあたりを見回した。フリデク島から学院島に来た時に、すでにこの航路を飛んでいる。今辿たどっているのは逆のコースだ。夜だったのであの時は周囲がほとんど見えなかった。

『アバディーン』

　と、ティアナが言った。

「なんだよ」

『一応、安全索さくを着けて下さい。長時間飛びますから』

「……ああ」

　そういえば忘れていた。安全索さくとは両端に金具のついたロープで、要するに人と竜りゆうを繫つなぐ命綱だ。装着の違和感から嫌う竜も多いと聞くが、彼女はそうではないらしい。ジャンは安全索の一方の端を自分のベルトに繫ぐと、背中から首の方ににじり寄った。太い首を抱だきかかえるようにして、ロープのもう一端を手探りで繫ごうとする。

　ふと、前を飛んでいるクリスたちが視界に入った。安定した飛行を続ける朱しゆ色いろの竜の上で、クリスは前傾姿勢のまま微動だにしない。たまに横からの風が吹いても、揺れるのは黒い髪だけだった。教科書に載っている手本のような姿だった。

「クリスたちって、やっぱり優秀なのか？」

　安全索を着け終えて、元の位置に戻りながら尋たずねた。

『ええ、優秀です』

　打てば響ひびくように答えがかえってきた。

『二年生では最もバランスが取れたコンビでしょう。総合力ではバルバートルと彼の騎き竜りゆうにも勝まさるかもしれません。なによりもキッドマンには的確な判断力がありますし、フリデリカにもそれに応こたえられるだけの身体能力があります。今は抑えていますが、かなり速く飛べる竜ですよ』

「へえ……」

　このティアナがここまで誉ほめるのはよほどのことに違いない。マグノリアが助手に指名するだけのことはあるのだ。

「でも、お前はフリデリカより速いんだよな？」

『それはそうです。今、わたしより速く飛べる竜はいませんから』

　さらりと言ってのける。別に自慢のつもりはなく、事実を告げただけのようだった。

「まあ、竜帝国シヤンバラまで三日で往復するぐらいだからな」

　と、ジャンはつぶやいた。最短のルートを飛んだとしても、この星を三分の一ほど移動したことになる。常識では考えられない速さだった。

『あれは竜ル気ンの力を利用して、わたし自身を大砲の弾のように一気に飛ばす方法です。危険なのであまりやりたくはありません』

「……危険？」

『飛んでいる間はわたしも完全に意識を失いますし、到着後もしばらくは動けません。飛び出す前に落下地点は計算しますが、万が一それが海の上だった場合はそのまま死にます』

　淡々とした説明を聞いているうちに背筋が寒くなってきた。あの時、そんな危険を冒していたとは思ってもみなかった。アダマスと戦う羽目になったジャンを救うのにそこまで──。

（いや、待て待て。違うだろ）

　ジャンは胸に湧わきかけた感謝を押し戻した。そこまでやったのは、ジャンがアダマスと戦えると信じていなかったからだ。自分の手て駒ごまをなくしたくなかっただけで、別にジャンの力になろうとしたわけではないだろう。




　時間はあっというまに過ぎ、太陽は少しずつ高くなっていった。天候は相変わらず良好だったが、サモニス島へ進んでいくと積雲が大きくなり、厚みも増してきた。海面を見下ろすと、何隻せきかの小さな舟が連なって東へと移動していく。仕事を始めるには遅い時刻の気もするが、きっとサモニス島の漁師たちだろう。目的地はもうすぐだ。

（サモニス島か……）

　フリデク島の孤児院から「家出」を繰り返していた頃ころに一度行ったことがある。小さな漁村と森以外にはなにもない土地だ。森の中で剣の「修行」をしているところをリンケに見つかって大目玉を食らった。

（孤児院のみんな、どうしてるだろう）

　サモニス島とフリデク島はそう離れていない。小さな帆船でも半日の距離だ。竜りゆうの翼つばさならずっと早く着けるだろう。もちろん、行くつもりはないが。

　孤児院を出てから、まだ二ヶ月しか経たっていないことが信じられない。あまりにも色々なことがありすぎた。

『そろそろ降下しろ』

　マグノリアの声が頭の中に響ひびき渡った。ちょうど大きな雲に遮さえぎられて下界が見えないが、きっともうサモニス島の上空なのだろう。遠距離飛行もそう難しいものではなかった。

　フリデリカが高度を下げ始めて、ティアナもそれに従う。雲の上面をなぞるように竜たちは飛行を続ける。竜たちの影が真っ白い雲の上にくっきりと映っていた。

（ん……？）

　ふと、ジャンの耳が下方から響く妙な音をとらえた。甲かん高だかくかすれた異音。それも一つや二つではない。まるでどこか遠くで獣けものの群れが鳴き声を上げているような。

　全身からどっと冷たい汗が噴き出した。

　この音には確かに聞き覚えがある──三年前に、嫌いやというほど耳にした。

　突然、大きな積雲を追い越したジャンたちの視界が一気に拓ひらけた。

「あ…………」

　ジャンは竜の背の上で凍りついた。足あし下もとにあるサモニス島のあちこちから、巨大な黒ずんだ炎が柱のように噴き上がっている。その周囲を十体ほどの黒い竜が悠ゆう然ぜんと舞っていた。

　いや、正確には竜に似た別のものだ。金属で作られた飛行兵器。

　赤い単眼を嵌はめこまれた頭が地面を向き、口元から葦あし葺ぶきの小屋を目がけて鮮やかなオレンジ色の炎を吐き散らした。一いつ瞬しゆんの間の後、その小屋はどっと黒煙を上げながら燃え上がり始める。

　胃が石のように硬く縮こまった気がした。猛もう烈れつな吐き気に耐えながら、ジャンはさっきの漁船を思い出していた。あれは漁に行っていたのではない。逃げ出していたのだ。

　──この機甲竜ヒユドラの部隊から。

　サモニス島は今まさにレガリオン軍の襲しゆう撃げきを受けていた。




『全ぜん騎き降下やめ！　静かにわたしの周囲に集まれ！』

　マグノリアの叫びがジャンの脳内にびりびりと響ひびく。目の前の光景に体をこわばらせていた騎士候補と騎き竜りゆうたちは、その言葉にかろうじて我に返ったらしい。

　騎士のいない教官の前後左右に、竜たちはぎこちなく羽ばたきながら静止した。

　ジャンは隣に浮かんでいるクリスを見る。彼女の顔からは完全に血の気が失うせていた。すでに愛用の砲剣「ファイアーフォックス」を手に、油断なく眼下の機甲竜ヒユドラに目を配っている。

　ジャンも「ペイルライダー」をベルトから抜き、震ふるえる手で弾丸を装そう塡てんする。驚おどろきと怒りで頭の中は塗りつぶされていた。レガリオン大陸から離れたこの島を、なぜ機甲竜ヒユドラの部隊が襲おそっているのか。アバディーンの王城を焼き払ったあの飛行兵器が。今、立ち上っている黒煙は三年前に見たものとそっくりだった。

　すぐにでもあの中へ飛びこんでこの「ペイルライダー」で機甲竜ヒユドラとその乗り手たちを皆殺しにしてやりたかった。ひょっとすると、あの中に「黒の鉄姫」がいるかもしれない──。

『落ち着きなさい、アバディーン』

　ティアナが静かに語りかけてきた。

『マグノリアの話を聞きなさい』

　聞いたところで戦うことに変わりはない。ジャンはじりじりと苛いら立だちを抑えながらマグノリアの号令を待つ。一刻も早く行かなければ、島にいる人々は皆殺しにされてしまう。

『わたしはここに残って連中と戦う。お前たちは全騎ただちに学院島へ帰投し、援軍を要よう請せいしろ』

　ジャンはぽかんと口を開けた。言葉の意味を吞のみこむのにしばらく時間がかかった。

『先頭は今まで同様キッドマン・フリデリカ組だ。全騎一刻も早くこの空域を離れろ。隊列を気にする必要はないが、脱落者が出ないように注意しろ。それでは……』

「待てよ、おい！」

　と、ジャンは大声で叫んだ。

「あんただけであいつら全員を相手にできるわけねえだろ？　こっちだって同じぐらい数がいるんだ。このまま戦えばいいじゃねえか」

『これ以上わたしの仕事を増やすな』

　マグノリアはいまいましげに言った。

『実戦経験のないお前らクズなど足手まといにしかならん。少しは脳のう味み噌そを使え』

「俺おれなら『ペイルライダー』で機甲竜ヒユドラなんかいくらでも撃ち落とせる。ここにいる他ほかの連中だって……」

『他ほかの連中はお前ほど立派な砲剣も、立派な騎き竜りゆうも持っていない。周りをよく見てから言え、このクズ』

　ようやく、ジャンはその場の重苦しい空気に気づいた。出発前はジャンに好意的な視線を向けていた連中も、うつむいたまま目を合わせようとしない。機甲竜ヒユドラとの戦いを覚悟している者などいないようだった。

「……アバディーン」

　すぐそばに滞たい空くうしているクリスが暗い声で言った。

「ぼくもここは退ひくべきだと思う……ぼくらまで戦闘に参加したら、先生の負担がかえって増えてしまう。あまりにも危険すぎるよ」

『わたしも同感です、アバディーン』

　と、ティアナも言った。ジャンは我慢できなくなった。

「お前らもそれでいいのかよ！」

　返事はかえってこない。彼は歯を食いしばる。自分の無力が情けなかった。ティアナの協力が得られない以上、一人で残ることもできない。言われたとおりに退くしかなかった。

「くそ……」

　どうにか感情を抑えこもうとしたその時、ジャンはサモニス島から離れようとしている細長い漁船に気づいた。レガリオン軍の目を逃れて出港したのだろう。甲かん板ぱんには何人もの日焼けした子供たちが乗っている。父親らしい体格のいい男が、船尾で櫓ろを必死に操っていた。舳へ先さきに十二、三歳の少年がまたがって波の先を見つめていた。

　ジャンの目が不意に大きく見開かれる。

　少年は一匹の猫をしっかり胸に抱だいていた──きっとこの戦火の中から救い出したに違いない。アバディーン王国を出た時のジャンがそうしたように。まるで三年前の自分がそこにいるようだった。

　サモニス島の上空を旋回していた機甲竜ヒユドラの一体が、向きを変えてその漁船を追い始める。

「あ……」

　ジャンの唇くちびるからうめき声が洩もれた。

　すべての音が消えてしまったようだった。機甲竜ヒユドラは漁船の後方に苦もなく張りついた。父親はもっと櫓を速く動かそうとしているが、逃げられるはずもない。舳先にいる少年は船尾の様子に気づいていない。機甲竜ヒユドラの口が大きく開いた──。

「やめろ！」

　自分が叫んだ言葉すら、ジャンの耳には届かなかった。ほとんど反射的に「ペイルライダー」を構えると、今まさに炎を吐き出そうとしている、はるか彼方かなたの機甲竜ヒユドラに向かって発砲した。




　　　　４




　砲剣「ペイルライダー」から発射された強きよう烈れつな光の弾丸は、洋上を飛ぶ機甲竜ヒユドラの手前に着弾し、どっと水柱を噴き上げた。

　誰だれもが凍りついたように動けなかった。なぜヴィクトル・アバディーンが発砲したのか、その場にいた大半の者には分からなかった。ただ、その一発がもたらした結果は明らかだった。その空域にいた機甲竜ヒユドラの乗り手──レガリオン軍の兵士たちが、一いつ斉せいに攻撃の出所を振り返る。

　彼らは雲の手前に浮かんでいる竜りゆうの一群に気づいた。

　真っ先に方向を変え、竜たちに向かって上昇を開始したのは、一番近い位置にいた洋上の機甲竜ヒユドラだった。

『キッドマン！　フリデリカ！　このクズどもは任せた！』

　マグノリアがそう言い残して、機甲竜ヒユドラ目がけて急降下していく。呆ぼう然ぜんとしていたクリスは教官の言葉ではっと我に返った。

（……しっかりしろ）

　と、自分に言い聞かせる。ここにいる一年生たちを学院島まで無事に連れ帰らなければならない。

「ぼくたちに続け！　逃げるぞ！」

　クリスの声を合図に、フリデリカはさっき通り過ぎた雲を目指して再び上昇していく。振り返ると全員命令に反応し、どうにか自分たちについてくる。その先頭を飛ぶのはヴィクトルとティアナの組だった。ヴィクトルがなにかさかんに怒鳴っている。おそらく、逃げようとする騎き竜りゆうに抗議しているのだろう。

『あのバカ、なんで撃ったのかしら？　なに考えてるのよほんとに！』

　フリデリカの声とともに、彼女の恐怖がクリスの心に伝わってくる。

「落ち着いて、フリデリカ。必ず逃げられる……まず雲の上に出よう」

　風切り音に負けないように、クリスは力強く語りかけた。ヴィクトル・アバディーンがなにをしようとしたのか、おぼろげながら理解しているのはクリスだけかもしれない。あの機甲竜ヒユドラは島を出ようとする漁船を狙ねらっていたように見えた。それを阻そ止ししようとしたのだろう。

　その行為が危険を招いたのは間違いないが、今は考えても仕方がなかった。ここから逃げることを第一に考えるのだ。

　クリスたちは再び大きな積雲の上に出た。さっきとは逆に東へ向かってまっすぐに飛ぶ。一列縦隊とはいかないが、ゆるやかな扇形に広がって竜たちはついてくる。

（……航路を知っている者が先頭を飛ばないと帰れないな）

　しかし、クリスたちがその役割を負うと、他ほかの十組のコンビが脱落していないか確認するのは難しい。さっきの行程でマグノリアがしていたように、できれば上後方から編隊全体を見渡す者が必要だった。

　せめてもう一組、遠距離飛行訓練の経験者がいれば──。

「……あ」

　突然、クリスは最初に思い出すべき相手を忘れていることに気づいた。背後を振り返って、ぴたりと自分たちについてくる金色の竜りゆうを確認する。

「ティアナ様！　ちょっと来て下さい！」

　叫ぶのと同時に手信号でも合図を出した。ティアナの名前を出したとたん、フリデリカの動揺が伝わってきた。皇女を呼びつけたことに驚おどろいたらしい。

『ちょっと、クリス……なんで？』

「いいから、ぼくに任せて」

　ティアナがフリデリカのすぐ横に並んだ。その背中ではヴィクトル・アバディーンが悔くやしそうに表情を歪ゆがめている。彼はクリスとも目を合わせようとしなかった。

『なんですか、キッドマン』

　と、ティアナは言った。

「申し訳ありませんが、はぐれる者がいないか最後尾から見ていていただけますか？」

　今の状況では敵に真っ先に追いつかれる危険な役割だった。それも指示を出しているのは亡命者であるクリスだ──が、ティアナはまったく迷わなかった。

『……分かりました。任せて下さい』

　彼女は羽ばたきをやめ、滑かつ空くうするように隊列の後ろへと下がっていった。クリスは思わずその姿を目で追った。

（すごいな、やっぱり）

　こういう瞬しゆん時じの判断は実戦経験ゆえかもしれない。ここにいる他ほかの竜たちにはないものだろう。クリスは再び前を向いた。もうすぐ雲がとぎれる。機甲竜ヒユドラの駆動音は聞こえているが、音の大きさは変わらない。近づいてきていないのだ。

　このまま行けばどうにか逃げられるかもしれない。

　機甲竜ヒユドラと違って竜は飛行中に音を出さない。一度こちらを見失えば、それ以上は追跡できなくなるはずだ。

　かすかに気を緩ゆるめたその時、突然駆動音が大きく、明めい瞭りようになり始めた。慌あわてて振り返ったが、ティアナの後ろに機甲竜ヒユドラの姿はない。一体、どこから迫ってきているのだろう。

　ぞくりと足あし下もとから悪お寒かんが走った──下だ。

「雲から離れろ！」

　と、クリスは叫んだ。その言葉に反応してフリデリカが上昇を始めようとする。次の瞬間、分厚い雲の中から次々と黒い機甲竜ヒユドラが姿を現してきた。雲の上をなぞるように飛んでいた竜たちの列の中心にぶつかるような形になる。

（しまった）

　積雲を突っ切るように急上昇してきたのだ。こんな強引なやり方を取るとは。

　機甲竜ヒユドラの数は全部で五体。サモニス島の上空にいた者の半分だ。

　突然、周囲に現れた敵の群れに、騎き竜りゆうと騎士候補の多くがパニックに陥おちいった。統制を失ってばらばらな方向へ逃げ出す。これ以上先へ進むことも戦うことも思い至らない様子だった。

　クリスたちのいる空域は名状しがたい混乱に包まれていった。




　雲の中から機甲竜ヒユドラが現れると、ティアナは戦場を見渡せる位置にまで一気に急上昇した。振り落とされそうになったジャンは安全索さくに助けられた。慌あわてて姿勢を正し、他ほかの竜たちがどうなったのか確かめる。

　機甲竜ヒユドラはそれぞれが速度の遅い竜に狙ねらいを定めて後を追っていた。それ以外の竜たちは、誰だれもいない方向へと一いち目もく散さんに散っていく。

「どうするつもりだ？」

『……彼らを学院島に帰さなければなりません』

　ティアナは暗く沈んだ声で言った。

「でも、お前……」

　戦争には行きたくない。確かにそう言っていたはずだ。二度と殺すのは嫌いやだと。

『あなたはなにもしないで下さい』

　次の弾丸を装そう塡てんしているジャンに、ティアナが語りかけてきた。

「そんなワケいかねえだろ！」

　自分の撃った弾丸がこれほどの危機を招いたのだ。なにもしないでいられるはずがない。

　突然、ティアナが降下を始める。フォートノクス人らしい金髪の少年とその騎竜が、戦闘空域の一帯の外れで機甲竜ヒユドラに追われていた。負傷しているのか、少年はぐったりと身を伏せている。

　機甲竜ヒユドラの上にいる兵士たちは、弾倉の長い銃を携たずさえている。竜騎士ドラグーンと戦っている時、乗り手はその銃を補助の火器として使うことが多い。何十発もの弾丸を続けて発射できる、海ユ洋ニ連オ合ンにはない種類の銃だった。

　ティアナの全身が青白い燐りん光こうを帯びた。敵のそばをすり抜けざまに、彼女の竜ル気ンである雷の矢が放出される。

　ばりっと音を立てて空気が震ふるえる。青白い光の輪が機甲竜ヒユドラの全身を包みこみ、乗り手もろとも置物のように硬直させた。

　そのままふらふらと雲の中に消えかけたが、すぐに羽ばたきを再開して浮かび上がった。

（え……？）

　機甲竜ヒユドラは雷撃に弱かったはずだ。だからこそティアナはアバディーン戦せん役えきで華はな々ばなしい戦歴を挙げたと聞いている。

『新型ですね』

　苦々しげなつぶやきに愕がく然ぜんとした。間近で見ると機甲竜ヒユドラも乗り手の装備も三年前のものとは微妙に形が違う。おそらく雷を表面だけで受け流す素材で作られているのだろう。あの戦争で得られたデータを基もとに改良されているのだ。

　ティアナの背後に機甲竜ヒユドラがぴたりとついた。吐き出される炎を急上昇で避よけたところに、乗り手の撃った弾丸が翼つばさをかすめていく。

　ジャンは機甲竜ヒユドラに向けて「ペイルライダー」の引き金を引こうとした。しかし、射線の先にはこの場を離れようとする味方の騎き竜りゆうがいる。

（ダメだ）

　この砲剣では機甲竜ヒユドラを貫通して味方まで殺してしまう。ためらっている間に、黒い鉄の顎あぎとがジャンたちに向けて開いていく。今にも炎が放出されそうだった。

　突然、銃声とともに単眼が割れた。次の瞬しゆん間かん、機甲竜ヒユドラの首が赤い炎に包まれる。あたりを見回すと、はるか先を旋回するフリデリカと「ファイアーフォックス」を構えるクリスの姿が見えた。炎の竜ル気ンをこめた弾丸で撃ったらしい。

（……すげえな）

　この状況で正確な射撃を行うのは並の腕ではない。彼女が遠距離からの射撃を得意としていたことを、今さらながら思い出した。

　不意にさっと影が頭上を通り過ぎた。見上げると二体の機甲竜ヒユドラが、旋回しながらティアナの背後に回りこもうとしている。

『つかまっていて下さい』

　直進していたティアナは、厚い雲に飛びこんで旋回しながら急降下し始める。重く湿った空気がジャンの頰ほおをすり抜けていく。突然、陽光を浴びた凪なぎの海が視界いっぱいに広がった。ジャンはぐるぐる回転しながら背後を振り返る。三体の機甲竜ヒユドラも雲を抜けて、引き離されることなく旋回と急降下の動きについてくる。

（……三体？）

　ジャンの首筋の毛がぞっと逆立った。

　思わず目を凝こらした。確かに三体いる。いつのまにか追っ手が増えていた。上空に残っていた機甲竜ヒユドラは四体だけだ。その大半が自分たちを追ってきている。

（ティアナが誰だれなのか、気がついたんだ）

　ジャンはそう直感した。先のアバディーン戦役で、レガリオン軍の機甲竜ヒユドラを多数狩かった竜の皇女。倒せば間違いなく手柄になる。それを知っていて、ティアナも自分を囮おとりにしたのだろう。

　海面がみるみるうちに迫ってくる。突然、ティアナが翼を大きく広げて減速する。ジャンの体は強きよう烈れつな重圧で竜りゆうの背中に押しつけられた。その動きに対応しきれなかった機甲竜ヒユドラたちはティアナを追い抜いて海面すれすれまで近づこうとする。ティアナは長い翼つばさを器用に振って、その乗り手たちを次々と海にたたき落とした。海面に次々と水柱が上がる。重い金属で作られた飛行兵器は、まだ翼を動かしながらもがくように沈んでいった。

　投げ出された二人の乗り手は、波と波の間から呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていた。

（……殺すつもりは、ないんだな）

　さっき敵に浴びせた雷撃も決して強いものではなかった。もう二度と殺すのは嫌いやだ、という言葉は本気なのだ。

（どうしてそう思うようになったんだ？）

　アバディーン戦せん役えきでは無数の敵を殺し、栄誉を受けてきたのに。ただパートナーを失っただけで、そこまで考えが変わるものなのだろうか。

　ジャンは頭上から迫ってくる駆動音に我に返った。

　追っ手は三体だった。残りもう一体いる。

「ティアナ！　上だ！」

　横転旋回すると同時に、激しい熱気がすぐ近くを通り過ぎていった。炎の一撃はどうにかかわしたものの、縦方向に旋回してきた敵に完全に背後を取られた。

「くそっ」

　ジャンは「ペイルライダー」を構えた。

　銃口の先で黒い鉄の竜が翼を広げている。ここなら他ほかの竜に当たる心配をする必要もない。炎の舌を吐き出そうとする竜の頭に狙ねらいを定める。

　この距離なら確実に当たる。さっきのような失敗はしない。ジャンは引き金を引いた──。

　かちり、という軽い音がしただけで、弾丸は発射されなかった。全身から血の気が引いていった。動作不良だ。こんな時に。

　ふと、機甲竜ヒユドラの乗り手と目が合った。ジャンよりも少し年上の、まだ若いレガリオン人だった。彼の銃がジャンの頭に向いているのがはっきりと分かる。

　撃たれる、と確信した。

　黒い影が空から降ってきたのはその時だった。機甲竜ヒユドラの乗り手の背後に、信じがたい正確さで着地する。ぐらぐらと機甲竜ヒユドラが揺れる隙すきを突いて、一撃でレガリオン人を海にたたき落とした。飛行兵器の上にのっそりと立っているのは、三さん節せつ棍こんを手にした背の高い少年だった。

「ラシードか？」

「…………ん」

　彼はジャンに軽く武器を振って応こたえる。操縦者を失った機甲竜ヒユドラはゆっくりと傾いて落下を始める。ラシードは目を細めて計器類らしきものを眺ながめていたが、突然なんのためらいもなく機甲竜ヒユドラの背から空中に飛び出した。

「えっ……」

　ジャンは声を上げた。直立不動の姿勢で落ち始める──と思われた時、彼の足あし下もとから竜たつ巻まきのような強い風が吹き、落下する速度が鈍った。そこへ滑りこむように降下してくるアネモネの背に、ラシードの体がぴたりと収まった。
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（……風の竜ル気ンか）

　アネモネの能力は風の操作なのだ。空中でも近接戦闘を行うラシードにはぴったりだった。

『ティアナ様、アバディーンくん』

　と、アネモネが話しかけてくる。

『残りのレガリオン軍はみんなどこかへ逃げました……それと、マグノリア先生が戻ってきてます』




　夕暮れの迫るサモニス島の海岸から、竜りゆうたちが列をなして飛び立っていく。彼女たちの背には怪け我がを負った人々が乗っている。ここから近いフリデク島へ運ばれるところだった。

　海沿いに並ぶ家々はほとんど残ざん骸がいしか残っていない。生き残った村人たちは、黙々と自分の家の跡を掘り返している。逃げ遅れた家族がその下に埋まっているかもしれないからだ。

「…………なにか言うべきことはないか、アバディーン」

　マグノリアが低い声で言った。騎き士し候補たちは救援活動が一段落ついてから、砂浜に集められていた。

　ジャンは教官の目の前に立たされている。

　ふと、桟さん橋ばしへ戻ってくる古びた漁船に気づいた。沖合に避難していた村人たちだろう。その舳へ先さきには、猫を抱だいた少年が神妙な顔つきで座っていた。

「あの時、俺おれは助けるつもりで……」

　最後まで口にする前に、マグノリアの拳こぶしが頰ほおに飛んできた。ぐらぐらと視界が揺れたが、膝ひざを突くほどの痛みはなかった。利きき手ではなかったせいかもしれない。機甲竜ヒユドラとの戦闘中に怪け我がをしたマグノリアは、白い布で右腕を吊つっていた。

「誰だれが言い訳をしろと言ったんだ？　このクズ」

　背中に騎き士し候補たちの冷たい視線を感じる。彼らはジャンとは距離を置いて立っていた。

「……全部お前のせいだぞ、役立たず！」

　怒りに震ふるえた声が飛んでくる。ジャンに悪意を持っていたバルバートル人の声だった。他ほかの騎士候補たちは黙りこくっている。ジャンの肩を持とうとする者は誰もいなかった。

　騎士候補たちの数はあの戦闘が始まる前よりも少なかった。奇跡的に死者は出なかったが、三人が負傷してフリデク島へ運ばれていた。

「お前のおかげで全員が命の危険に晒さらされた。今日、お前はなんの役にも立たなかった。助けられる力もないくせに、誰かを助けるなどと安易に口にするな。反へ吐どが出る」

　ジャンはうなだれていた。自分は「ペイルライダー」の使い手だ。どうして役に立たなかったのか。自分のやったことのなにが悪かったのか。本当はどうするべきだったのか。

　頭の中が真っ白になっていた。

「追って学院から処分が下るだろう。それまで授業に出なくていい。それと、当分わたしの前に顔を見せるな…………殺すぞ」

　マグノリアの足音が遠ざかっていく。それを合図にするように、他の生徒たちも離れていき、彼は一人きりになった。

　桟橋から猫を連れた少年がやって来る。

　石像のように立っているジャンに気づいて、首をかしげながら顔を覗のぞきこんだ。しかし、父親に名前を呼ばれて、すぐに家族の元に駆け戻っていった。




　太陽が沈むまで、ジャンは砂浜から一歩も動かなかった。




　　　　５




　騎士学院グランデコルの中心にそびえる塔の中に、学院長の部屋が存在している。この学院島で重要なことは、すべてそこで話し合われ、決定が下される。ごくわずかな者しか立ち入りを許されない──住民の多くには存在すら知られていなかった。

　レガリオン軍によるサモニス島の襲しゆう撃げきから三日後、その部屋では今後の対応を決めるための会議が行われていた。

「辺境各国の協力で、負傷者の治療や食料援助などは円滑に行われているようです」

　副院長のブレロが手元の書類を見ながら現状を説明する。学院長を初め、教官たちは無言で耳を傾けていた。室内には重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「……むろん、周辺各国にはかなりの動揺が広がっています。レガリオンの領土から離れたサモニス島を、どうやって襲撃したのかはっきりしていません。また、襲撃した理由も不明のままです」

　サモニス島には行政府すらなく、人口百人ほどの集落が一つあるだけだ。学院島と変わらない小島にすぎない。誰だれがどう見ても軍事目標にするだけの価値はなかった。

「あなたはどのように考えますか？　副院長」

　奥の席に腰かけたガートルードが静かに声をかけてくる。一いつ瞬しゆん、ブレロは言葉に詰まった。考えがまとまらなかったからではない。口に出すのがはばかられたからだ。

「……襲撃の方法についてはさほど議論の余地はないと存じます。マグノリア教官や生徒たちの証言を総合するに、襲撃に使用された機甲竜ヒユドラは新型です。おそらく、長距離移動を可能にするなんらかの対策が取られているものと思われます」

　教官たちの間に動揺が広がった。事実を知っているマグノリアだけは、一番端の席で仏ぶつ頂ちよう面づらを保っている。

「どこかの辺境の国がレガリオン帝国と手を結び、機甲竜ヒユドラの基地を密ひそかに提供している、という可能性はないのですか？」

　ブレロはごくりと唾つばを吞のみこんだ。ガートルードの疑問は、つい三日前に彼が考えたこととまったく同じだった。

「辺境各国は例外なく、海ユ洋ニ連オ合ン本部に竜騎士ドラグーンの派遣を要よう請せいしています。レガリオン帝国と通じていれば、わざわざそれが露ろ見けんするようなことはしないでしょう……この要請はサモニス島が襲撃された理由とも関係していると思われます。各国は三日前の襲撃を、ある種の予行演習だと見なしています。真の標的は辺境のどこかの国でしょう。残念ながら、わたしも同意見です」

　ブレロの声はかすかに震ふるえていた。ついに来るべきものが来た。アバディーン戦せん役えきの再来だ──しかも、この戦争はいつ始まるかすら定かではない。レガリオン帝国は宣戦布告すらせず、突とつ如じよ侵攻して来るはずだ。彼らは海ユ洋ニ連オ合ンと一切の交こう渉しようを行わない。アバディーン戦役の時も、かろうじて戦後の捕ほ虜りよ交換に応じただけだ。

「その考えに根拠はありますか？」

　と、ガートルード。ブレロは弱々しくうなずくと、唇くちびるを湿してさらに話を続けた。

「以前より辺境ではレガリオン帝国のスパイが活動している、という噂うわさがありました。ここ数ヶ月でその活動が顕けん著ちよになったようで、痕こん跡せきが次々と発見されているそうです……ちょうど、この島でもそのようなものが発見されましたが。アバディーン王国でも、襲しゆう撃げき前にスパイの活動があったと言われています」

「……この島に入りこんでいるスパイについてはどう考えます？」

「そうですね……ここが最も早く援軍を派遣できる施設だからだと思います。今の我々の戦力を確認しに来たのではないかと」

　うなずきながら聞いていたガートルードの表情がわずかに動いた。ブレロは違和感を覚える。お前の言っていることは的はずれだと言われた気がした。

「学院長は他ほかの可能性についてもお考えですか？」

　そう尋たずねると、彼女は物もの憂うげに首を横に振った。

「いいえ、そうではありません。あなたの解釈が妥だ当とうでしょう。話は終わりですか？」

「あ……はい」

「ご苦労様。もう結構です」

　どこか割り切れないものを感じながら、ブレロは腰を下ろした。彼女は別の懸け念ねんを抱いだいているようだ。それを口にしなかったことが妙に気にかかった。

　ブレロに引き続いて、衛兵隊の隊長が立ち上がった。元竜騎士ドラグーンらしいが、もはや何歳か分からないほどの老人だ。スパイの捜索について弱々しい声で、あまり実りのない報告を始めた。

「……今のところ、不審な人物は見つかっておりません……あー、ただ、北地区の廃はい屋おくの一つで、様々な種類の服やかつらが見つかりまして。どうやら変装して歩き回っている様子です」

　当たり前だろう、とブレロは呆あきれた。レガリオン軍の装備のまま歩き回るはずがない。

「残されたものの数から言って、何度かこの島を出たり入ったりしておるかもしれんです。一度に運べる量ではありませんので」

「スパイの侵入経路は分かりましたか？」

「あー、それもただいま調査中です」

　ブレロは苛いら立だってきた。それが一番重要な情報のはずだ。なんとも無能な連中だった。

　治安の維持にあたって、生徒会の権限を強めるようにガートルードには何度も申し入れをしている。しかしいつも聞き流され、今回も調査の大半は衛兵たちが行っている。

（こんな連中に任せていて、大だい丈じよう夫ぶなのか）

　ブレロの不安は膨ふくらむ一方だった。スパイの捜索は学院島の運命を左右するかもしれない。万が一、スパイがこの島の施設の破壊や大量殺さつ戮りくをもくろんでいたとしても、この連中で防げるかどうかはなはだ疑問だった。

　結局、会議で大した結論は出なかった。スパイの捜索を続けること、辺境の情勢に注意すること、万が一の時にすぐ援軍を出せるようにしておくこと──その程度だった。

「各自警戒を怠おこたらないように。そして、なんらかの情報を得た者は必ずすぐに報告なさい」

　ガートルードはそう言いながら鋭い目でブレロを一いち瞥べつする。首筋に冷たい汗が流れた。ブレロはサモニス島に機甲竜ヒユドラが出没していることを事前につかんでいたが、ガートルードには報告をしていなかった。

　そのことについて尻尾しつぽを出した記憶はない。しかし、どこか怪しいと思われているのかもしれない。

「……他ほかになにかありますか？」

「ヴィクトル・アバディーンの処分をどうなさいますか？」

　と、ブレロは言った。ガートルードの関心を少しでも別のところに向けたかった。

「飛行訓練中の一年生たちが機甲竜ヒユドラ部隊から攻撃を受けたのは、アバディーンの命令に従わない発砲がきっかけです。運良く数人の負傷だけで済みましたが、全員戦死の可能性も否定できない状況でした」

　全員戦死、という言葉が教官たちの顔色を変えさせた。「黒組」の数学を担当する教官が立ち上がった。ブレロと意見の近いバルバートル王国出身の老教師だった。

「アバディーンは騎き士しとしていささか軽率すぎるのではありませんか。先月にも騒ぎを起こしたばかりでしょう。資質に問題があるのではないですか」

　同意のうなずきが部屋中に広がる。主君であるアダマスのためにも、あの少年をできる限り追いこんでおくべきかもしれない。ブレロは部屋の隅に座っているマグノリアに目を向けた。

「マグノリア教官もおっしゃりたいことがあるのでは？　なにしろあなたが怪け我がをなさったのもアバディーンの責任で……」

「わたしの怪我は機甲竜ヒユドラにやられたものですよ。あのクズとは無関係です」

　右手を吊つったマグノリアはにべもなく言った。気勢を殺そがれたブレロはぐっと口をつぐんだ。

（……なにを考えているか読めん奴やつだ）

　まさか庇かばうような物言いをするとは思わなかった。この不祥事でヴィクトルの顔を殴なぐり飛ばし、授業を受けさせずに自習室に押しこめているのは、マグノリアだと聞いていたのだが。

　ブレロは咳せき払ばらいをして、再び学院長に向かって話を始めた。

「いずれにせよ、退学処分を下すには十分かと存じますが、どうお考えですか？」

　ガートルードは沈黙する。遠い目をして考えこんでいる様子だった。

　口を開いたのはしばらく後だった。

「他の懸案もありますから、今のところは保留です。ただ、退学を検討すべきなのは確かです」

　ブレロは無言で頭を下げた。このことをさっそく主あるじのアダマスに報告する必要がある。




　ジャン・アバディーンは黙々と古代語の構文を書き写している。彼は図書館の奥にある自習室にこもっていた。そこは大きな木の机と椅い子すが置いてあるだけの小さな部屋だ。教室や食堂からは遠く、学院の中とは思えないほど静かだった。

「鐘かね、鳴りましたよ」

　ティアナにそう言われて、ジャンはようやく今日の授業の時間が終わったことを知った。

　ジャンはのろのろと鞄かばんに教科書とノートを詰めこんだ。

　処分が決まるまで、この部屋で過ごすように命じられている。勉強をしているのは他ほかにすることもないからだ。

　鞄以外に彼の荷物はない。腰に帯びていた「ペイルライダー」はマグノリアに没収されてしまった。今はラフエッジの工房にあるらしい。

　向かいに座っていたティアナも立ち上がった。ここ数日、彼女はなにをするでもなくジャンのそばにいる。

（……変な奴やつだな）

　先月、入院している時もジャンのベッドから離れなかった。普段は探しても姿を見せないのに、一人で過ごしている時に限って近寄ってくる。

　まるで猫みたいだと思った。

「……帰りますか？」

　彼女の言葉に黙ってうなずく。二人は一緒に自習室を出た。

　三日前のサモニス島の事件以来、ジャンはずっとふさぎこんだままだ。

　あの時負傷した騎き士し候補たちは、まだフリデク島で治療を受けている。「ペイルライダー」の使い手などと自負していたが、他の者たちを危険に晒さらした上に、助けるために何一つできなかった。今までの自信が打ち砕かれて、どうしたらいいのかまったく分からない。自分の無力さを嚙かみしめていた。

　廊下に出ると、重くよどんだ空気を肌はだで感じる。他の生徒たちの冷たい視線が突き刺さってきた。軽率に機甲竜ヒユドラを攻撃し、その結果負傷者が出たことを知らない者はいない。ひそひそと交わされる会話の中から、「役立たず」「なにが『ペイルライダー』だ」という言葉が聞こえる。

　彼らの表情に宿る不安にジャンは気づいていた。迫りくるレガリオン軍への恐怖が、ジャンへの反感に転化されているようだった。

　ふと、前から同じ「黒組」の女子生徒たちが歩いてくることに気づいた。髪の短いイヴリン、エラトとカリオペの双子だ。声をかけるべきか迷った──が、要いらぬ心配だった。彼女たちは回れ右をして走り去っていったからだ。

　思わずため息をついた。ヴィクトル・アバディーンは関かかわり合いにならない方がいい相手、という評価が定着しているらしい。

「……お前、俺おれと一緒にいるのって嫌いやじゃないのか？」

　三人組の姿が見えなくなってから、ジャンはティアナに尋たずねる。

「なにが嫌なのですか？」

　彼女は首をかしげる。

「だから、俺おれみたいな情けない……いや、もういい」

　あなたは情けなくありません、と言わせたがっているようで、ますます情けない気分になった。

「別に嫌いやではありません」

　彼女は澄ました顔で言った。

「情けない方がわたしには都合がいいですから」

「え……？」

　ひどい言い方もあったものだ。確かにそういう相手と契約を結びたかったのだろうが、ここまで身も蓋ふたもない──。

「一緒にいる理由を、いちいちあなたが気にする必要はありません。わたしが勝手にやっていることです」

　ジャンは空中を見つめながら考えこんだ。相変わらず不快な視線が周囲から絶え間なく投げつけられる。しばらくして、彼は口を開いた。

「なあ……ひょっとして、ちょっと励はげましてくれてるのか？」

　とたんにティアナがジャンをきっと睨にらんだ。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。違います」

　気のせいか少し頰ほおが赤くなっている。照れているのか気を悪くしたのか、どちらなのかよく分からない。

「よー、アバディーン！」

　突然どんと背中を叩たたかれて、ジャンはよろけそうになった。

「……それに姫さん、久しぶり！」

　現れたのはカジカだった。あまりにも以前と変わらない態度に、ジャンの方が面食らった。

「どこにいるんだよ、お前。学院には毎日来てんのか？」

「あ……うん。自習室に」

「そっかー。早いとこ普通に授業出られるといいな」

　にやっと白い歯を見せる。いつも通りに接することで励まそうとしている、とすぐに気づいた。これはこれでカジカらしい。

「悪わりィけど俺急いでっからもう行くわ……あ、うちの師し匠しようが工房に来いってよ。話があるって言ってたぞ」

　そういえば、以前からラフエッジの工房に行くことになっていた。例の事件があったせいですっかり忘れていたが。

「……分かった」

　と、ジャンは答えた。

「じゃな！　また後で。姫さんも！」

　彼はそう言い残して、大おお股またに走り去っていった。

「お前、どうする？　一緒に来るか？」

　ティアナに尋たずねる。彼女は迷っている様子だったが、結局うなずいてみせた。

「いいですよ、別に。付き合っても」
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　学院島のメインストリートは緩ゆるい坂道になっている。

　ジャンが足を踏み入れるのは久しぶりだったが、予想外に物々しい雰ふん囲い気きだった。二人一組の衛兵が常時見回りをしていて、不審者がいないか目を光らせている。普段に比べると人通りもまばらだった。

（スパイってどこに隠れてるんだ？）

　ティアナと一緒に坂道を下りながらジャンは思った。これだけ警備が厳しければ、住民でない者は島内を移動することも難しそうだった。もともとこの島には外部から来る者が少ない。知らない者が歩いていればすぐに分かるはずだった。

「なにをしているんですか？」

　ティアナに袖そでを引っ張られた。顔を上げると鋳ちゆう鉄てつで作られたラフエッジ工房の看板がある。考えごとをしていて通り過ぎてしまうところだった。ジャンが扉を開けようとした時、

「……わたしはこのあたりを散策しています。話が終わる頃ころに戻ってきますので」

　と、彼女は言った。確かに武具工房で竜りゆうがやることはない。

「そうだな、分かった。後でな」

　軽く手を上げて、建物の中に入った。このあたりの武具工房は建物の通りに面した一角を、直接商品を売る店てん舗ぽにしている。ラフエッジ工房の中にも武器の並べられたカウンターがあった。

　騎士学院グランデコルの授業が終わった今の時間は、カジカが店番をしていることが多い。しかし、今日は様子が違っていた。

「よう、やっと来たか」

　カウンターの向こうで長身の金髪の男が、窮きゆう屈くつそうに足を組んでいる。年齢はおそらく三十前後。少し伸びすぎたぼさぼさ髪のせいで、整った目鼻立ちが隠れてしまっている。

「今、カジカにはちょっと買い物に行ってもらってるんだ」

　ラフエッジはよく通る声で言った。

「まあ、どうせ客も来ないから閉めちまうか。ここじゃゆっくり話もできない」

　彼は椅い子すからゆっくりと立ち上がった。

「上で話そう。ついてきな」




　ジャンが足を踏み入れたのは、通りに面した二階の部屋だった。開いた窓のそばに二脚の椅い子すが置いてある。ジャンは窓から顔を出して坂道を見下ろす。

（……ん？）

　ラフエッジ工房の向かいにある理髪店の前を、制服を着たクリスが小走りに通り過ぎる。鞄かばんも砲剣も持っていない。ずいぶん急いでいるようだった。声をかけようか考えているうちに、すぐに坂を下っていってしまった。

（なんかあったのかな）

　このところ、寮りようでもほとんどクリスと会話していない。落ちこんでいるジャンに気を遣つかってか、なるべく話しかけないようにしているらしかった。

「……ガキの頃ころから見慣れてるせいかな。そこに座ってこの通りを眺ながめてると気分が落ち着くんだ。お前がうちの前を通り過ぎていくのもよく見てたぜ」

　ラフエッジはそこに座るようジャンを促うながす。なかなか工房に寄らなかったことへの皮肉を言われている気がした。

「俺おれ、普段あんまりこの通りには来てないですよ」

　椅子に腰かけながらジャンは言った。

「ん？　じゃあ見間違いかな」

　ラフエッジはとぼけたように笑い、ジャンと向かい合うように腰を下ろす。いつもより多少くだけた態度だが、安心はできない。前に来た時には砲剣の扱いについてやたらと厳しく説教された。

　きっと今日もその話になるはずだ。

「お前、『ペイルライダー』の銃身がちょっと歪ゆがんでたの、気がついてたか？」

「え……？」

　ジャンは予想外の話に戸惑った。

「そうだったんですか？」

「ああ。竜りゆう鱗りんってのはもともと加工が面倒でな。ちょっとメンテナンスにも気を遣わなきゃいけないところがある。特に使い始めのうちは色々おかしくなりやすいんだ。あれじゃ、弾だって当たらなかったろう」

　色々と思い当たる節があった。あのタグボートを撃ってしまった時、機甲竜ヒユドラを撃とうとした時。そういえば、ここしばらくまともに弾が当たった試しがない。

「動作不良も起こしてたんだって？　内部にある細かい部品が歪んでる。今オーバーホールの最中だ」

　ラフエッジは足を投げ出して、両手を腹の上で組んだ。どことなくあいまいな、とらえどころのない表情でジャンを見つめている。

「……俺おれの腕だけが悪いわけじゃなかったんだ」

　ジャンは独り言のようにつぶやく。すると、ラフエッジが深いため息をついた。

「いや、それも含めてお前の腕が悪いんだよ」

　すっと空気が冷たくなった気がした。

「え？」

　口調は変わらなかったが、ラフエッジの目が鋭さを帯びている。

「俺が言ったとおりにきちんとチェックしていれば、気づけたことなんだ。じゃなかったらここへ持ちこんで俺にチェックさせてもよかった。お前はどっちもやらなかった。『ペイルライダー』の使い手としちゃ完全に失格だ。どうせ、扱えるのは世界で自分一人だとか思って、うぬぼれてたんだろう。違うか？」

「でも、俺は……」

　唯一の「ペイルライダー」の使い手であることに変わりはない。ジャンがそう言い返そうとすると、ラフエッジは遮さえぎって話を続けた。

「中途半はん端ぱに使える奴やつが一番性た質ちが悪いんだ。お前、自分のしたことで何人死にかけたと思ってる？　もしそいつらが本当に死んでいても、そんな風に言い訳する気か」

　竜りゆうの背中で意識を失ったフォートノクス人の少年の姿が、ジャンの頭をよぎった。両肩にずしりと重いものがのしかかってくる。

　なに一つ反論できない。悔くやしいがラフエッジの言うとおりだった。なにかと言うと「ペイルライダー」を使える自分を自信の拠より所にしていたと思う。扱い方を憶おぼえるのも面倒で、自由にやらせてくれればいいと思っていた。

「砲剣ってのはな、ただ騎き士しが持ってる武器じゃない。それ自体が生き物みたいなもんだ。誠意を持って扱わないときちんと働いてくれない。自分の騎竜と一緒だ。ほら、規約にも書いてあるだろ。『竜の魂たましいは虚言を吐かぬものなり。騎士たる者、常に竜の誠心を信ずべし』だったか？　武器がお前に応こたえなかったのは、お前がそれなりのことをしてなかったからだよ」

　言葉の一つ一つが胸に刺さるようだった。ラフエッジの言葉は容よう赦しやなくジャンを追いつめていた。

「騎士ってのはな、他ほかの人間や竜たちの命も預かってるもんなんだ。その重みが分からない奴に、俺は自分の武器を使わせるつもりはない。正直、今のお前には『ペイルライダー』に二度と触って欲しくないな」




　ジャンは足を引きずるようにして、階段を下りていった。つまるところ、「ペイルライダー」の使い手としての資格がないという宣告だった。「今のお前」という条件つきではあったが、もう二度と自分の手には戻ってこないかもしれない。

　サモニス島の出来事では学院からの処分待ち、「ペイルライダー」も取り上げられる──鉛なまりを吞のみこんだような気分だった。

　厳しい言葉を次々に投げかけたわりに、ラフエッジの態度は常時落ち着いていて、機嫌も悪くはなさそうだった。ちゃんとジャンを店てん舗ぽの出口まで見送ってくれた。

「そういえば、一つ訊ききたかったんだが」

　扉を開けようとしているジャンに、ラフエッジが声をかける。

「ティアナの奴やつ、元気か？」

　ジャンは振り返る。急に出てきた名前に戸惑っていた。

「知ってるんですか？　あいつのこと」

「そりゃ、こんな狭い島で育てば誰だれでも顔見知りになるさ。あいつのことはこんな小さな頃ころから知ってる」

　彼は自分の膝ひざあたりに手のひらを近づけた。

「元気ですよ」

　と、ジャンは短く答える。さっきの話のショックが大きすぎて、まともに話す気にはなれなかった。

「なんであいつがお前を選んだのか、ちょっと分かる気がするな」

　ラフエッジは白い歯を見せて笑った。妙に子供っぽい笑顔だった。

「……え？」

「お前は昔のあいつの性格にそっくりだ。アバディーン戦せん役えきに行く前のな。おっちょこちょいですぐ先走りして……お前みたいな奴を選んだってことは、お前の性格に共感するものがあったんだろう」

　ジャンは黙っていた。それは違う。性格で選ばれたわけではない。単に無能で扱いやすいから選ばれただけだ。彼女が噓うそをつくのに必要だったから。要はその程度の存在でしかない。ジャンがここへ来ることを断っていれば、別の無能な人間を探しに行ったはずだ。

「納なつ得とくいかないって顔してるな」

　と、ラフエッジは言った。

「ついさっき教えただろ、人と竜りゆうの規約。砲剣も竜も基本的には一緒だ」




『竜の魂たましいは虚言を吐かぬものなり。

　騎き士したる者、常に竜の誠心を信ずべし。』




　頭の中でその言葉を反はん芻すうする──意味はよく分からなかった。




　ジャンは扉を開けてラフエッジの工房の外に出る。道路の反対側にぼんやり立っていたティアナが、彼に気づいたとたん急ぎ足で近寄ってきた。どうやら出てくるのをずっと待っていたらしい。

「終わりましたか？　話は」

「……うん」

　ろくな話ではなかった。結局、「ペイルライダー」の使い手として資格なしと言われただけだ。

「では、行きましょう」

　ティアナは坂をずんずん下り始めた。その時にようやく、彼女がラフエッジと顔を合わせたがっていないことに気づいた。ラフエッジの口ぶりでは、幼い頃ころのティアナと親しかったらしい。しかし、ジャンと同じような性格だったとはとても信じられない。

　いくら先走りするといっても、彼女が自分のようにドジを踏むとは思えない。少なくとも仲間の命を危険に晒さらすようなことはしないだろう。

「ラフエッジはなにか言っていましたか？　わたしのことを」

　突然、ティアナが妙にうわずった声で言った。ほとんどジャンの肩に顎あごを載せるようにして、表情の変化をじっと窺うかがっている。はしばみ色の瞳ひとみにジャンの胸が騒いだ。

「え……別に。昔から知ってるってだけで、大したことは」

　のけぞりながらジャンは答えた。あまり詳しく話すと面倒なことになりそうだった。

「そうですか。でしたら忘れて下さい。今すぐにです」

「はあ……」

　なにか思い出したくない子供の頃の思い出でもあるのかもしれない。彼女の前でラフエッジの名前は出さない方がよさそうだった。

　彼女に並んで歩くうちに、いつのまにか坂を通り過ぎて正門の近くまで来てしまっていた。正門の前は広場になっていたが、ここも衛兵が目立つだけで生徒や住民はほとんど見かけない。

「なんかこっちに用でもあるのか？」

「あなたの方こそ用があったのではないのですか？」

「なにもねえよ。お前が来るから歩いてきたんだよ」

　ジャンも呆あきれて言う。水掛け論だった。

　開いた正門の向こうに、小さな桟さん橋ばしが見える。今は外部の人間の立ち入りをほとんど禁止しているはずだが、今日はタグボートらしきものが一隻せき止まっている。

（……ん？）

　その船型や塗装には見覚えがある気がした。遠いので今ひとつ分かりにくいが、よく知っている船のような──。

「……ジャン」

　心臓がぎゅっと縮こまった気がした。本名で呼ばれるのは久しぶりだ。ジャンはゆっくり振り返った。水夫のシャツを着た、禿とく頭とうの老人が立っている。横に広がった巨体。妙に悪い目つき──フリデク島で最後に見た時となにも変わらなかった。

「やっぱりお前か、ジャン」

　と、リンケは言った。
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　その場にいた三人の中で、一番最初に口を開いたのはティアナだった。

「アバディーン、わたしは忘れ物をしたので騎士学院グランデコルへ戻ります」

　ほとんど聞き取れないほどの早口と棒読みで言い終えると、くるりと背を向けて元来た道を一いち目もく散さんに駆け上がっていった。

　忘れ物をしたなど聞いていない。この場から逃げるための口実に違いない。急にどうしたのだろう──。

「……なるほどな。そうだったのか」

　リンケのかすかなつぶやきが聞こえる。

「は？」

「少し時間はあるか？　どこかで話をしたいんだが」

　もちろん、そうするつもりだった。どういうつもりでリンケが現れたにせよ、話さないわけにはいかなかった。




　ジャンとリンケは船の停泊していない奥の桟さん橋ばしに並んで腰を下ろした。

　周囲には誰だれもいない。話を聞かれる心配はなかった。ゆっくりと太陽は西に傾きつつある。赤みがかった光を浴びて、タグボートが手前の桟橋に浮かんでいた。三年前、リンケが子供たちをアバディーンからフリデクに運んだ船だった。

「長いこと船に乗っていたが、騎士学院グランデコルに来るのは初めてでな」

　リンケは遠い海を眺ながめながら言った。

「わしが生まれる前は、幻まぼろしの島なんていう呼び方もされとったらしい。どこにあるかも分からん、普通の人間には辿たどり着けないなんて言われとったそうでな。今もまだここにあることを知らん船乗りも多いんだ」

　それから、ジャンに向かってにやりと笑いかけた。

「まあ、家出先としちゃ、申し分のない場所だよ。わしもお前がここにいると見当つけたのはつい最近だ。フリデク島に潜伏していたヴィクトル・アバディーンが、本当は生きていたなんて話を人づてに聞いてな。それでピンと来たというわけだ」

　ジャンが黙っていることが気になったのか、彼はぽんと彼の肩を叩たたいた。

「別にお前を今すぐ連れ戻そうってんじゃない。フリデクで治療を受けとった怪け我が人にんをここまで運んだだけだ。お前と同じように竜騎士ドラグーンを目指しとる子供だよ」

　ジャンの背中がぎくりと震ふるえた。この前のサモニス島での襲しゆう撃げきで怪け我がをした騎き士し候補だ。自分のせいで死んでいたかもしれない人間。

「……大だい丈じよう夫ぶなのか、そいつ」

「足の骨を折っただけで、命に別条はなかったようだな。孤児院の子供たちが交替で見舞いに行ってな。あちらの方も快く相手してくれとった」

「そっか」

　ジャンはほっと胸をなで下ろした。

「孤児院のみんなも元気なのか？」

「お前がおらんから寂しがっとるが、元気にやっとる。わしらのことは心配せんでいい……お前はお前のすることがあるんだろう」

「……止めないのか？」

「止めても無む駄だだろう。ここまで大それたことをやっとるんだ。もうわしがどうこう言うことじゃあるまい」

　ジャンは突き放されたような寂しさを覚えた。孤児院にいた時は、自由にどこへでも行きたいとあれほど思っていたのに。ちょうど自信を失っているからだろう。心のどこかでフリデクに帰ることを考えてしまっている。

「お前、どうかしたのか？　ずいぶんと顔つきが辛しん気きくさいぞ……よかったら話してみろ」

　そう言われても、なにを話していいのか見当もつかない。この二ヶ月であまりにも沢たく山さんのことが起きている。

「……思ったより強くなれないんだ」

　迷った末に口から出てきたのは、ひどく抽象的な話だった。

「自分なら周りの奴やつらを守ってやれると思ってたんだけど、結局そいつらを危ない目に遭あわせるだけで……やることが全部裏目に出てるんだ。ここにいても、全部が全部うまくいってるわけじゃねえんだよ」

　ジャンは口をつぐんだ。目を細めて聞いていたリンケは、つるりと自分の頭を撫なでた。

「お前も立派な若者になっちまったんだな……」

　と、しみじみと言った。

「え？　なに言ってんだ？」

　今の話をどう聞けばそういう感想になるのか、まるで分からない。

「フリデク島を出る時、お前の頭ん中は『黒の鉄姫』への復ふく讐しゆうしかなかっただろう。それがほんの二ヶ月の間に、他人の命まで守ろうとする気になったんだ……それはずいぶんと大きな進歩じゃねえのか」

「……あ」

　もちろん、復ふく讐しゆうを諦あきらめたわけではない。言われてみれば、いつのまにか自然にそういう考えも一緒に持つようになった。三年前に自分が味わったことを誰だれにも味わって欲しくないだけだ。

「わしに言わせればな、目的が大きくなってるんだから、簡単にいかないのも当たり前だ……きっとさっきの竜りゆうの娘が、お前にいい影えい響きようを与えたんだろうよ。あの娘もずいぶん大きくなったもんだ」

　話がよく見えない。ジャンは首をかしげた。

「……なんの話してんだ？　ティアナのこと、知ってんのか？」

「お前の方こそなにを言っとるんだ？」

　リンケの方が呆あきれ顔で言った。

「三年前にセゲドの港で会っとるだろうが。わしもお前も。わしはすぐ分かったぞ」

「え……」

　ジャンは言葉を失った。




　リンケたちの乗ったタグボートが桟さん橋ばしを離れていくのを見送ってから、ジャンはすぐに騎士学院グランデコルへ向かって走り出した。

　頭の中でおぼろげな記憶が蘇よみがえってくる。フリデク島を出る直前、猫を捜しに行った時、金髪の少女と話した気がする。てっきり自分と同じ戦災孤児だと思いこんでいた。どうしてリンケが彼女を連れて帰らなかったのか、不思議に思ったものだった。

（あの時、もっと強引に連れてくるんだったと後から何度も思ったよ）

　桟橋でリンケは別れ際ぎわにそう言っていた。

（二度と見たくないもんを見ちまったんだろう。子供とは思えん目をしてた……初めて会った時のお前たちとそっくりだ）

　ジャンの胸を占めていたのは怒りだった。どうして今まで気がつかなかったのか。自分の頭の悪さに心底腹が立っていた。

（あなたも戦争を知っているわ。だから会いに行ったの）

　ティアナの言葉が耳の奥で蘇る。かつてのジャンを知っていなければ口にできない言葉だ。あの時に昔のことを思い出すべきだった。

　最初から彼女は本当の答えを言っていた。自分と似た体験をしたからこそ、ジャンに会いに行ったのだと。この島へ来てからも、時々彼女はジャンに気き遣づかいや優やさしさめいたものを示していた。本当にただ無能な人間を求めていただけだったら、そんなことをする必要もなかったはずだ。初めてティアナが身近な存在に思えた。ずっと前から彼女の方は、ジャンに対してそう思っていたに違いない──。

　曲がりくねった坂道を一気に駆け上がり、学院の門をくぐり抜ける。噴水のある前庭には、もう誰の姿もなかった。なんとなくティアナのいる場所は見当がついていた。

　講堂の前を走り抜け、竜りゆうの石像のある場所まで走っていった。

　ティアナはそこにいた。石像の顔の部分にじっと目を近づけていた。

「なに……やってんだよ？」

　ジャンは息を切らせながら、やっとのことで言った。

「……この石像を見ていました」

　ティアナはきょとんとした顔で答えると、思い出したように付け加えた。

「さっき気がつきましたけど、この竜の像は両目がありませんね」

「そんな話はしてねえ。分かってるだろ……今までお前はなにやってきたんだって訊きいてるんだ」

　彼女は石像から離れて、うつむき加減のままジャンと向かい合った。敷石の上に二つの濃い影が長く伸びた。

「……質問が漠ばく然ぜんとしすぎています」

　と、ティアナ。

「わたしに今までの生しよう涯がいを話せとでも言うのですか」

「そうだ」

　と、ジャンはきっぱり言った。

「隠してることがあるからここまで話がややこしくなったんだ。お前がまだ話してないことを全部話せ。それでどうするか決める」

「……それを話せば、わたしと契約を結ぶのですか？」

　ジャンの頭にかっと血が上った。

「もうそういう話はやめろ！」

　静まりかえった空間にジャンの声が響ひびいた。

「お前が話したら、俺おれも俺のことを全部話す。それで俺と契約を望むかどうか決めろ。俺もお前との契約を受け入れるかどうか決める。それだけだ。他ほかのことは後で考える」

「え……」

　ティアナは呆あつ気けにとられた様子だった。ジャンはティアナに向かってまっすぐに近づくと、彼女のはしばみ色の瞳ひとみを至近距離から見つめた。

「俺はお前のことが全部知りたい。そうじゃなければ、契約なんか結べるか」

　ティアナの唇くちびるがあえぐように開いた。しばらくの間、二人はそのままの姿勢で微動だにしなかった。ただ互いの目を見つめ合っていた。

「……分かりました」

　ティアナはやっと聞き取れるほどの小さな声で言い、珍しく恥ずかしそうに視線を逸そらした。

「あの、だからもう少し離れて……」

　彼女の双そう眸ぼうが突然大きく見開かれた。ジャンの肩越しになにかを見つめているようだ。

（ん……？）

　不審に思ったジャンが振り返り、彼女の視線の先を追った。

　講堂の屋上に何者かが立っている。顔の部分は影になっていて見えない。屋上の縁へりから砲剣の先端がせり出していて、ジャンたちに狙ねらいを定めていた。

「あ……」

　砲剣が白い光を放つのと、ティアナがジャンを地面に引きずり倒すのはほとんど同時だった。学院中に鋭い銃声が響ひびきわたる。

　すぐに立ち上がったジャンは、ティアナを見下ろして呆ぼう然ぜんとした。彼女は制服の肩を押さえて体を丸めていた。ゆっくりと敷石に血だまりが広がっていく。

（撃たれたんだ）

　きっとスパイの仕し業わざだ。ジャンは慌あわててティアナの体を石像のかげまで引きずって隠した。それから、もう一度講堂の屋上を振り返る。背後に退いたのか、もう人影は見えなくなっていた。

「……わたしは大だい丈じよう夫ぶです」

　ティアナがかすれた声で言った。

「だからあなたは助けを……」

　ティアナの声はほとんど耳に入っていなかった。ジャンの中で恐怖を凌りよう駕がするほどの強きよう烈れつな怒りが炸さく裂れつする。ティアナをこんな目に遭あわせた奴やつを絶対に許さない。
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（必ず捕まえてやる）

　自分が丸腰だということも頭にはなかった。ジャンは講堂に向かって全速力で駆け出した。両開きの扉を開け放つと、ロビーを横切ってつむじ風のように螺ら旋せん階段を上がり、屋上へと飛び出した。

　平板な広い空間に、銃を抱かかえた人影が立っている。

「てめえ……」

　犯人に駆け寄ろうとしたジャンは、途中で凍りついたように足を止めた──近づくと相手の顔がはっきり見える。ジャンのよく知っている顔だった。

　黒い髪と黒い瞳ひとみ。

　クリス・キッドマンが「ファイアーフォックス」を抱えて立っていた。







　　　第三章　戦いの島







　　　　１




　クリス・キッドマンが皇女ティアナレルドを狙そ撃げきしたというニュースは、その日のうちに島中を駆けめぐった。

　島に住む者の多くはクリスが何者か知らなかったが、レガリオン人の亡命者と聞いて、それならそのような凶行にも及ぶに違いないと納なつ得とくした。クリスと面識のある者たちも、なにかの間違いだろうと最初は考えたが、撃った直後にそのまま捕まったと聞くとほとんどは考えを改めた。

　次の日の朝までには、学院島に住む大半の者たちがこの事件は落着したと思っていた──レガリオン人の犯人にはきっと厳罰が下されるに違いない、と。

　なにかがおかしいと思う者はごく一部に限られていた。




　朝日の射さしこむ病室で、ジャン・アバディーンはベッドのそばに座っていた。

　白いシーツをかぶったティアナはずっと眠り続けている。幸い弾丸には竜ル気ンがこめられていなかったので、普通の銃創と変わらない治療がほどこされた。傷口は縫ほう合ごうされ、後は意識の回復を待っている状態だ。

　ジャンは腕組みをしたまま、昨日の事件のことをずっと考え続けていた。第一発見者でありながら、彼はクリスがティアナを撃ったとはどうしても信じられずにいた。二ヶ月一緒に住んで、それなりに彼女について知っているつもりでいた。彼の知っているクリスと、屋上から自分たちを狙ねらった人物がどうしても重ならなかった。

　一体なにがあったのか、彼女の口から聞く余裕もなかった。銃声を聞いて駆けつけた教官たちに、彼女は連れて行かれてしまったからだ。それ以降、学院内の自習室に閉じこめられているという。そのうち尋じん問もんが始まるという話だった。

（……ハメられたんじゃねえのか）

　この学院にはスパイが潜もぐりこんでいる。それぐらいの工作はやってのけるだろう。

　ジャンはラフエッジ工房の窓から、慌あわてたように走っていくクリスの姿を見ている。彼女の様子はどこかおかしかった。もしあの時呼び止めていたら、こんな状況を招くこともなかったのかもしれない。

　その時、ノックの音が聞こえた。ジャンが返事をする前に扉が開き、緑色の髪を伸ばした長身の男子生徒が半身を覗のぞかせる。眉まゆの上に走る傷が今日もはっきり見える。

「おはよう、アバディーン。今、入ってもいいだろうか」

　よく響ひびく声でアダマス・バルバートルは言った。ジャンが無言でうなずくと、彼は部屋の中に入ってきた。

「生徒会の代表として見舞いに来たんだ」

　彼はどこか芝しば居いがかったしぐさで、白い百ゆ合りの花束を差し出す。ジャンは目礼してそれを受け取った。土のある場所がほとんどないこの島では、花は高価なものだ。受け取ったとたん、むせるような強い香りが鼻についた。ティアナがうなされるかもしれないと不安になるほどだった。

「ティアナ様の容態は？」

「眠ってる。命に別条はないって」

「そうか。それはよかった」

　アダマスは笑顔を見せる──しかし、こちらを観察するような嫌いやな光を目にたたえている。どうしても好感が持てない相手だった。

「君もさんざんだったな、アバディーン」

「……別に、俺おれは怪け我がもしてないし」

　あの時、ティアナが庇かばってくれなければ、撃たれていたのはジャンの方だったかもしれない。彼女には感謝していた。

「いや、クリス・キッドマンの話だ。まさか同室の人間がスパイだとは思いもしなかっただろう……以前、君を疑ってしまったことを改めて謝るよ」

「スパイ？　なんのことだ？」

「聞いていないのか？　この島に潜もぐりこんでいたスパイは、キッドマンだった可能性が高いんだ……あの汚れた黒髪が」

　アダマスは憎にく々にくしげに顔を歪ゆがませる。ジャンは目を丸くした。

「ちょっと待てよ。ティアナが見つけた証拠はどうなるんだ？　クリスは去年からこの島にいるんだぞ。最近入りこんだわけじゃない」

「それがキッドマンの巧妙なところさ。もともと誰だれもスパイの姿なんて見ていないし、侵入経路すら分かっていない。肝かん心じんのレガリオン軍の装備も、なぜかヘルメットしか見つかってない。それだけなら、事前に置いておくのは簡単だ……外部からスパイが入りこんでいるように見せかければ、自分に疑いはかからないと踏んだんだろう」

「そんなのただの想像じゃねえか」

　アダマスはジャンに哀あわれむような視線を向けた。

「君が知っているかどうか分からないが、以前に機甲竜ヒユドラを見たという手紙を書いたのもキッドマンだったんだ。ぼく自身が本人から聞いた話だよ……一連のスパイ騒ぎを辿たどっていくと、すべてあいつに行き着くじゃないか」

　ジャンの顔から血の気が引いていった。この狙そ撃げき事件はすべての罪を他者になすりつけるのが目的なのかもしれない。もしそうなら、クリスほど完かん璧ぺきな身代わりはいない。彼女を犠ぎ牲せいにして、スパイはなんの心配もなく活動を続けられる。

「そんな簡単に決めつけていいのかよ？　クリスが犯人じゃなかったら、スパイが野放しってことになるんだぞ？」

「君の方こそ、どうしてキッドマンがスパイではないと思うんだ？　あいつを犯行現場で捕まえたのは君だと聞いたが？」

　ジャンは言葉に詰まった。あの場所でクリスがなにをしていたのかは分からない。しかし、教官たちに連れられていくクリスの顔がどうしても気になっていた──ただ驚おどろいているような、混乱した表情。自分は撃っていないと目で訴えていた気がする。

「……あいつが犯人だって言ったわけじゃない」

「それはそうだろう。スパイがわざわざ自分でそうだと言うはずがないさ。その場に居合わせた君にそこまで言わせるとは、あの薄汚く醜みにくいレガリオン人がよほどうまく噓うそをついていたということなんだろうな」

　醜い、という言葉をアダマスはことさら強調し、声を上げて笑った。ジャンは相手の目をきっと睨にらみつける。アダマスの顔から波が引くように笑みが消え、戸惑いの表情が浮かんだ。

「まさか、君もあいつにたぶらかされたのか……？」

（君も？）

　なにを言っているのだろう。首をかしげていると、アダマスははっと我に返った様子だった。

「とにかく、スパイを擁よう護ごするような、うかつなことを口にしない方がいいぞ。サモニス島の事件での君への処分はまだ決まってないんだからな」

　まるで脅おどしだ。アダマスは勝ち誇ったように鼻を鳴らした。

「それではぼくはもう行こう。ティアナ様によろしく」

　そう言い残して、彼は病室を出て行った。後にはまとわりつくような香りの花束が残された。窓から投げ捨てたくなったが、結局我慢した。花に罪はない。

（なにがよろしくだ）

　結局、クリスがアダマスを信じたのは大失敗だったことになる。危機に陥おちいった彼女を弁護するどころか、大喜びで破滅に追いこもうとしている。

　その時、再びノックの音が聞こえた。どうぞ、と言う前にまた扉が開く。アダマスが忘れ物でもしたのかとジャンは身構えた。

「……ちょっと、いいかしら」

　明るい色の髪を伸ばした、つり目ぎみの女子生徒──フリデリカが入ってきた。




　時間は深夜に遡さかのぼる──。

「……駄だ目めじゃないか、忍びこんできたりしたら」

　明かりの消えた自習室で、フリデリカはクリスに小声で注意されていた。

「今は見張りの先生方もいないみたいだけど、もうすぐ戻ってくるはずだよ。心配して見に来てくれたのは嬉うれしいけど、すぐに出て行った方が……」

「ちょっと。なに言ってるのよ！」

　つい声が大きくなりすぎて、慌あわてて自分の口をふさいだ。深夜の図書館へ忍びこみ、合い鍵かぎを手に入れ、見張りのいない時間を見計らって中へ入るのにどれだけの苦労が必要だったか。もちろん、ただ「心配して見に来た」だけではない。

「あたし、クリスを逃がすためにここへ来たの！　クリスを犯人扱いするなんてありえないもの！」

　彼女は絶対にティアナを撃ったりはしない。フリデリカはそう確信していた。

　しかし、同時にもう一つ確信していることがあった──このままでいけば、間違いなくクリスが罰を受けるということだ。亡命者であるクリスはただでさえ偏へん見けんの目に晒さらされている。これだけはっきりと「証拠」がそろっていれば、教官たちが他ほかに犯人がいる可能性など考えるはずもない。

　クリスもそのことを百も承知だと思ったのだが──。

「……悪いけど、ぼくは逃げないよ」

　と、彼女は静かに言った。

「ぼくは誰だれも撃っていないし、スパイでもない。ちゃんと説明すれば、先生方もきっと分かってくれると思う」

　くらくらとめまいを起こしかけて、フリデリカは自分の額を押さえた。クリスの表情は真剣だ。どうやら本気でそう思っているようだった。

「もし逃げたら、罪を認めることになってしまう。ぼくを逃がせばフリデリカだってここにはいられなくなる……それに」

　クリスは鉄てつ格ごう子しの嵌はまった窓の外を見上げていた。空には白い三日月が浮かんでいる。

「逃げたところで、行くあてはないんだ」

　フリデリカはなにも言えなくなった。クリスには故郷というものがない。たとえ理り不ふ尽じんな扱いを受けていても、この騎士学院グランデコルが唯一の「居場所」なのだ。

「フリデリカ、一つ頼みがある」

「……なあに？」

「アバディーンに会いに行ってもらえないか？」

　クリスはどことなく恥ずかしそうだった。

「は？　なんで？」

　彼女は顔をしかめた。一番聞きたくない名前だった。

「本当はなにがあったのか、君の口から彼に説明して欲しいんだ……ぼくがティアナ様を撃ったなんて、彼には誤解されたくない……」

　そう言ってクリスはうつむいた。その姿を見ているうちに、フリデリカはむかむか腹が立ってきた。こうやって容疑者として拘こう束そくされていることよりも、あの赤毛に「誤解」されることの方がクリスにはこたえているようだった。

（冗談じゃない）

　どうして自分があんな奴やつのところへ行って、説明しなければいけないのか。絶対お断りだ。あいつの誤解など放っておけばいい。

　きっぱりそう言おうとした時、クリスが顔を上げた。黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみをうるませながら、ぎゅっとフリデリカの手を握ってくる。たちまち火がついたように頰ほおが熱くなった。

「お願い、フリデリカ」

　フリデリカはあっさり心の白旗を揚あげた。断れるはずがない。

「……わ、分かったわよ」

　そっぽを向きながら、彼女は言った。

「それで、なにがあったの？」




「……昨日の放課後、クリスは『ファイアーフォックス』を盗まれたの」

　フリデリカは不機嫌そのものの顔つきで言った。

　ジャンと彼女はティアナのベッドを挟はさんで向かい合っている。患者が目を覚ますといけないので隣へ座れと言ったのだが、聞き入れようとはしなかった。ジャンに近づきたくないらしい。

「図書館で勉強してたら、いつのまにかなくなってたそうよ。学院の中に見あたらなくて、島中を探し回ってたみたい」

　ジャンはラフエッジ工房の窓から見たクリスの姿を思い出した。きっともう盗まれた後だったのだろう。砲剣を背負っていなかった。

「結局、見つからずに寮りようへ戻ったら、手紙が来ていたそうなの。その砲剣の件で騎士学院グランデコルの講堂へ来てくれって。言われた通りに講堂で待ってたら、屋上から銃声がして、急いで上がったら犯人は逃げた後で、屋上に『ファイアーフォックス』が転がってたってわけ」

　そういうことか、とジャンは思った。わけも分からずに自分の砲剣を取り戻し、石像のそばにティアナが倒れていることに気づく、そこへジャンが駆けつける──という流れだ。

　ジャンは胸をなで下ろした。やはりクリスが犯人ではなかったのだ。

「そのこと、クリスは先生たちに話したのか？」

「まだ話す機会がないって言ってた。今、学院の方で尋じん問もんの準備を進めてるそうなんだけど……その、いつちゃんとした身体検査があるか分からないって」

「あ……」

　それはまずい。クリスの性別が分かってしまう。仮に今回の容疑が晴れたとしても、退学処分は免まぬかれない。

「だから、あんたとティアナ様にお願いがあって来たの」

「お願い？」

「ティアナ様を撃った犯人が、クリスじゃなかったって先生たちに証言して欲しいの。屋上にいる犯人を見たけど別人だったって……」

「え？　俺おれ、撃った奴やつの顔なんか見てないぞ？」

　多分、ティアナも見ていないだろう。もう時刻は夕方に近く、ちょうど屋上は影になっていたからだ。

「分かってるわ。でも、クリスを助け出すには他ほかに方法がないの。どうかお願いします。この通りだから！」

　フリデリカが深々と頭を下げてきて、ジャンは度ど肝ぎもを抜かれた。いくらクリスのためとはいえ、あのフリデリカがそんなことをするとは想像もしていなかった。さらに驚おどろいたことに、彼女は顔を伏せたまますすり泣きを始めた。

（噓うそをつけってことか……）

　ジャンはごくりと唾つばを吞のみこむ。もちろん、偽ぎ証しようも罪になるはずだ。しかし、騎士学院グランデコルには今まで十分すぎる噓うそをついてきた。もう一つ加わったぐらいでどうということもない──これはクリスのためなのだ。

　ジャンがうなずきかけた時、

「……わたしたちがそう証言したところで、おそらく無む駄だです」

　ベッドからか細い声が聞こえた。いつのまにか、ティアナが目を開けていた。

「気分、どうだ？」

「もう大だい丈じよう夫ぶです」

　彼女は少し顔をしかめながら、ベッドの上で上半身を起こす。フリデリカは目を伏せて、臣下の礼を取った。

「フリデリカ、おそらく学院長たちはわたしたちの話など信用しないでしょう。噓をついても、キッドマンを救うことはできません。本当はあなたにも分かっているでしょう？　アバディーン」

　フリデリカの肩が気の毒なほど大きく震ふるえる。

　ジャンは黙っていた。ティアナの言う通りだと認めざるを得なかった。ガートルードやマグノリアは、自分たちの話をまともに受け取ろうとしないはずだ。ジャンたちが噓をついていることはとっくに見破られている。

「で、でも……アバディーンはともかく……ティアナ様は皇族の方なのに？」

「それでも、ダメなのです……申し訳ありませんが」

　病室にはフリデリカのすすり泣きの声だけが流れた。おそらく、最後の頼みの綱のつもりで自分たちを頼ったのだろう。もうそれ以上行動する気力もないようだった。

「一つだけ、聞かせてもらってもいいですか？」

　と、ティアナは言った。

「どうしてあなたはキッドマンをそこまで信じられるのですか？　犯人かもしれないとは、まったく思わなかったのですか？」

　どうしてそんなことを質問するのか、ジャンにはよく分からなかった。しかし、フリデリカにはもう戸惑う余裕もないらしい。しゃくり上げながら話し始めた。

「クリスが……契約前に、自分のことを……全部話して、くれたからです。自分の、昔のこととか……あと、誰だれにも、言いたくない、こととか……」

　きっと性別のことだろうとジャンは思った。フリデリカが受け入れてくれるかどうか、クリスは本当に不安だったはずだ。

「あたしを、信じて、話してくれた、から……あたしも、クリスを、信じる、んです」

　ティアナは自分の胸のうちを探るように、遠くを見る目をした。ふと、ジャンはずっと以前にそういう目の少女に会ったような気がした。

「フリデリカ」

　と、彼女は言った。

「キッドマンを救う方法はあります……とても難しいですが」

「え……？」

　フリデリカが顔を上げた。ぐずぐずに赤くなった頰ほおに涙の跡が残っている。無防備な表情はいつもよりずっと可愛かわいく見えた──その感想を口にしたら殺されそうだが。

「わたしたちの手で真犯人を捕まえるのです……それ以外に確実にキッドマンを救う方法はありません」

「ちょっと待てよ」

　ジャンは口を挟はさんだ。

「今まで姿を見られてもいない奴やつだぞ？　どうやって捜すんだ」

　ティアナは自分の体にかかっているシーツを剝はぐと、慎重にベッドから降りた。右肩は動かないようだが、足取りは思ったよりもしっかりしていた。

「考えがあります。二人とも協力して下さい」

　と、ティアナは言った。
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　その日の昼過ぎ。

　ジャンとティアナとフリデリカの三人は、島の北にある水路の底に立っていた。レガリオン軍のヘルメットが見つかった場所だ。ティアナは二人に付き添われて一度屋敷に戻り、予備の制服に着替えている。

　騎士学院グランデコルからかすかに鐘かねの音ねが聞こえてくる。今いま頃ごろは午後の授業が始まっているはずだ。

「……で、これからどうすんだよ？　それとこっちの荷物はなんなんだ？」

　ジャンは尋たずねる。ティアナ以外の二人は、ここへ連れてこられた理由を知らなかった。ジャンは油紙でぐるぐる巻きにされた細長い包みと、小さなランプを持たされている。ティアナが屋敷から持ちだしたものだった。

「追って説明します」

　と、ティアナは言った。相変わらず静かな一角だった。時々衛兵が見回りをしているだけで、あたりにあるのは廃はい屋おくばかりだった──他ほかに人の姿は見あたらない。

「さっきバルバートルもここでヘルメットしか見つからなかったことを不審がっていましたね。実はわたしも似たようなことを思っていました……あれはどうしてこんなところにあったんだろうって」

　アダマスの顔を思い出して、ジャンは嫌いやな気持ちになった。

「スパイが捨ててったからじゃねえのか？」

「もし捨てたのだとしたら、他ほかの装備もここにあっていいはずです。キッドマンが置いたわけではないとしたら、他の装備はどこにあるのでしょう？」

　ジャンは首をひねった。アダマスの言うことを肯定するようで腹立たしいが、言われてみると確かにおかしい──が、理由は分からなかった。

「あの……」

　フリデリカがおずおずと口を開いた。竜りゆうたちはティアナの前では極端に大人おとなしくなる。普段気の強いフリデリカですら例外ではなかった。

「ここが雨水路だということと関係があるんじゃないですか？　雨が降った時、ここには水が流れます。その時にあそこから流れてきたのかも……」

　彼女は「上流」の方にある暗あん渠きよへの入口を指さした。ティアナがうなずく。

「わたしも同じ考えです、フリデリカ。つまり、島に入りこんだスパイは装備を捨てたわけではなく、隠すつもりだったのではないかと思いました……地下の通路の中に。たまたま雨が降った時にヘルメットだけが流れてしまったか、あるいは他の装備はもっと下流へ押し流されて、ヘルメットだけがここに残ったのかもしれません」

　ティアナは水路の「下流」の方を振り返った。二十歩ほど先で暗渠がぽっかりと口を開けている。

「スパイがどこから入ったのか、今どこにいる可能性が高いのかもそれで見当がつきました。この狭い島内で捜索が行われているのに、よそ者が誰だれにも気づかれずに隠れ続けるというのは考えにくいです。だとすると、今はわたしたちの目につく場所にいないと見なすのが妥だ当とうです……つまり、この島に張りめぐらされた地下通路のどこかにいるのではないかと」

（……なるほど）

　言われてみれば納なつ得とくできる話だった。それに地下通路を利用すれば、誰にも見られずにこの島の中を移動できる。

「ん？　じゃあ、スパイはどこから入ってきたんだ？」

　と、ジャンは尋たずねる。

「それはあそこでしょう」

　ティアナが指さしたのは、水路の下流の方向だった。そちらには暗渠があるだけだ。それをずっと進むと、いずれは海に流れ着く──。

「そうか」

　と、ジャンは言った。

「雨水路の出口から、この島の中に入ってきたってことか」

「ええ。言われてみれば単純でしょう？　下水道は最終的に海へ繫つながっています。いちいち壁かべなど越えなくても侵入できるんです」

「だったら、この穴の奥へ行くんですね」

　フリデリカが上流へ向かう暗あん渠きよに走っていこうとする。

「待ちなさい。あなたにはここに残ってもらいます。奥に入るのはわたしとアバディーンだけです」

「えっ……どうしてですか？」

「地下通路の奥深くに入るのは禁じられています。わたしはともかくとして、あなたまで処分を受ける必要はありません」

　俺おれはいいのかよ、とジャンはちらっと思ったが、口には出さなかった。

「でも……」

「あなたにもすることはあります。わたしたちがスパイを捕らえて戻ってくるまで、ここで待っていて欲しいのです。わたしたちが夕刻の鐘かねまでに戻らなかったら、学院にすべての事情を話して助けを求めて下さい」

　このことについて、ティアナは一歩も譲ゆずる気はないようだった。やがて、フリデリカは無言でうなずいた。ティアナはジャンの方に向き直った。

「……では、アバディーン。これを」

　ポケットから折りたたんだ紙を取り出す。ずいぶん古いもので、太いペンで迷路のようなものが書きこんである。ところどころにいかにも子供らしい字で「入口」「マンホール」などと記されていた。

「ん……？」

　ふと、ジャンは迷路の隅の方に目を留めた。奇怪な生き物の絵が描かかれている。猛もう烈れつに下へ手たくそだが、耳とひげのある四つ足の動物だということだけは分かった。地底に潜ひそむ伝説の怪物かと納なつ得とくしかけて、ふと別のものに思い当たった。

「……ひょっとして、猫なのかこれ？」

「ど、どこを見ているのですか。ちゃんと全体を見るのです」

　ティアナは真まっ赤かになって隅の方を手で隠してしまった──動物の絵を描いているティアナなど想像もつかない。もうちょっとよく見たかったのだが。

「で、なんなんだよ。この迷路」

「前に話したでしょう？　子供の頃ころ、地下に忍びこんだことがあるって。その時に作った地下通路の地図です」

　確かにそんなことを話していたと思う。地図まで作っているとは思わなかった。しかし、よく見ると途中でとぎれている道も多い。

「雨水路はここの地下通路のごく一部です。もともとあった通路網に少し手を加えて、水路として使っているだけなんです。全体的には巨大な迷路のようなものです」

「……奴やつがいそうなところはどのへんなんだ？」

「いくつか見当はつけてありますが……この地図自体が不完全なものですから」

　そういえば、以前潜もぐりこんだ時に迷ってしまったとも聞いた気がする。落ち着き払っているが、これからやろうとしていることは博ばく打ちもいいところだ。ほとんど出たとこ勝負と言っていい。そもそもどんな相手が中に潜ひそんでいるのか、それすらもジャンたちには分からないのだ。

「行きましょう、アバディーン」

　二人が穴の方に歩き出すと、

「あの、ティアナ様」

　振り向くと、フリデリカが深々とお辞じ儀ぎをしていた。

「あたしたちのために、その……ありがとうございます。ここまでしていただいて」

　一いつ瞬しゆん、ティアナの唇くちびるの端がかすかに震ふるえた、ように見えた。

「……別にあなたたちだけのためではありません。スパイを放ってはおけませんから」

　彼女は暗あん渠きよの入口に立つと、錆さびて外れかけた鉄てつ格ごう子しの隙すき間まを通り抜けようとする。隙間を広げようとしながら、ジャンは小声で囁ささやきかけた。

「……お前、今照れてなかったか？　ちょっと笑ってたろ」

「照れても笑ってもいません。無む駄だ口ぐちを叩たたいていると許しませんよ」

　ティアナに続いて中に入ろうとしたジャンは、背後の水路を振り返った。

　フリデリカはまだ頭を下げていた。




　ティアナは自由の利きく左手にランプを持ち、緩ゆるい上り坂になった暗い穴を、先に立って歩いていく。アーチ形の地下通路に水は流れていないが、妙に空気が湿っぽかった。

　ふと、ジャンはティアナに持たされている細長い包みについて、なんの説明もされていないことを思い出した。

「そういえば、この包みってなんなんだ？」

「開けて下さい」

　地図で現在地を確認しながら、ティアナは言った。ジャンは言われたとおりに油紙を破り始める。なにかの封印のように何重にも巻かれていた。やがて最後の一枚を取り去ると、中から現れたのは一挺ちようの小ぶりの砲剣だった。これといった特徴はない、一般的な作りだ。一緒にベルトと弾丸の箱も出てきた。

「今、あなたは『ペイルライダー』を持っていません。武器が必要かと思って」

「あ……うん。悪いな」

　ジャンはボルトの動きや引き金の重さを確かめる。新品ではないが、手入れは行き届いている。几き帳ちよう面めんな持ち主だったのだろう。

（……俺おれとは大違いだ）

　せっかくの武器がおかしいことにも気づかず、取り上げられるようなドジは踏まない人間だ。苦笑しながらベルトごと腰に装着しようとして、突然いくつもの疑問が頭の中を通り抜けていった。

　どうして竜りゆうであるティアナが砲剣を持っているのか。この砲剣を使っていたのは誰だれなのか。その持ち主はどうして砲剣を手放したのか。

　ジャンの背筋がこわばった。手にしている砲剣がずしりと重くなっている。

「……ティアナ」

　かすれ声でジャンは言った。

「これ、誰が使ってたんだ？」

　ティアナは足を止めた。前を向いたまま、はっきりと答える。

「わたしの前のパートナーです」

　重い沈黙が地下の通路に満ちた。ランプの火ほ屋やの影が天井でゆらめいていた。

「……わたしのことを知りたいと言いましたね」

「ああ」

「本当ですか？」

「お前に噓うそはつかない」

　真実を求める言葉が自分たちの口から出るのは不思議だ──ぼんやりとそう思った。今も一緒に噓をつき続けているのに。それでも、今の二人には偽いつわりのない言葉が必要だった。

「……アバディーン戦せん役えきが勃ぼつ発ぱつした時」

　ティアナの話は唐とう突とつに始まった。

「わたしはアバディーン王国がどこにあるのかも知りませんでした……」
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　アバディーン戦役が勃発した時、皇女ティアナレルドはアバディーン王国がどこにあるのかも知らなかった。それでも、話を聞いたとたん彼女の胸には喜びが満ちた。

「わたし、戦争に行くわ」

　彼女は周囲に笑顔で宣言した。幼い頃ころから学び続けてきた、戦いの技術や知識を活いかす時がついに来たのだ。

「まずはパートナーを選びなさい」

　養育係のガートルードは渋しぶい顔で言ったが、そんなものは要いらないと思った。自分が十分な能力を持っていることを自覚していたので、いざとなれば騎き士しなど乗せずに戦場へ行ってしまうつもりだった。

　それが無理だと知ったのは、戦況が悪化して援軍の要よう請せいが騎士学院グランデコルに来た時だった。竜騎士ドラグーンとはあくまでも騎き士しが「主」で騎き竜りゆうが「従」です、と騎士団の幹部に慇いん懃ぎんかつ明めい瞭りように釘くぎを刺されてしまったのだ。仕方なくパートナーを選ぶことにしたが、できる限り適当に済ませてしまうことに決めた。

　次の日の朝、ティアナは学院の前庭で腕組みをして立っていた。そして、最初に門をくぐって入ってきた騎士候補に向かって「わたしと契約を結びなさい」と、命令した。

　そのようにして決まったパートナーは小柄で目立たない二年生だった。もちろん名前や出身を聞いていたが、彼女は憶おぼえようともしなかった。興味がなかったからだ。

　彼の成績は学科も実技もごく平凡だった。普段は身の回りの世話をしてくれて、背中に乗っている時は決してティアナの邪じや魔まをしない、ひたすら武器を抱かかえて座っているだけ──彼女が求めている「パートナー」の資質をおおむね兼ね備えた少年だった。

　唯一、ティアナが気になったのは無愛想なことだった。なにを話しかけてもにこりともせず、ろくに返事もせずに、

「ティアナ様、靴くつをお忘れです」

　そんな細かな注意ばかりをする。まるで頑固な執事を雇った気分だったが、契約をやり直すのも面倒だったので、そのまま辺境の地へと飛んだ。




　アバディーン王国での海ユ洋ニ連オ合ン軍は、すでに総崩れに近い状態にあった。過去のレガリオン帝国との紛争では、竜騎士ドラグーンは海ユ洋ニ連オ合ンの貧弱な地上軍を助け、互角に持ちこむための遊軍として機能していた。しかし、アバディーン戦せん役えきでは強大な機甲竜ヒユドラ部隊が投入され、その図式は通用しなくなった。

　機甲竜ヒユドラと竜騎士ドラグーンが空中戦を繰り広げている間に、両軍の地上軍が激突し、火力に勝まさるレガリオン軍が勝利する──それがアバディーン戦役末期の戦闘のパターンになっていた。

　ティアナはそういった戦況にまったく無関心だった。彼女は単騎で機甲竜ヒユドラたちに高速で突撃し、面白いように敵を撃げき墜ついしていった。機甲竜ヒユドラの内部機関は彼女の持つ雷の竜ル気ンにきわめて弱かったからだ。

　彼女の行動はまさに遊んでいる子供そのものだった。好きな時に戦場に現れ、好きなように敵を撃墜し、疲れると基地に戻って休む。

「今日も凄すごかったでしょう？」

　基地の天幕に戻ると、同行していたパートナーに感想を求めるのが常だった。彼はそれでも眉まゆ一つ動かさず、そうでしたね、と一言いった後は黙々と装備の補修を続けるのだった。

（つまらない人間）

　ティアナはこっそり唇くちびるをとがらせる。どうせ戦闘中はなにもしないのだから、少しぐらい誉ほめてくれればいいのに──。

　ティアナの活躍はレガリオン軍に大きな損害を与えていたものの、全体の戦況に影えい響きようを及ぼすほどのものではなかった。

　海ユ洋ニ連オ合ン軍はアバディーン王国内の街道をほとんど制圧され、残った拠点は北端にあるセゲドの町だけとなった。誰だれの目にも海ユ洋ニ連オ合ン軍の勝利は不可能になっていた。これ以上の消しよう耗もうは無意味だと判断し、海ユ洋ニ連オ合ンは撤てつ退たいを決めた。

　ティアナにはそれが理解できなかった。彼女自身は勝ち続けているのに、なぜ敗北したことになってしまうのか。自分は誰にでも勝てる。いや、自分だけでも勝てる──。

「『黒の鉄姫』を倒してきましょう」

　彼女がパートナーにそう告げたのは、撤退を聞かされた翌日のことだった。レガリオン軍の司令官である「黒の鉄姫」ことグロリア・レガリオンは、アバディーン王国の首都だったサン・クレルにいるという。単たん騎きで彼女のいる作戦本部を襲しゆう撃げきし、倒してしまえば自分たちの勝利だ。

「おやめ下さい」

　それまで彼女の軍事行動に黙々と従っていた彼が、初めて異を唱えた。

「ティアナ様にもできることとできないことがあります」

　しかし、その素っ気ない物言いは彼女をかえって意固地にさせた。お前が嫌いやなら自分だけで行くと言うと、彼もやっと折れた。




　敵の防空圏を次々と突破して、ティアナはあっさりと首都サン・クレルに到着した。あるいはこの時に疑問を抱いだくべきだったのかもしれない。ティアナは中心にある王城の跡地へ向かう。焼け残った一部の建物に、レガリオン軍の本部があった。

　不意に一体の機甲竜ヒユドラが王城から飛び出してきた。金属の装甲を身に着けた、黒い髪の女が乗っていた。

　それがグロリア・レガリオンだった。ティアナはまっすぐにグロリア目がけて飛ぶ。一気に勝負をつけるつもりだった。この戦争を終わらせるのは自分だ。ふと、黒髪の女がにやりと笑った気がした。それでも構わずに全身に流れる竜ル気ンを放出する。青白い光の束が奔ほとばしる──かに思われたが、途中でそれらはどこかへ消え失うせてしまった。

（え……？）

　ティアナは驚きよう愕がくした。ふと、自分とグロリアの間に滞たい空くうしている小さな短剣に気づく。それはグロリアが投げた竜りゆう鱗りんの短剣だった。雷撃の大半はその短剣に吸収されていた。竜ル気ンを帯びた短剣は地上へと落下していく。

「これまでお前に多くの若者たちが殺されてきた！」

　グロリアは憎ぞう悪おのこもった叫び声を上げた。

「彼らの戦友に焼き尽くされろ！　金色の死神！」

　突然、市街のあちこちから一いつ斉せいに機甲竜ヒユドラが飛び上がった。目視の範囲だけでも五十体以上──おそらく、レガリオン軍に残った機甲竜ヒユドラすべてだった。あっさりとここまで辿たどり着けたのは、敵がそのように仕向けていたからだ。「金色の死神」が単たん騎きで突撃してくることを予期し、罠わなを張っていたのだ。

『あ……』

　冷たい水のようなものが全身に満ちた。それに気を取られて体内の竜ル気ンを練るのに集中できない。生まれて初めて彼女に芽生えた恐怖心だった。

「ティアナ様、雲の中に入りましょう」

　今までただ座っていたパートナーが、初めて指示を出した。

「ぼくの言うとおりに飛んで下さい。まず高度を上げて」

　その後の記憶はあいまいだ。分かっているのは彼の的確な指示通りに動き、機甲竜ヒユドラの火炎と銃弾の中を逃げ回ったことだけだ。どれほどの時間が過ぎたのか、気がつくと彼らは上下もはっきりしない白い気体の中を漂ただよっていた。

（……雲の中だわ）

　どうやら逃げきった──いや、無数の機甲竜ヒユドラの駆動音が周囲を飛び回っている。ここには一時的に隠れているだけだ。

「……ティアナ様」

　背中からパートナーの声が聞こえる。くぐもった小さな声だった。

「ぼくが合図を出したら、正面に向かって全速力で飛んで下さい。後ろを振り返らずに……分かりましたか？」

『……ええ』

　ティアナは彼の姿勢が安定しないのを感じた。左右に大きく揺れている。首を曲げて様子を確認したティアナは凍りついた。

　彼の上半身は赤く染まっていた。弾丸を受けた傷が胸一面に開いている。ごぼり、と血の飛沫しぶきを口から吹いた。名前を呼ぼうとして、彼女はふと気づいた──彼の名前を憶おぼえていない。

「ぼくはランセット島出身のルシアン・ギンズブルグです、ティアナ様」

　突然、彼は初対面のように胸に手を当てて名乗った。その指もべっとりと血で汚れている。

「……名前はちゃんと憶えた方がいいですよ」

　蒼そう白はくな顔にいたずらっぽい笑みが浮かんだ。ティアナが初めて見る彼の笑顔だった。

「あなたの騎士になれて幸せでした……最後にお役に立ててよかった」

　ルシアンは震ふるえる手で砲剣のベルトを外すと、彼女の首に巻きつけた。形見をくれたと気づいたのは、しばらく後のことだった。

「ぼくの姿が見えなくなったら、さっき言ったとおりに飛んで下さい。それが合図です」

　そう言ったとたん、彼の体が大きくかしいだ──いや、わざと力を抜いたのだろう。ずるりとティアナの背から滑り落ちた。彼の体はみるみるうちに遠ざかっていく。

（姿が見えなくなるのが合図）

　ティアナの凍りついた頭は、目にしているものの意味を考えていなかった。ただ、死への恐怖だけが全身を満たしていた。

　やがて、白い空気の向こうに彼の姿が消えた。ティアナは大きく羽ばたくと、雲を抜けて一直線に飛び去っていった。




「……わたしは彼を見殺しにしました」

　と、ティアナの声が虚うつろに響ひびく。ジャンたちは傾斜する地下通路を歩き続けていた。

「自分を助けてくれた人のことを、逃げ帰るまで思い出しもしませんでした……ただ怖かったのです。今までわたしが殺し続けたことが、あんな風に誰だれかの憎にくしみを買うということも分かっていませんでした」

　黙って耳を傾けていたジャンは、今まで思い至らなかったことに一つ気づいた──自分が「黒の鉄姫」を憎んでいるように、レガリオン軍の兵士たちもティアナを憎んでいる。この地下のどこかにいるスパイもそうかもしれない。

　もちろん「黒の鉄姫」と「金色の死神」はジャンの中で同じものではなかった。グロリアはジャンの家族を殺した人間であり、ティアナはそうではない。

「わたしがあなたやあの老人に会ったのは、その後のことです。あなたはほとんど憶おぼえていないのですよね」

「……ああ」

　アバディーン島で会った戦災孤児のことを、ジャンははっきり思い出せない──というより、思い出したくないのかもしれない。水や食べ物を分けてやったとたん、目の前で死んでしまった者もいた。

「戦争が終わってから、わたしはこの騎士学院グランデコルに戻りました。二度と戦争に行くのは嫌いやでした。また殺せば、またあんな風に憎まれる。そうすれば、わたしの近い者が死ぬかもしれない……ルシアンのように」

　彼女はちらりとジャンを振り返った。

「……本当はフリデク島へ行こうと思ったこともあったのです。この島にもいたくありませんでしたから」

「だったらなんで来なかったんだ？　リンケのじいさんだってあの時誘ってたし、お前が来なかったことも気にしてたぞ」

　アバディーンの王族だったジャンを何年もかくまい続けた老人だ。竜りゆうの皇女が加わったところで、屁へとも思わないだろう。無条件に信用できる数少ない人間だった。

「あなたが今着けている首飾りを、ガートルードが着けていたのです。つい最近まで」

　ジャンはぽかんと口を開けた。その意味を理解するまで、しばらく時間がかかった。

「……なんだよ、それ。なに考えてんだ？」

　ふつふつと怒りが湧わき上がってくる。パートナーを失い、近しい者の死を恐れるティアナに、自分の命を使って脅おどしを仕掛けていたことになる。

「そんなことまですんのかよ……あのばあさん」

「竜りゆうはもともと噓うそが苦手ですから。上じよう手ずに本音を隠すことができない時、交こう渉しようごとでつい極端な手段を取りがちなのです」

　ティアナの声にかすかな自じ嘲ちようが混じった──彼女自身もジャンを脅して契約を迫ったことがある。人間から見れば行動が極端すぎるのだ。

「……わたしが今まで話していなかったことは、これで全部です」

　ティアナはジャンの顔を見ずに言った。

「わたしはいつも選せん択たくを間違えてきました」

「え……？」

　無防備な告白にどきりとする。

「アバディーン戦せん役えきでも間違えましたし、フリデク島へすぐに逃げなかったことも間違いでした。あなたをパートナーに仕立てようとしたのもそうだったかもしれません。正直に言って、わたしもどうしたらいいか分からない……もう誰だれも殺したくない、という気持ちだけがはっきりしていて」

　ふと、ジャンは自分の責任の重さを自覚した。ティアナは自分の過去を話した。ジャンは彼女の言葉に応こたえて、自分の思いを語らなければならない。彼女がこの三年間分からなかったことに、自分の判断を示さなければならない。自分でそうすると言った以上、安易な言葉を口には出せなかった。

　不意に上り坂が終わり、円筒形の奇妙な部屋が出現する。他ほかの通路との合流地点なのか、緩ゆるいカーブを描えがく壁かべにはいくつもの出入り口がある。

「ここはちょうど校舎の真下あたりです」

　と、ティアナが地図を見ながら言った。

「うん、そうだな」

　と、ジャンは天井を見上げて言った。

「校舎……っていうか、噴水の真下あたりだろ」

「よく分かりますね」

　ティアナは目を丸くしている。

「まあ、なんとなくだけど」

　子供の頃ころ、たまにヴィクトルと一緒に、王城の地下水路を通って外へ抜け出していた。地下にいてもだいたいの位置が分かるのは、特技のようなものだ。兄よりもそのあたりの勘かんは鋭かったかもしれない。そのうち父たちに見つかってしまい、出口に鉄てつ格ごう子しを嵌はめられてしまったが。

　急にティアナが反対側の壁かべに向かって早足で歩き出した。石壁に人の通れそうな大きな割れ目が開いている。割れ目の周囲に大きな破片が転がっているところを見ると、どうやら最近壊されたものらしい。

　ティアナは地面にランプを置いて、怪け我がをしていない方の腕を壁の向こうへと突っこんだ。そして、彼女は金属製の防具を引っ張り出した。黒い金属を打ち出したもので、あのヘルメットと同じ素材のようだった。

「レガリオン軍の装備か」

　あのヘルメットはこの部屋からあの水路まで流れていったのだろう。ジャンは割れ目の奥を覗のぞきこんだ。どうやらこの奥にも別の通路があるらしい。

　おそらく、スパイがいるのはこの先だ。

「かなり奥までありそうだな」

「……この先は地図がありません。わたしも初めて入る場所ですから」

　一いつ瞬しゆん、ジャンとティアナは顔を見合わせる。

　もちろん、どうするかは決まっていた──行ってみるしかない。




　　　　４




　壁の割れ目を越えると、とたんに通路の様子が変わった。さっきまでのように、排水に流用されていた通路とは違う。繫つなぎ目のない黒い壁は、島の外がい殻かくをなす壁と同じ材質のようだった。

「……旧文明時代に造られたもののようですね」

　ティアナがジャンの背後で言った。

　この通路に入ってから、ジャンの方がランプと砲剣を持って彼女の先に立っている。さっきとは異なり下り坂や階段が多い。二人はどんどん地下へ潜もぐっていく。

　目の前に分かれ道が現れて、彼らは足を止めた。どちらへ行けばいいのか、ジャンには分からなかった。

「どうする？」

　と、ティアナに尋たずねる。彼女はしばし考えていたが、やがて口を開いた。

「……あなたに任せます。わたしより勘かんが鋭そうですから」

　つまり彼女にも見当がつかないということだ。ジャンは手に持ったランプで地面を照らす。ひょっとすると足跡でも残っているかもしれないと思ったのだ。壁と同じ素材で覆おおわれていることが分かっただけで、人間の足跡などどこにもなかった。

（ダメか……）

　しかし、ただの勘かんで道を選ぶのは危険すぎる。スパイを見つける以前に、地上に戻れなくなる可能性もあった。

（……いや、待てよ）

　それぞれの道の入口付近の壁かべを照らしてみた。子供の頃ころ、ジャンは地下の「探検」の時に分かれ道にぶつかると、正しい方の道の壁に丸印を付けていた。ただ地図を作るだけよりもその方が確実だったからだ。そう考える人間がレガリオン帝国にいてもおかしくない。

「ん……？」

　足あし下もとのごく目立たない場所に、チョークらしきもので描かかれた小さな丸印がある。子供の頃に彼が使っていたマークとまったく同じだ。ジャンはにやっと笑った。

「……こっちだ」

　と、ジャンは右の道を指さした。

「すごいですね。どうして分かるのですか？」

「その……経験？」

　この奥にいるスパイはジャンと同じ癖くせを持っている。ひょっとすると幼い頃、似たような遊びをしていたのかもしれない。




　その後もいくつか分かれ道はあったが、丸印は律りち儀ぎに描きこまれていた。道しるべを頼りに二人はさらに地下へと潜もぐっていった。一度だけ波の音を聞いた気がする。おそらく海岸線より下に潜ったのだろう。

　通路の様子もさらに変わり始めた。少しずつ天井が高くなり、道幅も広くなっていく。

　地下通路というよりは、地下にある町に踏みこんだような気分になってきた。

「この島って、本当に人間が造ったんだな」

　と、ジャンはつぶやいた。レガリオン帝国にもこんなに巨大な人工の建造物はないかもしれない。ふと、疑問が頭をかすめた。

「なんでここが竜りゆう帝ていの持ち物になったんだ？　人間の造ったもんなのに」

「確か所有者の人間たちがいなくなって、放置されていたものを竜帝が臣下に与えたと言われています。その臣下の竜が長い年月をかけて、今のような島の姿にしたとか。もちろん、騎士学院グランデコルのできるずっと前です」

「へえ。じゃあ、学院長じゃない竜がここの王様だったってことか……その頃から人間も住んでたのか？」

　ティアナは少し考えこんでいるようだった。

「実は詳しいことは分からないのです。暗黒時代のことのようですから」

　暗黒時代とは大破局エンドロールの直後に生まれた歴史の空白期間だ。絶滅寸前まで追いつめられた人類は、まとまった記録を後世に残すことができなかった。そんな余裕もなかったのだろう。そのような時期が数十年続いたと言われている。

　竜りゆうがこの世界に出現したのも暗黒時代だった。

「……そもそも、この学院島に関する記録はあまり残っていません。ここにあるということすらほとんど知られていなかったようで、記録によって場所はまちまちです」

　そういえば、リンケも似たようなことを言っていたと思う。普通の人間には辿たどり着けない「幻まぼろしの島」だとか。どういう理由なのか、海ユ洋ニ連オ合ンで発行される海図にこの島は載っていない。

　その後もジャンたちは下り続け、傾斜のない通路に出た。ひょっとすると最下層に辿り着いたのかもしれない。そう思い始めた時、不意に巨大な空間に足を踏み入れた。

　今までとは明らかに様子が違う。ジャンの小さなランプでは照らせないほど天井が高く、巨大な柱がそれを支えるように規則正しく並んでいる。

「……なんだ、ここ」

　重要な場所のような気がする。まるで神殿のようだった。

「奥になにかあるようです」

　ティアナは正面の暗がりを指さした。ジャンはランプを掲げて、奥に向かって歩き出す。

　何本目かの柱のそばを通り過ぎようとした時、ゆらりと黒い人影が現れた。一いつ瞬しゆん、ジャンは棒立ちになる。気がつくともう目の前にその影は迫ってきていた。

「え……」

　ランプが彼の手からはじき飛ばされ、あたりは完全に闇やみに包まれた。ジャンは借り物の砲剣を構えた。いくら目を凝こらしてもまったく見えない。心臓の鼓こ動どうが急激に速くなる。すぐ間近にレガリオン軍のスパイがいる──。

「……アバディーン」

　ティアナの声が耳元で聞こえて、思わず飛び上がりそうになった。

「な、なんだ？」

「わたしがもう一度ランプをつけます。敵が現れたら撃って下さい」

　ジャンはぎょっとした。囮おとりになると言いたいらしい。

「ちょ、ちょっと待て……」

　止める間もなくティアナの足音が遠ざかっていく。囮になるつもりらしかった。彼女は体術にも優すぐれているが、今は怪け我がをしている。襲おそわれてもほとんど抵抗はできないだろう。

（なに考えてんだあいつは）

　ジャンはぎりっと歯を食いしばった。敵が彼女に襲いかかる気配を察して、彼女を傷つけずに敵だけを倒さなければならない。この暗闇の中で。それでもやるしかなかった。

　目を閉じて音だけに意識を集中させる。ティアナの足音はすぐに止まった。ここから五、六歩ほど。一呼吸で詰められる距離だ。かちりとガラスの鳴る音が聞こえる。彼女の手がランプの火ほ屋やに触れたのだろう。すぐにマッチを擦するはずだ。

　水を打ったような静寂が続いた。ぞくりと背筋に震ふるえが走った。ほとんど反射的にティアナのいる方向へおおまかに砲剣を向け、引き金を引く。生気プラーナのこもった弾丸が発射され、あたりが白い光で照らされた。

　黒い人影が背後からティアナの口をふさぎ、短剣を振り上げようとしていた。弾丸は命中しなかった──いや、もともと命中させるつもりもなかった。相手の位置を確認したかっただけだ。

　ジャンは砲剣を構えてほとんど一ひと跳とびで敵に迫ると、刃やいばを振り上げて短剣をはじき飛ばす。張りつめた金属音が響ひびき渡る。ティアナが相手の腕から離れるのが見えた。弾丸の生み出した光が消え、真の暗くら闇やみが再びジャンの目をふさぐ。

　地面に両手をつくと、わずかに残った残像を頼りに渾こん身しんの足払いを仕掛ける。びんと骨にまで衝しよう撃げきが響いた。相手の倒れた音が聞こえる。ここで倒さなければ逃げられてしまう。ジャンは夢中で砲剣を振る。また金属音。防具のどこかに当たったらしい。ジャンの耳が敵の乱れた息づかいをとらえる。その音に向かって、彼はまっすぐに砲剣を突き立てた。

　不意にマッチを擦る音が聞こえて、赤みがかった光が弱々しく闇を押し返す。ジャンは息を荒げながら、膝ひざを突く敵の喉のど元もとに砲剣をぴたりと押しつけていた。
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　スパイはレガリオン人らしい黒髪を肩に触れるほど伸ばしている。全身を黒い装束で包み、さらには顔を黒い金属の仮面で覆おおっていた。目のあたりには二つの色つきのレンズが嵌はまっている。まるで夜の化身のようだった。

「……そのマスク、取れよ」

　と、ジャンは言った。

「この島の事実上の行政府である騎士学院グランデコルに、捕ほ虜りよとしての待遇を要求する」

　抑えたような低い声でレガリオン人は言った。ジャンと同じように背はさほど高くはない。顔が隠れているせいか、男か女かもはっきりしなかった。女の作り声のようにも聞こえる。

「身分等などを明かすのは、手続きに則のつとった尋じん問もんの場だけだ」

「この場合、戦時協定の定める捕虜として扱う必要はありません。貴国とこの騎士学院グランデコルが、戦争をしているわけではありませんので」

　ティアナが冷たい声で指摘する。しばし捕虜は沈黙した。

「しかし、あなた方は学院島の治安維持や軍事とは無縁なただの学生だ。わたしを拘こう束そくすることはできても、尋問する権限まではないはずだが？」

　今度はティアナが沈黙する番だった。

「……いいでしょう。先に地上へ連れていきます。アバディーン、この者の両手を縛しばって下さい。少なくとも拘束の許可は出たようですから」

　ジャンには今ひとつ会話の流れがつかめていなかったが、どうやらティアナの方が一歩退ひいたようだった。彼女から渡されたロープでスパイの両手を固く縛った。

「ここでなにやってたんだよ」

　と、ジャンは仮面を見ながら尋たずねる。

「それも尋問か？」

　小こ馬ば鹿かにしたような物言いに腹が立った。

「訊きいてるだけだよ。わざわざこんな深いところまで来たんだ。ただ見つからないように隠れてたわけじゃねえだろ」

　レガリオン人は振り返って広間の奥を見やった。そこには台座があり、うっすらと七色の光を放つ巨大なものが上に置かれていた。

「なんだ、あれ」

「……この騎士学院グランデコルの秘密だ。君たちはこれがあることも知らずに、この最深部まで降りてきたのか？」

　ティアナはランプを掲げて近づいていった。淡い光に照らされたものにジャンは息を吞のむ。それは尾の長い巨大な竜りゆうの死体だった。ずいぶん前に死んでいるらしい。頭から尾の先端まで、全身が石のように結晶化している。

　ティアナは台座の前に立ち、伏せられた竜の頭と向かい合うように立った。彼女は両眼のあたりに目を近づけている。

「……両目がありませんね」

　ジャンははっとした。よく見るとこの竜りゆうは地上にあるあの石像とそっくりだ──つまり、騎士学院グランデコルの紋章にも描えがかれている渦巻く竜は、目の前にあるこの竜を模したものなのだ。

「詳しくは君たちの学院長にでも訊きけばいい。代々、彼女たちがこの怪物を管理してきたのだから」




　三人分の足音が緩ゆるくカーブした階段状の地下通路に反はん響きようする。

　ティアナたちはスパイを先に立たせて地上に戻っていった。スパイの存在を証明できれば、クリス・キッドマンの容疑も晴れるはずだ。とりあえず事件の解決は見えている──。

（……本当にそうかしら）

　彼女はどこか漠ばく然ぜんとした違和感を覚えていた。スパイが地下通路にいることを看破し、捜しに来ることを提案したのは彼女自身だというのに。

　このスパイはおそらく島の内情──特にさっきの最深部の竜について調査しに来たのだろう。しかし、雨水路に流された装備が見つかってしまい、クリスを陥おとしいれて犯人に仕立て上げ、調査を続行していた。そこにティアナたちが現れた。別におかしな流れではない。

　それでもどこか引っかかる。このスパイは自分たちの出現をまったく予期していなかった。重要な任務を邪じや魔まされて、帰国する機会も潰ついえたのに、妙に落ち着き払っている──いや、一番気になるのはそこではない。さっき口にしたあの言葉だ。

（捕ほ虜りよとしての待遇を要求する）

　なぜ急にあんな言葉が出てきたのだろう。

「ここから出られそうだな」

　いつのまにかジャンと捕虜が立ち止まっている。地上に通じているらしい梯はし子ごが目の前にかかっていた。ジャンはするすると上っていき、内側からかんぬきを外して上うわ蓋ぶたを開けた。

　外からまぶしい光が射さしこんでくる。ジャンに続いて両手を縛しばられたレガリオン人が器用に上がっていき、ティアナも肩の傷を庇かばいながら梯子をよじのぼった。

　外に出てみると、騎士学院グランデコルの噴水のそばだった。毎日通っていたその場所に、出入り口があることなど今まで知らなかった。

　すでに授業は終わっていたらしい。帰宅しようとする生徒たちが、地下から突然現れたティアナたちを啞あ然ぜんとして見つめていた。

「こいつがレガリオン軍のスパイだ！」

　と、ジャンは周囲に怒鳴った。

「早く先生か誰だれかを呼んでこい！」

　ただごとでない雰ふん囲い気きを感じたのか、生徒のうち何人かが校舎へと駆け戻っていった。野や次じ馬うまの数は瞬またたく間に増え、ざわめきも大きくなっていく。当のスパイは周囲の騒ぎには無む頓とん着ちやくだった。レンズのついた仮面を青い空に向けている。

「……まだだったか」

　と、ため息まじりにつぶやいた。ティアナの全身に震ふるえが走った。今までの出来事が頭の中で一つに繫つながろうとしている。

　不意に人ひと垣がきをかき分けるように、眉まゆに傷のある長身の騎き士し候補が姿を現した。

「こ、これはどういうことだ？　アバディーン」

「なんだ、あんたか」

　ジャンは顔をしかめている。現れたのはアダマス・バルバートルだった。

「だから、このレガリオン人がティアナを撃った真犯人で、この島に潜もぐりこんでたスパイなんだよ。地下にいたのを捕まえてきてやったんだ。すぐにクリスを釈放しろ」

　アダマスは青ざめた顔で呆ぼう然ぜんと立っていたが、やがて我に返ったらしい。

「わ、分かった……とにかく、こいつは預かっておく」

　彼はスパイを促うながして歩き出す。周囲で見ていた生徒たちは一いつ斉せいに道を空あけた。

「待ちなさい！　その者に話があります」

　ティアナは叫んだ。足を止めたスパイがゆっくりと振り返った。

「お前はさっき捕ほ虜りよの扱いを求めましたね。戦時協定に基づいて」

　抑えようもなく声が震える。しかし、尋たずねないわけにはいかなかった。

「……なぜ、戦時協定が有効だと思っていたのですか？」

　突然の質問にジャンを初めとする周囲の者たちが戸惑っている。しかし、レガリオン人の方はそうではなかった。金属の仮面の下で笑ったのがティアナには分かった。

「答えはもう分かっているのではないか？　皇女殿下」

　と、スパイは言った。

「わたしの任務は内偵だ。それが終わったので、情報を送った後は地下深くに避難していた。地上の騒ぎなどまったく聞こえない場所でな。だからつい誤解したのだ……戦端はすでに開かれていると」

　かすかに獣けもののうなりに似た音が聞こえ始めた。ティアナは唇くちびるを嚙かんだ。その場にいた全員が西の空を振り返り、誰だれもが自分の目を疑った。

　水平線の上に無数の黒い点が現れていた。

　それらはゆっくりと学院島へ近づいてくる。

　機甲竜ヒユドラの大群だった。

　ティアナははっきりと理解した。サモニス島の襲しゆう撃げきは辺境のどこかを襲おそうための予行演習ではない──この騎士学院グランデコルを襲うための予行演習だったのだと。




　　　　５




　西の空に現れた機甲竜ヒユドラの群れを目にした瞬しゆん間かん、水路にいたフリデリカは唐とう突とつに直感した。

（……なにもかも終わりだ）

　クリスの処分などもう関係ない。騎士学院グランデコルは今日で消えてなくなる。彼女は真の姿へと戻り、高台にある学院に向かって一気に飛んだ。生徒も職員たちも右往左往している。皆、どうしたらいいか分からなくなっているようだった。

　図書館の前に着地してもう一度人の姿に戻り、開け放たれた扉から中に入った。閉館しているかのように誰だれの姿も見あたらない。書架と書架の間を駆け抜けて、クリスが閉じこめられている自習室の前に辿たどり着いた。見張りの教官はもういない。それどころではなくなったからだろう。見張りの座っていた椅い子すの上に、鍵かぎが投げ出されたままになっていた。

「クリス！」

　フリデリカは鍵を開けて中に飛びこんだ。鉄てつ格ごう子しの嵌はまった窓から、外を見ていたクリスが振り返った。

「……フリデリカ」

「見張りはどこかへ行ったわ。逃げるなら今のうちよ。急がないとレガリオン軍が来ちゃう」

　そう言いながら、どこに向かって飛ぶかを考えていた。元レガリオン人のクリスが逃げても目立たない土地。辺境の国々はここと同じように、いつレガリオン軍が攻めてくるか分からない。いっそのこと竜帝国シヤンバラの自分の故郷がいいかもしれない。人間を連れ帰っていいものかは分からないけれど。

「フリデリカ」

　と、クリスは静かに言った。

「ぼくの『ファイアーフォックス』はどこにある？」

「……え？」

「ぼくは逃げないよ……ここでレガリオン軍と戦わないと」

　フリデリカの頭の中が一瞬真っ白になった。

「なに言ってるの？　この前のサモニス島なんてもんじゃない、ものすごい大軍なのよ？　第一、クリスを犯人扱いして閉じこめたような連中に、どうして味方しなきゃいけないのよ！」

「ぼくはレガリオン軍と戦うために騎き士しを目指してる。ここで逃げたら意味がない」

　クリスの目には怯おびえの色はない。騎士になることを諦あきらめてはいないのだ。

「それに、この島の人たちみんながぼくを犯人扱いしたわけじゃない。分かってくれる人たちだっている……フリデリカだってそうじゃないか」

「でも……」

「済まないけど、ぼくは一人でも戦う。君は逃げてもいい」

　フリデリカは肩を落としてため息をついた。クリスは本当にお人好よしだ。こんな目に遭あってもまだ懲こりていない──正しいことをすれば、結果はついてくると本気で信じている。

（……あたしが守らないと）

　このパートナーに死んで欲しくなければ、そばにいて力を貸すしかないのだ。

「ああ、もう！　分かりました！　しょうがないなあ！」

　半ば自や棄けになってフリデリカは叫んだ。そう口にすると、不思議と彼女も落ち着いてくる。なんとなく戦えるような気分になってきた。

「『ファイアーフォックス』なら、隣の部屋に置いてあったわよ」

「ありがとう、フリデリカ」

　クリスはにっこりと笑って、部屋の外に駆け出していった。




　ラシードとアネモネは商店街にある果くだ物もの屋の前で、一つのオレンジを分け合っていた。最後の一ひと房ふさをどちらが食べるか真剣に悩んでいた時、機甲竜ヒユドラの群れが現れたことに気づいた。

　呆ぼう然ぜんとしたのはほんの一いつ瞬しゆんのことで、ラシードは学院に向かって駆け出した。彼がなにを考えているかアネモネにはすぐに分かった。子供の頃ころからの鍛たん錬れんのおかげなのか、危険な時でも彼の行動は素早い。サモニス島でもそうだったように、感情と行動を切り離せるのだ。

　アネモネは騎き竜りゆうとしてそれに応こたえるだけだった。

「…………アネモネ」

「うん」

　アネモネは走りながら竜に変身する。風を操る竜ル気ンも使って地面すれすれを滑かつ空くうする。その背中にラシードがふわりと乗った。道行く人が慌あわてて左右に避よける。

「…………まずは」

　様子を見よう、と言っている。アネモネは注意深く上昇し、防具屋の屋根の手前で滞たい空くうする。屋根のかげに身を隠すようにして、二人は機甲竜ヒユドラの大編隊を窺うかがった。

　ほとんど同じ外見を持つ機械の竜たちが西の空を埋め尽くしていた。彼らはちょうど外がい壁へきの上あたりで静止している。ざっと見る限りでも百体はいる──。

『すごい数だね』

　と、アネモネは声を伝えた。

「…………ん」

　いつになくラシードの声が硬い。さすがに緊張や不安を隠すことはできないようだった。それにしても、とアネモネは思った。どこからこんな大編隊がやって来たのだろう。

　ふと、群れの中心に目が吸い寄せられる。周囲よりもひときわ大きな機甲竜ヒユドラが浮かんでいた。黒い髪を長くなびかせた、自分たちよりも少し年上らしい女がそこにまたがっている。他ほかの兵士たちとは明らかに佇たたずまいが違う。なにより際きわ立だっているのはその目だった。すべてを射抜く黒い光を発しているかのようだった。

『真ん中に女の人がいるよ』

　そうアネモネが告げたとたん、ラシードの手足が震ふるえ出すのが分かった。首を動かして背後を見ると、彼の褐かつ色しよくの肌はだは血の気を失っている。ここまで感情を表に出す姿を見るのは初めてだった。

『ラシードくん、知ってるの？』

「…………あれは」

　ラシードが口を開きかけた時、

「この島の者たちに告ぐ！」

　突然、落雷のような大だい音おん声じようが島中に響ひびき渡った。一いつ瞬しゆん、アネモネはつい屋根に隠れてしまった。機械で増ぞう幅ふくした声だと気づくまで時間がかかった。レガリオン帝国にはそういう技術があると聞いたことがある。

　喋しやべっているのは中心にいる例の女らしい。なにかの機械らしいものを口の前に当てていた。

「わたしは『黒の鉄姫』ことグロリア・レガリオンだ！」

　アネモネの翼つばさがこわばった。どうしてラシードが動揺しているか分かった。アバディーン王国を滅ぼし、海ユ洋ニ連オ合ン各国に未いまだ癒いえない傷を与えた女将軍──海ユ洋ニ連オ合ンでは知らぬ者のいない恐るべき敵だった。

「人の世にあってはならぬ竜りゆうども、それに媚こびへつらう人間どもに、降伏の機会を与えるつもりはない」

　彼女の言葉にはなんのためらいもなかった。

　おお、という雄お叫たけびがレガリオン軍の中から上がった。

「死を恐れぬ者はわが精鋭たちの餌えさとなるがいい！」

　その一言を合図に、百体の機甲竜ヒユドラが一いつ斉せいに島の外がい壁へきを越え、まるで雨雲のように島の上空を覆おおっていった。




　機甲竜ヒユドラたちが空中から炎を吐き出すと、島のあちこちから火の手が上がった。同時に竜騎士ドラグーンを乗せた竜が、五騎きほど空に駆け上がった。学院島の上空で前代未聞の空中戦が始まろうとしていた。

　地上から見ると、機甲竜ヒユドラ部隊は境目のない一つの大集団でしかなかったが、実は明確に三つの隊に分かれていた。まず戦力が集中している騎士学院グランデコルを攻撃し、反撃をできる限り抑える第一隊、無防備な他ほかの施設や住宅を焼き払う第二隊がいる。そしてその上空に、熟達した乗り手が多い第三隊が待機していた。

　グロリア・レガリオンは第三隊のやや後方で、すべての戦況を見渡せる位置にいる。彼女が乗っているのは専用の機甲竜ヒユドラだった。

「思ったよりも逃げる竜りゆうたちが少なかったな」

　彼女は機甲竜ヒユドラに内蔵された無線を使って側近に話しかける。グロリアのそばには、側近の乗る二体の機甲竜ヒユドラが彼女の身を守るように浮かんでいた。

「せっかく逃げやすいように名乗ってやったものを」

『動けなかったのでしょう。攻撃のタイミングが早すぎましたね』

　側近のうちの一人が無線で返事をした。どちらも同じ黒い仮面を着けている──今、騎士学院グランデコルに潜入しているスパイと同様、色のついたレンズの嵌はまった金属の仮面。それはグロリアの側近である証あかしだった。

「なにごともうまくはいかないものだな」

　思ったよりも火の手の上がり方が小さいのも気になっていた。おそらく、町の中に消火に役立つ竜ル気ンを持った騎き士し候補や竜が潜ひそんでいるのだろう。

　ふと、グロリアは第一隊の攻撃の手がわずかに緩ゆるんだことに気づいた。騎士のいない瑠る璃り色いろの竜が激しく空中を舞い、火炎放射を行おうとする機甲竜ヒユドラたちを攪かく乱らんしている。

「あれは『奴やつ』の報告にもあったな……教官のマグノリアか」

　彼女は侵入させている側近の報告を思い返した。施設の位置を示す地図の他ほかに、騎竜と騎士候補たちの個々の戦力評価の一覧があった。一人で調べ上げたとは思えないほど充実したデータで、それによればマグノリアの評価は「上級」だ。平均的な機甲竜ヒユドラよりもはるかに強い。

「第三隊から四機ほど送ってやれ」

　無線を受けて側近たちの機甲竜ヒユドラが離れた。無線通信はまだ開発途上で、多少距離を置くと雑音がひどくなる。結局は伝令を送らなければならなかった。

　伝令の意を受けて、上空に待機していた第三隊から四機が第一隊の救援に入り、マグノリアを追跡し始めた。第三隊の役割は能力の高い竜のみを捕ほ捉そくし、他の隊の戦闘空域からその竜を遠ざけることにある。要は一体ずつ隔離していくのだ。

　報告によれば、この騎士学院グランデコルで契約を結んだ人と竜は約六十組いる。しかし、実際に戦闘能力が高いと言えるのはせいぜいその三分の一だ。竜ル気ンや騎士のタイプによって、竜騎士ドラグーンの実力は大きく左右される。そこが均質な能力を持つ機甲竜ヒユドラとの大きな違いだった。

「む……？」

　その時、彼女は足あし下もとから吹きつける奇妙な風に気づいた。愛機を軽く傾けたとたん、翼つばさのすぐ脇わきを竜りゆう鱗りんの棍こんが矢のように空へと突き抜けていった。避よけなければ翼を射抜かれていただろう。はるか真下の町の中から放たれたものらしい。もちろん人力だけではない。気圧を操る竜ル気ンの持ち主がいるのだろう。

「第三隊から三機送りこめ。わたしの足下だ」

　戻ってきた側近に彼女は再び命じる。彼女は苦笑した。誰だれなのかは分からないが、優秀な騎士候補がいるようだった。




「…………む」

　竜りゆう鱗りんの棍こんの行方ゆくえを目で追っていたラシードは、思わず唸うなった。

『外した？』

　と、アネモネが彼の下から問いかける。ラシードはアネモネに乗ったまま、路地裏に潜ひそんでいる。

「…………うん」

　三さん節せつ棍の一部を取り外し、風の竜ル気ンをこめて矢のように放り投げる──当てる自信はあったが、「黒の鉄姫」は最小限の動きで避よけた。尋じん常じような反応速度ではない。彼女の機甲竜ヒユドラは、明らかに他ほかのものと性能が違っている。ラシードは空中から落下してきた棍を受け止めて、一本に繫つなげて再び三節の武器に戻した。

　そこへ三体の機甲竜ヒユドラが頭上から迫ってくるのが見えた。

　ラシードの緊張を感じ取り、アネモネは路地を縫ぬうように飛ぶ。小柄な上に風の竜ル気ンを持つ彼女は狭い場所でも素早く動くことができる。またどこかに隠れてやり過ごし、攻撃を仕掛けるつもりだった──が。

　二体の機甲竜ヒユドラが地面すれすれまで降下し、アネモネを前後に挟はさみこんだ。近くに飛びこめる横道もない。

「…………くっ」

　仕方なくラシードはアネモネに急上昇の指示を出した。黒煙のたなびく屋根の上に出たところで、ラシードは凍りついた。目の前に別の機甲竜ヒユドラが浮かんでいた。乗り手が連発式の長銃を構えて、二人に狙ねらいを定めている。三体は最初から完全に連携し、この機甲竜ヒユドラが仕留めるつもりだったのだ。

　撃たれる、と思った瞬しゆん間かん、機甲竜ヒユドラの胴体に弾丸が命中した。炎を上げながら敵が建物と建物の間に落下していく。

　あたりを見回すと、島の沖合を飛んでいるクリスとフリデリカが目に入った。戦闘空域の外れを飛びつつ、味方を遠距離から援護射撃しているらしい。ラシードが軽く手を振ると、クリスも手を振り返す。それから向きを変えて別の味方を助けるために飛び去っていった。

　残りの二体の機甲竜ヒユドラが路地から上昇してくる。黒煙を盾たてにして逃げ回りながら、ラシードは周囲を見回した。そういえば、戦闘が始まってからヴィクトルとティアナの姿を一度も見ていない。

　あの二人が今の事態を放っておくはずがない。今、一体どこにいるのだろう。
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　ティアナは講堂の屋上に呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

　彼女の頭上でも眼下でも激しい戦闘が続いていた。五、六騎きの竜りゆうたちが上空を旋回し、攻撃を仕掛けようとする機甲竜ヒユドラの群れを必死で近づけまいとしている。校舎の窓から砲剣による射撃も続いていたが、守り手より攻め手の方が統率され、攻撃力が高いことは間違いない。

　強い騎竜や騎士候補たちが追い回され、洋上へと押し出されてしまうのも劣勢の一因だった。校舎は火炎を浴びせられ、今や学科棟の一つが完全に炎に包まれている。騎士学院グランデコルは徐々に敗北の色を濃くしつつあった。

　今、ティアナのそばには誰だれもいない。「黒の鉄姫」の名乗りを聞いた瞬しゆん間かん、彼女はジャンから離れてその場を逃げ出してしまった。三年前、機甲竜ヒユドラに囲まれた時の記憶が生々しく蘇よみがえって、いても立ってもいられなくなったのだ。

　どこをどう走ったのか、気がつくと彼女は講堂の上に来ていた。

　誰かの悲鳴と怒号が頭上から降ってきた。

　三年前、ルシアンが死んだ。

　今日はみんな死ぬ。わたしも死ぬ。




「……ティアナ」

　誰かの声が聞こえる。自分を呼んでいることに気づいて、彼女はゆっくりと振り返った。ジャン・アバディーンが立っていた。走り回っていたのか、肩で息をしている。

　二ヶ月前、彼女が間違えて連れてきた少年だった。

「なにやってるんだ、こんなとこで」

　いつになく優やさしい声だった。ティアナは答えに詰まった。さっきは「黒の鉄姫」の出現に怯おびえて逃げ出した。今は──今は、なにをしているのだろう。

「……分かりません」

　正直に答えた。ジャンはゆっくりと近づいてきて、彼女と向かい合った。

「なんで逃げなかったんだ？」

「……え？」

　と、ティアナは訊きき返した。

「『黒の鉄姫』にビビったんだろ。なんで島から逃げ出さないで、こんなとこにいるんだ？」

　誰かの射撃が当たったらしい。空から機甲竜ヒユドラの翼つばさの一部が降ってくる。ジャンの後ろでぐしゃりと鈍い金属音を響ひびかせた。ティアナは身をすくませたが、ジャンは眉まゆ一つ動かさなかった。

「それも……分かりません」

　ジャンに向かって「分からない」を繰り返している自分が不思議だった。普段、分からないことに答えを出すのは彼ではなく自分の方なのに。

「さっき自分が間違えてばっかりだって言ってたよな……俺おれをここへ呼んだのも間違いだって。今もそう思うか？」

　彼女はうなずく。なぜか鼓こ動どうが速くなっていた。

「俺、ずっと考えてたんだけど」

　と、ジャンは言った。

「前のパートナーが死んでから、お前はなにも間違えてないと思う」

　その言葉にティアナは面食らった。

「わたしはあなたを利用するつもりでここへ呼びました。それは……」

「そういう意味じゃない」

　彼は首を横に振った。

「俺のことも含めて、お前は最後まで選びきってない。選んでないんだから、間違えようがないんだよ」

　彼女は大きく目を見開いた。ジャンは静かに言葉を続けた。

「よく思い出してみろ……学院長にパートナーを選べって言われて、お前は選べなかった。フリデクに来たかったけど来られなかった。俺をパートナーにして誤ご魔ま化かそうとしたけど、それもできなかった。でも俺を騎士学院グランデコルから追い出そうともしなかった。今もレガリオン軍にビビってるけど、ここから逃げ出すこともできない」

　ぐらぐらと地面が揺れる。どうしてなのか、ティアナは自分の中に答えを探したが、なにも見つからなかった。自分がひどく虚うつろでちっぽけに思える。

「多分、お前の中にあるのは簡単なことだ……殺したくないし、殺されたくない。それは分かるんだ……でも見ろ」

　ジャンはぐるりと島全体を指し示した。炎と煙に吞のみこまれかけた世界。機甲竜ヒユドラの駆動音と、建物の崩れ落ちる音、地の底から響ひびくような人々の声──かつてアバディーン戦せん役えきでも二人が見た世界だった。

「今ここでなんかを選ばねえと、なんにも残らねえ。俺たち全員の命もだ！　それでいいって本気で思ってんのか？」

　彼はティアナに一歩ずつ近づいていった。後ろに下がろうとしたが、足が動かなかった。彼の手がティアナの両手を包んだ。

「俺と契約するか、ここから逃げるか、どっちか選べ」

　ジャンは低い声で言った。

「俺と契約すれば、お前が選べないことを俺が全部選んでやる。お前がどんなに辛つらいことでも、嫌いやなことでもな……俺が全部責任を持つ。もし二人でやったことでも、全部俺の罪でいい」

　不意にティアナの体の震ふるえが止まった。この人はもう一度自分に戦いの場に戻れと言っている。そして誰だれかを殺したら、自分がすべての罪を負うと言っているのだ──。

「……聞かせて下さい」

　と、ティアナは言った。

「あなたは『黒の鉄姫』を今でも殺したいですか？」

　彼は一いつ瞬しゆんためらい、歯を食いしばってうなずいた。

「殺してやりてえよ。俺おれはあいつが憎にくい」

　なぜかティアナはその言葉に安あん堵どしていた。彼の答えが正しかったからではない。彼がティアナに噓うそをつかなかったからだ。

「それと同じぐらい、あいつらに殺される人間や竜りゆうを見るのが嫌いやだ……ここでもどこでも、アバディーンの城みたいになっちまうのが耐えられねえ。俺に分かってんのはそれだけだ」

　ティアナは肩の痛みをこらえてジャンの手を握り、彼の前にひざまずいた。そして、帽子を脱いで二つの角つのに彼の手を触れさせる。今にして思うと、偽いつわりによって自分を守るためではなく、最初から戦いに戻るために彼を選んだ気がする。

「一つだけ、約束して」

　ティアナは静かに目を閉じた。

「必要以上に殺さないと……それができなければ、いつでもあなたとの契約を解除します」

「……分かった」

　彼女は大きく息を吸いこむと、身の内に潜ひそむ竜ル気ンの源を解放した。雷の竜ル気ンが彼の両腕へ濁だく流りゆうのように流れこんでいく。命そのものを吸い尽くされるような感覚に、彼女は気を失いそうになった。ルシアンと契約した時は、こんな風にはならなかったはずだ──。

　もう一度目を開けた時、契約はもう終わっていた。浮き出ているはずの印ムドラを確認しようと、両手を見たティアナは息を吞のんだ。左右の手の甲から肘ひじの近くまで、太い入いれ墨ずみのような金色の文様が浮かび上がっている。ジャンの両腕にも同様のものがあった。

　印ムドラは人と竜が契約した証あかしだが、こんなに巨大なものは見たことがない。ジャンの両腕に竜脈ナーデイがあることと関係があるのかもしれない。眺ながめていると気味が悪くなってきた。

「わりとカッコいいもんだな、これ」

　しかし、ジャンは屈くつ託たくなく笑っていた。その笑顔を見ているうちに、ティアナはなんとなく安心してきた。考えるのは後でいい。今はすることがある。

「さてと……出陣だな」

　ジャンはルシアンの砲剣を抜いた。

「怪け我がは大だい丈じよう夫ぶか？」

「……問題ありません」

　と、ティアナは言った。

[image: ]

「派手に行きましょう」
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　講堂を飛び立ったティアナが最初にしたことは、戦場を離脱して一気に洋上へ飛び出すことだった。

「えっ？」

　ジャンはぎょっとしてみるみるうちに小さくなる学院島を振り返った。

「バカ、なんで……」

　逃げるんだよ、と尋たずねる前にティアナは急上昇を開始する。波のような雲のそばまで、ほとんど垂直に駆け上がっていく。全身を押しつぶすような圧力にジャンは歯を食いしばった。もう少しで舌を嚙かむところだ。

　やがて機甲竜ヒユドラも竜りゆうも上がってきていない、すべてを見渡せる位置まで来ると、ティアナはその場に羽ばたきながら静止した。

『高度を上げたのは、それが必要だったからです』

　と、彼女は言った。

『古代からの戦争では、最も高い場所を制圧するのが定じよう石せきです。空中戦であってもそれは変わりません。より高所にいる者が、より戦況を見渡すことができますし、攻撃に晒さらされることも少なくなるのです』

「はあ……」

『よく見てごらんなさい。色々分かることがありますから』

　言われたとおり、ジャンは学院島を見下ろした。しばらく目を凝こらしていると、戦いがいくつかの空域に分かれて行われていることに気づいた。思ったよりも戦場は広く、島の上空だけではなく、沖合でも空中戦が行われている。

『思ったより、敵は細かく部隊を分けていますね……逆に言えば、そうせざるを得ない理由があるのでしょうが』

「どういうことだ？」

『まずは島の外側で戦っている味方を救います』

　そう言って、ティアナは再び急降下に入った。

「なんでだよ！」

　風音に負けない声でジャンは叫んだ。

「騎士学院グランデコルの方は放っておいていいのか？」

『あと少しは持ちこたえられるでしょう。島の外側にいるのが両軍の精鋭です。そこで敵側を叩たたき、味方を自由にした方が戦況が早く変わります』

　ふと、自分たちの真下にも味方がいることに気づいた。二体の機甲竜ヒユドラが連携しつつ、朱しゆ色いろの竜りゆうを追いかけている。竜の上には黒髪の騎き士し候補が乗っていた。

（……あれは）

　クリスだ。間違いない。ついさっきまでスパイとして捕まっていたのに、戦いに加わっているとは思わなかった。

『すり抜けながら一体を倒して下さい』

　機甲竜ヒユドラのシルエットが大きくなっていく。ヘルメットの凹へこみ具合まで分かるほど近づいたその時、相手がようやく顔を上げた。まだ若い兵士の両眼が飛び出しそうなほど丸くなった。ジャンはためらわずに引き金を引いた。青い燐りん光こうを発しながら、機甲竜ヒユドラの首筋に弾丸が突き刺さる。金属の翼つばさに小さな火花がびりっと走った。羽ばたきが完全に止まり、バランスを崩して海上へと落下していった。

（竜ル気ンをこめて撃てば、ティアナの雷も効く）

　その横を通り過ぎながらジャンは思った。海面近くで再び急上昇したティアナは、背面飛行のままもう一体の機甲竜ヒユドラの背後につく。

『撃って下さい』

　ティアナはさらりと言った。天地逆のままでジャンが発砲する。翼を撃ち抜かれた機甲竜ヒユドラは、ふらつきながら向きを変えて本隊へと帰っていった。

　ふわりとティアナの体勢が元に戻った。急激すぎる動きで胃がひっくり返りそうだった。口を押さえて吐き気に耐えていると、フリデリカたちがジャンの横に並んだ。

「アバディーン！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　クリスの不安げな声が聞こえる。ジャンは無理やり吐き気を押し戻した。

「大丈夫だ……そっちは？」

「うん。無事だ……助けてくれてありがとう。危ないところだったんだ」

「いいって。気にすんな」

　ふと、クリスが妙に潤うるんだ目で自分を見ていることに気づいた。なんかついてるか、と思って顔をこすったがなにもなかった。

『あなた方はすぐ騎士学院グランデコルの救援に向かって下さい』

　と、ティアナが言った。

『今は持ちこたえていますが、放っておけば制圧されかねません』

「分かりました。行こう、フリデリカ」

　ジャンたちはクリスたちが飛び去るのを見送ってから、他ほかに追われている味方を捜した。




　ティアナの言った通り、洋上にいるのは実力のある騎き士し候補と騎き竜りゆうたちだった。彼らは連携した複数の機甲竜ヒユドラに追い回されていた。ジャンたちは奇き襲しゆうの繰り返しで彼らを解放していく──ラシードたちやマグノリアもその中に含まれていた。

　彼らが続々と学院島の戦闘に戻るにつれて、遠目から見ても戦況に変化が見え始めた。機甲竜ヒユドラの校舎への直接攻撃が減り、全体的に少し上空へ押し戻されたような気がした。

　ほっと息をつくと、ティアナの声が聞こえた。

『気を抜いていると危険です……そろそろ、わたしたちにも追っ手がかかるはずですから』

「分かってるよ」

　騎士学院グランデコルの精鋭に複数の精鋭をぶつけて、「隔離」するというのが敵の戦術らしい。だとすると自分たちをこのまま自由にさせておくはずがない。

　ジャンは新しい弾丸を装そう塡てんしようと、腰のケースを探った──が、もう一発も残っていなかった。

「おい、弾がもうねえぞ？」

『まずいですね……仕方ありません。一いつ旦たん島へ戻りましょう。ラフエッジの店が燃えていなければ、弾丸を補充できるはずです』

（ってことはこれもラフエッジが作ったのか）

　改めて砲剣を見下ろした。どこにも凝こったところはないが、扱いやすく狙ねらいもつけやすい。標準的な砲剣でもあの職人が作れば名器になるのだ。

　不意にティアナが空中で急停止する。まだ砲剣を眺ながめていたジャンは、彼女の背中でつんのめりそうになった。

「なんだ？　どうしたんだよ？」

『……追っ手が来ました』

　ジャンはティアナの首の横から学院島の方を見る。一体の機甲竜ヒユドラが一直線に飛んでくるところだった。

「なんだ、一人だけしか……」

　ジャンの全身がしびれたように動かなくなった。その機甲竜ヒユドラは今までのものよりも一回り大きい。その背中では若い女が黒髪をなびかせている──「黒の鉄姫」グロリア・レガリオンが単独で向かってきていた。

　ジャンたちが停止したことに気づいたのか、グロリアの方も前進をやめて空中に止まった。

「久しぶりだな、『金色の死神』！」

　彼女は朗ろう々ろうと叫んだ。ジャンは歯を食いしばって湧わき上がる怒りに耐えた。今にも空中に飛び出して斬きりかかりたくなる。

「相棒を捨てて逃げて以来か？　あれは無様な逃げっぷりだったが」

　そう嘲あざけってから、彼女はジャンに目を留めた──ジャンの方も黒髪の女を睨にらみつける。こいつがみんなを殺した、と彼は思った。なにもかも自分から奪うばっていった女だ。家族も、住む場所も、生まれた国も。

　やっと待ち望んだ時が来た。

「それで、背中にいるお前は誰だれだ？」

　怪け訝げんそうに彼女は言った。ジャンは両手を固く握りしめた。

「俺おれはヴィクトル・アバディーンだ」

　グロリアはかすかに眉まゆをひそめた──そして、口の端で冷たく笑った。

「……名乗られても誰なのか分からんな。どこの馬の骨だ？」

　ジャンの体の中で血が沸ふつ騰とうした。この女だけは絶対に許さない。自分が滅ぼした国の王族の名すら憶おぼえていないのだ。アバディーンの王城で自分が焼き払ったくせに──。

「てめえ！　今すぐ殺す！」

　彼は砲剣を向けて引き金を引いた。かちりという乾いた音が響ひびくだけだった。逆上のあまり、もう弾丸がないことも忘れていた。

「ティアナ！　あいつに向かって飛べ！　斬り殺してやる！」

　竜りゆうの背中で立ち上がりかけたとたん、ティアナが向きを変えてグロリアから遠ざかり始めた。

「なにやってんだ！　戻れ！　あいつを殺……」

『少しは冷静になりなさい！』

　ティアナの叫び声が響いた。ジャンが驚おどろいたのは声の大きさではなかった。彼女の声が明らかに怯おびえていたからだ。

（……そうか）

　あの「黒の鉄姫」に会って冷静でいられないのは自分だけではない。ティアナにとって、グロリアはパートナーの死と繫つながる恐怖の対象なのだ。落ち着かなければならない。ジャンは息を整えてから振り返った。

　グロリアはやや上空から彼らを追ってきている。

（速い）

　ジャンは息を吞のんだ。他ほかの機甲竜ヒユドラとは明らかに違う。ティアナの速度にもやすやすとついてくる。彼女が左右に急旋回しても、同じ半径でそれに続く。グロリア自身が機械を操作しているはずなのに、反応も異様に素早い。まるで機械と一体化しているかのようだった。

『……つかまって下さい』

　海面すれすれを滑るように飛んでいたティアナが、突然がくんと急減速する。背中で激しく揺さぶられながら、ジャンは背後に立ちのぼる巨大な牙きばのような二つの波を見た。

（あ……）

　両足を海の中に強引に突っこんで減速しているのだ。空中にいるグロリアの機甲竜ヒユドラは、たちまちティアナを追いこしていった。その隙すきを捉とらえてティアナは再び上昇し、まだ減速を続けているグロリアの背後に迫る。

　ジャンはティアナのやろうとしていることを悟った。サモニス島の上空でやったように、乗り手を海に叩たたきこむつもりなのだ。やがてティアナの首がグロリアの背中に触れようとしたその時、突とつ如じよ黒い機甲竜ヒユドラが姿を消した。

『えっ』

　ティアナの叫びが聞こえる。ジャンは脳天を貫つらぬくような殺気に導かれて頭上を見た。グロリアは垂直上昇をしたらしい。青空を背景に反転宙返りした機甲竜ヒユドラが、翼つばさを小さくたたんで弾丸のように自分たちに向かって急降下を始めていた。金属の口が大きく開き、その奥に小さな炎が見える。

「ティアナ！」

　ジャンが叫ぶと同時に、ティアナはグロリアとすれ違うように急上昇する。猛たけり狂った炎が海面の一部を焼いた。縦回転で百八十度方向転換し、体の向きを水平に戻して、ティアナは今度は学院島に向かってまっすぐに飛ぶ。

　背後を確認すると、機甲竜ヒユドラも旋回を終えてすでに追跡に入っていた。

「くそ……」

　彼は歯ぎしりをした。もう弾丸がない以上、こちらからは反撃のしようがない。追いつかれないことを祈るしかなかった。

　前に向き直ったとたん、ジャンはぎょっとした。黒い外がい壁へきが目の前に迫ってきている。ちょうど正門のあるあたりだった。このまままっすぐ行けばぶつかってしまう。

「ティアナ！　高度を上げろ！」

　がくんとさらに高度が下がった──彼女の様子がおかしい。もう一度呼びかけようとした時、突然ティアナの翼つばさの動きが止まる。ジャンたちは正門の手前で墜つい落らくした。




　気を失っていたのはそう長い時間ではなかったらしい。

「おい、アバディーン、おい」

　頰ほおを叩たたかれている感覚で、ジャンは目を開けた。

「おっ。気がついたか。生きてやがんな」

　目の前にカジカ・サカイの顔があった。あたりを見回すと、そこは学院島のただ一つの港だった。つい昨日リンケと話をした桟さん橋ばしも近くに見える。外がい壁へきの中と比べて、この港はほとんど破壊されていない。スパイ騒ぎで入港が制限されていたせいで、外からの船は一隻せきも停泊していなかった。

「……ティアナは？」

「姫さんはあっちだぜ」

　ジャンは体を起こして、カジカの指さした方を見る。岸壁の端にティアナがあおむけに横たわっていた。両手をついたまま彼女に駆け寄って体を抱だき起こそうとする。

「やめろって！　動かさねー方がいい」

　カジカが注意する。ジャンの手にぬるりと生温かいものが触れた。肩の傷のあるあたりに血がにじんできていた。

（そうだった）

　彼女は重傷を負っている。きっと今まで無理をして飛んでいたに違いない。顔色も真まっ青さおだった。

「別に命に別条はねーと思うけどな、もう一回病院連れてった方がいいぜ」

　カジカは肩越しにティアナを覗のぞきこんでいる。ふと、ジャンは彼の方を振り返った。

「……お前、ここでなにやってんだ？　工房とか大だい丈じよう夫ぶか？」

　すると、カジカはあからさまに不機嫌になった。

「なにってお前に言われたく……」

　その時、三人の頭上に黒い影がかかった。ジャンとカジカは同時に空を見上げた。桟橋の上にグロリアの乗った機甲竜ヒユドラが浮かんでいた。




　グロリアは機甲竜ヒユドラの上から騎き士し候補たちを見下ろしていた。いつでも相手を焼き殺すことができる。ちらりと黒い壁かべの向こうを見やると、戦いは互角というところだった。自分がこの愛機で参入すれば、戦況を変えることは簡単にできるだろう。

　まずはこの連中を片づけてからだ。

「……ん？」

　ふと、グロリアはヴィクトル・アバディーンと名乗った少年のそばに、もう一人ひょろりと瘦やせた少年がいることに気づいた。

「誰だれだ、お前は？」

　そう問いかけたとたん、相手はぶるっと身を震ふるわせた。

「カ、カジカ……サカイ。ラフエッジ師し匠しようの弟子っす」

　知らない名前だな、と彼女は思った。戦力評価の一覧にもそんな名前はなかった。きっと騎き竜りゆうもいない、どうでもいい雑ざ魚こに違いない。

「……お前、逃げていいぞ」

　と、グロリアは言った。

「これからわたしはその者たちを殺すところだ……しかし、予定にない者をいちいち殺す趣味はない。どこへでも消えるがいい」

　カジカと名乗った少年は、真まっ青さおな顔で立ち上がると、正門の方へぎくしゃくした足取りで歩いていった。グロリアは唇くちびるに嘲ちよう笑しようを浮かべる。弱い者はいつもこうだ。家族でも友人でも見捨てて逃げ出す。

「さて、ヴィクトル・アバディーンと名乗ったな、お前」

　赤毛の少年は竜の少女を抱だいたままグロリアを睨にらみつけている。彼が携たずさえている砲剣が弾切れを起こしているのは知っている。ティアナとの会話からもそれは窺うかがえたし、追跡されている間にも一度も撃ってこなかった。

「一度だけ発言を許す」

　彼女は火炎放射のスイッチに手をかけたまま言った。珍しく海ユ洋ニ連オ合ンの人間に興味を抱いだいていた。自分と対たい峙じし、死の危険に晒さらされながら、ここまで敵意をむきだしにできる者は珍しかった。

「わたしへの呪じゆ詛そを言え。憶おぼえておいてやる」

　彼はぐっと唇を結んでいた。屈くつ辱じよくか恐怖か、どちらに耐えているのか分からない。

　水を打ったような沈黙が続く──。

　突然、彼は大きく息を吸いこんで叫んだ。

「カジカ！」

　グロリアは虚を突かれた。さっきの貧相な少年の名だということを思い出すまで、時間がかかった。正門の方を見ると、少年がいつのまにか港の方に戻ってきていた。

「うちの師匠からお届けもんだ！　受け取れ！」

　彼は手に持っているなにかを放り投げる。アバディーンは立ち上がってそれを受け取ると、グロリアの方に向けた。それは異様なほど口径の大きな砲剣だった。

　やっと彼女は気づいた。カジカという少年がここにいた理由──アバディーンに武器を届けるためだったのだ。ラフエッジとはこの島の武器職人の名に違いない。

　不意にグロリアは我が身の危険を悟った。今から炎を吐いても間に合わない。

「死ね！　『黒の鉄姫』！」

　青白い炎の塊かたまりが銃口から発射される。それよりも一いつ瞬しゆん早く、彼女は機甲竜ヒユドラから飛び降りていた。愛機が雷光に吞のみこまれて吹き飛ぶ様に、彼女は落下しながら息を吞んだ。想像を絶する破壊力だった。

（……なるほどな）

　グロリアは一覧の中にあった「ヴィクトル・アバディーン」の項目をやっと思い出した。評価は「下級」だったが、武器だけはおそろしく危険だという注がついていた。

　桟さん橋ばしの上に着地する直前、彼女は滑りこんできた一機の機甲竜ヒユドラに救われた。黒い仮面を着けた側近の一人が操縦している。今日、伝令を務めている二人ではない。この島に潜もぐりこませていた、彼女が最も信頼する腹心だった。

「どうやって脱出したのだ？　この戦闘のさなかに」

「ちょっとした駆け引きのおかげです……それよりも、油断なさいましたね、殿下」

　ずばりと相手が言った。歯に衣きぬ着せぬ発言がこの腹心の癖くせだった。

「そうだな。いささか遊びが過ぎたようだ」

　彼女は素直に非を認めた。愛機を失ってしまった。もっとも「基地」でまた新しく作ればいい──次はもっと性能の高いものを。
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　たちまち機甲竜ヒユドラは上昇し、戦況を見渡せる高度まで達した。島の外に「隔離」していたはずの騎士学院グランデコル側の精鋭たちは、軒並み島の上空まで戻ってきてしまっている。戦況は五分ぶといったところだが、長引けば攻め手側のこちらが不利になる。

　待機していた第三隊も、ティアナのせいでかなり被害を受け、もう満足に動ける者はあまり残っていない。

「……潮時だな。退却しよう」

「よろしいのですか？」

「しょせんはただの小手調べだ。第一隊、第二隊に実戦経験を積ませることができた。それなりの戦果はあったと言えるだろう。ただ、島内や海上に落ちた乗り手たちを、できる限り回収するように指示を出せ。わたしの財産は機甲竜ヒユドラではなく彼らだからな」

　彼女の命令が行き渡ると、どの部隊も一いつ斉せいに攻撃をやめ、退却の準備に入った。グロリアの乗った機甲竜ヒユドラは島の上空をゆっくりと旋回し、退却の進み具合を見届けている。

　グロリアは港に目を留めた。岸がん壁ぺきの上に呆ぼう然ぜんと立つ、赤毛の少年が目に入った。なにもできずに去っていくレガリオン軍を見送っているらしい。彼女は人知れずくすりと笑った。




「……この次は本名を名乗ることだな。おかしな偽ぎ名めいではなく」




「なにかおっしゃいましたか？　殿下」

　仮面の部下が振り向いた。

「いや、なんでもない。大したことではないさ」

　彼女は首を横に振って言った。







　　　終章







「『ペイルライダー』を使わせないって言ったのは、お前にちょっとばかり考えて欲しかったからなんだ」

　工房のカウンターの向こうで、ラフエッジは言った。

「正直、本気で言ったわけじゃなかった。だからもう気にすんな……そいつはお前が持ってて構わないさ」

　ジャンはほっと息をついて、「ペイルライダー」を自分の腰に収めた。

　レガリオン軍の襲しゆう撃げきから三日後、ジャンはラフエッジの工房に来ている。彼の工房は焼けずにちゃんと残っていた。一応、今後も自分が使っていいかどうか確かめに来たのだ。

　ラフエッジはカウンターの向こうで、両手を頭の後ろで組んだ。

「ただ、メンテナンスはこれからちゃんとやってくれよ。俺おれだっていちいち面倒見てられないからな。これから毎日新作を作ってくつもりなんで、忙しくなるんだよ」

　ジャンは黙ってうなずいた。軽い言い方だったが、不ふ穏おんな意味を含んでいることは分かっていた。学院島ではこれから大量の武器が必要になる。それはこの島にいる者の誰だれもが感じていることだった──この島はレガリオン軍に狙ねらわれている。

　三日前の襲撃にも、まだ解明されない謎なぞが残っている。あれだけ大規模な機甲竜ヒユドラの部隊が、どこから現れてどこへ消えたのか未いまだに分かっていなかった。

　レガリオン大陸本土から飛んできたにしては不自然すぎる。そのような大軍を周囲の島の人々も誰一人見ていなかった。グロリア・レガリオンとその配下は、突然現れて突然消えてしまったのだ。

　捕ほ虜りよから情報を引き出すこともできなかった。レガリオン軍のスパイは逃亡してしまったし、墜つい落らくした機甲竜ヒユドラの乗り手も、生きている者は全員他ほかの機甲竜ヒユドラに回収されてしまったからだ。

　はっきり分かっているのは、いずれまた三日前のような攻撃を受けるということだけだ。

「……契約、結べてよかったな」

　ラフエッジはジャンの両手を見ながら言った。そこには太い入いれ墨ずみのような印ムドラが浮かんでいる。

「まだ、なんか実感が湧わかねえけど」

　自分は竜りゆうと契約を結んだのだ──それも、最速とされる竜と。これはティアナが自分を信じてくれた証あかしだった。

「ティアナの奴やつ、本人が思ってるより甘えたがりだぞ。これから色々苦労するんだな」

　ラフエッジは天井を見ながら遠い目で言った。

「……前から訊きこうと思ってたんだけど」

　と、ジャンは言った。ラフエッジとティアナの過去はなんとなく気になる。

「ティアナと昔なんかあったんですか？」

「んー、なにってほどじゃないんだが……ガキの頃ころの話だよ。あいつが三歳だか四歳だかでこの島に来た時に……いや、やめとくわ」

「え？　なんで？」

「後が怖いからな」

　ラフエッジはジャンの背後を指さした。振り向くと、帽子をかぶった少女が扉に背を向けて立っている。自分たちの会話を聞いているのは明らかだった。




「……ラフエッジはなにか言っていましたか？　わたしのことで」

　ジャンが店を出ると、すぐにティアナが訊いてきた。

「いや、別に……」

「それならよいのです」

　ほっとしたように彼女は言った。

「今後ともなにがあったか絶対に訊かないように。もし話し始めたら耳をふさぎなさい。殴なぐって気絶させても構いません」

　ジャンは黙っていた。ラフエッジの話を聞かせまいとしているのは、かえって逆効果だった。最初は別に知りたくなかったが、だんだん知りたくなってきている。

　二人は学院に向かって歩き出した。坂道に面した家々の中にも、機甲竜ヒユドラの炎で焼かれたものがかなりある。否いや応おうなしにアバディーン王国の最さい期ごを思い出させる眺ながめだった。町の住民にも、生徒の中にも、死んだ者が何人もいる。

　しかし、逆に言えば、それ以外の者たちは生き延びたということでもあった。自分がその役に立てたことを、ジャンは素直に喜んでいた。

「聞いていますか？　アバディーン」

　考えごとをしていたジャンは我に返った。

「悪い。聞いてなかった」

「まったく……自分の武器を持って表彰式に出られて、良かったですねと言ったのです」

「……そうだな」

　ジャンはうなずいた。今日は騎士学院グランデコルで授業はない。レガリオン軍との戦いで功績のあった者たちが、表彰されることになっているのだ。




　講堂の壇だん上じようにはガートルードを初めとする教官たちと、アダマスを初めとする生徒会の実行委員たちが立っている。壇の前にはこれから表彰される者たちが一列に並び、その後方にそれ以外の一般生徒の席があった。

「一年・黒山羊カプリコン……カジカ・サカイ」

　ガートルードが最初にその名を呼ぶと、講堂の後ろの方で軽いどよめきが起こった。しかし、一番戸惑っているのは間違いなく本人だった。彼は首をかしげながら段を上がり、首をかしげながら勲くん章しようをつけてもらい、首をかしげながらジャンの隣に戻ってきた。

「……貰もらっちゃっていいのかよマジで……俺おれ、お前に武器投げただけだぞ……？」

　と、不安げにジャンに囁ささやいた。

「問題ねえだろ。俺と一緒に『黒の鉄姫』の機甲竜ヒユドラを撃げき墜ついしたんだから」

　あの時、カジカが「ペイルライダー」を持ってきてくれなければ、ジャンもティアナも間違いなく死んでいた。それに、ジャンに砲剣を渡そうとあの戦火の中を駆け回っていたのだから、「武器を投げただけ」とは言えない。

「一年・黒山羊カプリコン、ヴィクトル・アバディーン、ティアナレルド」

　ガートルードの重々しい声が響ひびく。そのとたん、万雷の拍手が湧わき起こった。ジャンは喜ぶよりもほっとしていた。サモニス島での失敗を忘れたわけではなかった。学院からの処分は取り消しになったが、非難されても仕方がないと思い続けていた。

「……行きましょう」

　カジカの反対側にいたティアナに促うながされて、ジャンは歩き出した。同じく表彰を待っているラシードとアネモネが、にこにこしながら拍手してくれている。

　壇だん上じように上がりながら、ジャンは首飾りを見下ろした。ジャンとティアナは事前に妙な指示を受けていた。この式に出席する時は、この首飾りが見えるように着けてくるように、と。

　ジャンたちはガートルードの前に立った。彼女はいつも通りの厳いかめしい顔つきで、ジャンの胸に小さな勲章をつける。それから、素早く首飾りに手を伸ばして、ぱちりという音とともに外してしまった。

「え……？」

　続いてティアナにも同じことをする。ジャンは自由になった首筋を撫なでた。隣にいるティアナは呆ぼう然ぜんとしている。何年もの間、自分を縛しばっていた拘こう束そく具ぐが、突然消えたのだから当たり前だ。彼女がパートナーを選んで契約を結んだので、もう拘束する必要もないということなのかもしれない。しかし、その割り切り方がかえって気味が悪かった。

　ジャンが促すまで、ティアナは一歩も動かなかった。

　二人が元の場所に戻った後も表彰は続いた。戦いの間、ずっと皆を援護し続けたクリスとフリデリカも名前を呼ばれた。まばらではあったが、拍手が起こったことにジャンはほっとした。

　壇上で勲章をつけてもらい、ジャンの前を通り過ぎる時、クリスが一いつ瞬しゆんだけ立ち止まった。

「今度のこと、色々ありがとう……いずれ、必ずお礼をするから」

　そう耳元に囁くと、顔を赤らめながら戻っていった。「色々」はクリスの無実を証明するためにスパイを捕まえたことと、戦闘中に命を助けたことを言っているらしい。どちらもジャンだけの功績ではないのだが──ところで、お礼ってなんだろう。

　不意にフリデリカの顔が目の前に現れて、ジャンは声を上げそうになった。彼女もなにか言いたいことがあるらしい。ジャンが思わず身構えると、

「今度のこと、色々ありがとう……でも、調子に乗って変なことするんじゃないわよ」

　最後にジャンをきっと睨にらみつけてから、クリスの後を追った。ジャンは無言でフリデリカの背中を見送る。今の言葉をどう受け取っていいのか分からなかった。

「……いやー、なんかホントにいいのかなー……俺おれがなー……」

　隣ではまだカジカが首をかしげている。

「いい加減、気にすんなよ。普通に貰もらっとけって」

「いやー、だって表彰された中で契約結んでねーの俺だけだぞ？　生徒会長も貰ってねーし。あの人だってなんか色々働いてたんじゃねーのか？」

　ジャンは壇だん上じようにいるアダマスを見る。自分から視線を逸そらした気がしたが、ただの勘かん違ちがいかもしれない。そういえば、アダマスを今度の戦闘で見かけた記憶がない。あの性格でなにもしなかったはずはない。どこかでレガリオン軍と戦っていたのは間違いないのだが。




「……わたしの拘こう束そくを解いてもらえないだろうか」

　レガリオン軍が現れてすぐ、仮面を着けたスパイが唐とう突とつに言った。アダマスはレガリオン人を連れて、人ひと気けのない廊下を歩いているところだった。

「なにを言ってる」

　アダマスは嘲ちよう笑しようした。さりげなく腰の砲剣に手が伸びていた。

「わたしを始末するつもりだろうが、それはやめた方がいいだろう」

　見透かすようにスパイが言った。アダマスの背筋が冷たくなった。口の中がかさかさに乾いている。

「つまらないことを言わずに、さっさと……」

「すでに昨日の狙そ撃げき事件に関しては、暗号化した情報を味方に送ってある。わたしが無事に帰らない限り、その情報は海ユ洋ニ連オ合ン中にばらまかれることになる……もちろん、君の祖国にも」

　九割九分ぶハッタリだと分かっていた──しかし、一分の真実の可能性がアダマスの動きを封じていた。

「そもそも危うい計画だったな。キッドマンを犯人に仕立てて、ヴィクトル・アバディーンを狙撃するなど……」

「だ、黙れ！」

　アダマスは慌あわてて廊下の前後を窺うかがった。誰だれかに聞かれていたら大変なことになる。砲剣を抜いて相手の喉のどに突きつける。しかし、スパイにはまったく動じる様子はなかった。殺せないことなど分かりきっているのだ。

　クリス・キッドマンとヴィクトル・アバディーンを一石二鳥で始末する確実な方法だと思った。万が一、クリスの罪が濡ぬれ衣ぎぬだと分かっても、容疑はスパイに向くはずだからだ。

　途中までは完かん璧ぺきにうまくいっていた。ただ、その場にいたティアナがアバディーンを庇かばったことで話がややこしくなってしまった。

「キッドマンが捕まった後で、わたしも捕まる可能性を考慮に入れなかったのか？　わたしをずいぶん買いかぶったものだな」

　アダマスは砲剣を固く握りしめた。自分の行動がおかしいことぐらい分かっている。おかしくなったのは、クリスのせいだ。あのレガリオン人が妙な魅み力りよくを振りまかなければ、こんな稚ち拙せつな計画に真剣になることなどなかった──。

「君にはいずれ働いてもらう。とにかく、今はこの拘こう束そくを解いてわたしを見逃してもらおう」




「三日前、わたしたちは大きな困難に立ち向かいました。数十年ぶり、いや、数百年ぶりの危機だったと言っていいでしょう……わたしはこの場を借りて、今後騎士学院グランデコルはなにをなすべきか、どこへ向かうべきかをはっきりと示そうと思います……」

　すべての勲くん章しようを授与し終えたガートルードが、生徒たちに向かって語りかけている。

　アダマスは壇だん上じようで表彰式をぼんやりと眺ながめている。彼の視界の中にはクリス・キッドマンとヴィクトル・アバディーンがいる。必ずあの二人を消し去ってやるつもりだった。

　あのスパイもおそらく今いま頃ごろはアダマスを利用できるとでも思っているのだろう。いずれ、こちらの方が利用していることが分かるはずだ。

　自分に屈くつ辱じよくを与えた人間を、アダマス・バルバートルは決して許さない。それを償つぐなわせるためだったら、たとえこの世界が滅んでも構わない──。




「今頃、この世界が滅んでも構わない、などと思っていることでしょうね」

　レガリオン軍の「基地」の一室で、仮面をかぶったスパイが言った。グロリアの「腹心」である彼は、主君の前で優ゆう雅がに足を組んで座っていた。

「それはお前も同じことではないのか？」

　グロリアはそう言いながら、糖とう蜜みつ酒しゆの入った壜びんを傾けて杯さかずきに注ついだ。すでに一日の軍務は終わっているが、彼らの重要なことはこの時間に話し合われることが多い。

「わたしの場合は違います。滅びていい世界は半分だけ……竜りゆうのいる側の世界ですから」

「なるほど」

　彼女は杯を傾ける。

「それで、バルバートルは利用できるのか？」

「コツが要いるでしょう。利用されていると思えば決して動きません。他者より上の立場に立っているという、優越感を与え続ける必要があります。具体的に言えば、自分の方が我々を出し抜いているという感覚です」

「……なるほどな」

　そうした駆け引きは、自分とこの部下との関係にも応用できるかもしれないと思った。この「腹心」は彼女にとって重要な存在だが、どこまで自分に忠誠を誓っているか、未いまだにはっきり分からない。分からないままでもいいと思っていた。

　もうしばらくは彼女の利益になるよう動いてくれるだろう。それだけは確信があった。

「そういえば、学院島でヴィクトル・アバディーンに会ったぞ」

　ただ、時々少しからかってみたい時がある。感情を表に出す姿が無性に見たくなるのだ。

「……どうお思いになりましたか？」

「ヴィクトル・アバディーンには見えなかったな」

　仮面の奥で相手が笑うのが分かった。

「そろそろわたしに付き合え。もう軍務は終わりだ」

　テーブルの上のもう一つの杯さかずきに糖とう蜜みつ酒しゆを注ついで、相手の方に押しやった。

「学院島にいるあの彼は、物事を一つの面だけで見ています。多様性とも多義性とも無縁な人間です。だからこそ、たまに予想もつかないような行動を起こしますよ」

　突然、彼の声も口調も若々しいものに変わった。黒いかつらを脱ぐと、その下から鮮やかな赤い髪が現れる。後頭部に手を回して、次々と金具を外していった。

「面白い奴やつです。ぼくは今でも彼が好きですよ」

　彼は仮面をテーブルに置き、しなやかなしぐさで杯を取った。

「……三年前、殺そうとしたのにか？」

　グロリアは苦笑しながら尋たずねる。

「それとこれとは別です」

　と、彼は言った。グロリアが学院島で会った偽にせ者ものとは、顔以外なにもかも違う。

「なにがあろうと、ぼくの弟ですから」

　それから、ヴィクトル・アバディーンは杯に唇くちびるをつけた。





〈了〉









　　　あとがき




　皆さんこんにちは。三み上かみ延えんです。




　たまには小説のあとがきらしいことを書こうとあれこれ考えるうちに、ふと「三上はどういう風に執しつ筆ぴつしているか」を一度も書いたことがないと気付きました。

　そもそも他人にそういうことを話した記憶がありません。担当編集の高たか林ばやし氏もうちの家族も、ぼくがどういう風に仕事を進めているか詳くわしく知らないはずです。単にぼく以外の人類にとってどうでもいいからかもしれませんが、せっかく思いついたのでつらつら書いてみます。

　もちろんこの手順が一般的というわけではありません。たまに他ほかの作家さんに話を伺うかがいますけど、小説を書く手順は本当に千せん差さ万ばん別べつです。きわめてノウハウが共有されにくい個人作業だと言っていいでしょう。これはあくまで「三上延のやり方」です。




　まずはプロット作りです。おおまかな展開を最後まで決め、どこでどういう出来事が起こりどういう結末を迎えるか、そこに登場人物がどう関かかわるかをざっくり書き出します。この段階で担当の編集者さんに見せてゴーサインをいただくわけです。

　次にその大まかなプロットに従って、さらに細かなプロットを練っていきます。ぼくはこれを「章立て」と呼んでいますが、それぞれの章や節の中に具体的にどういう場面を入れ、どういう伏線を盛りこむかをここで決めていきます。

　とはいえ実際の執しつ筆ぴつの過程で構成はガンガン変わっていきますので、この「章立て」の内容はあまりアテになりません。書き上がったものと比べると、全体の六割ぐらい沿っていればいい方でしょうか。

　次にやっと執筆に移ります。もちろんパソコンを使っているのですが、ぼくは文章の大半を一度ノートにペンで「下書き」しています。だいたい原稿用紙にして十五枚分ぐらいを、思いつくままに殴なぐり書きした後、パソコンに向かって文章を打ちこみ、それをプリントアウトして推すい敲こうするのです。それが終わるとまた十五枚分ぐらい「下書き」をして、またパソコンに打ちこみ……の繰り返しです。

　一見非効率的なやり方なのですが、ぼくにとってはそうでもありません。もともとぼくは推敲を手早くやれない人間です。最初に「下書き」の過程を持ってくることで、後の推敲がすごく楽になります。キーボードに打ちこむ過程も推敲の一部になってるわけです。

　だいたい一冊の長編を書くとＡ４の大学ノート三冊から四冊が「下書き」で埋まります。プリントアウトした紙も膨ぼう大だいになるので、長編が書き上がるとだいたい小さな段ボール一箱分ぐらいの紙ゴミが出る感じです。




　この他ほかにもアイディア出しや下調べ、登場人物や設定作りなどももちろんありますが、そっちを語り始めるととんでもないことになってしまうのでここまでに。

　デビューして以来やり方は変わってきていまして、今のやり方もずっと続けるつもりはありません。要するに面白いと思っていただけるだけのものが書ければそれでいいんです。




　……という文章も含めてこの本を読んで下さった皆さん、ありがとうございます。

　二巻でようやく話が動き始めた感じでしょうか。三巻のプロットもだいたいのところは考えております。今までやったことのない方向に話を動かせれば、と思っています。

　次巻もお手に取っていただければ幸いです。


三み上かみ 延えん
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三み上かみ 延えん

神奈川県出身。東京都在住。あまり取材には行かない方ですが、出かけた時には目についた風景をデジカメで撮っています。これは温泉地のホテルの窓から撮影したもの。すごく山が綺麗でした。看板はなるべく意識しない方向で。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞＜金賞＞受賞者。電撃文庫では、『モーフィアスの教室』『月と貴女に花束を』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。
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